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寄 ia 規 定 


1) 寄稿 者 は 会 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する と と が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , 間 薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 交 ( 短 報 を 
Arts), MMS, 抄録 , 会 報 を よび 時 報 と する 。 ; 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で き WSD, 原稿 C は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある 。 

A) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と こと が ある 。 

5) BRIAR SU wCL L, 横書き に する 。 入 原稿 は 現代 仮名 づか い に よ る 平仮名 を 用 い , な る べく 当 
用 漢学 を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ イ ング する こと と ゥ s 

6) 生物 名 , 外国 語 , BS, 地名 な ど は 片仮名 と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 つづ り は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓 各 式 に よる と と 。 

7) 原著 の 長 さ は 和 交 , MCL BM ED 6H ( 図 や 表 を 含ま な い 和 六 の 場合 に は , 400 字 話 原稿 用 紙 で 30 枚 前 後 
と な る ) UDALL, と の 制限 頁 を 超え る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) GRAND 2H ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 話 原稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 

'9) 和 六 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 序 ) 4. 表題 mm. 著者 名 ハ - WBBeLOMEMSA ee a. BRAC HEE 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , 摘要 ) 

10) 欧 文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

(iF) 4. 表題 uu. 著者 名 へ. 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. RM a. FBC HHS 
(表題 , 著者 名 , MRAP LOMEMSA, 摘要 ) 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , = コーマ 字 つ づり の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地名 を , また 欧文 短 報 の 場 
合 に は 和 六 表題 , 和文 著者 名 , 和 六 所 属 名 を 脚 話 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 了 吹 文 の 場合 
の 和 摘 要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 六 が 和 六 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) AMORA Ck, 著者 名 CER) ある い は (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 


14) 約 誌 名 の 略 名 は 邦 刻 誌 じ つい て は 学術 会 議 の 定め る と ところ に よる (農学 進歩 年 報 に 収録 8 欧文 計 で つい で は 
Biological Abstracts 3s kU Chemical Abstracts a に 従う 。 BS 
15) Summary (2d CANOMEBS FHMC AL ATADEFAZTLES 


16) 挿図 の 挿入 人 穫 所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記 する と と 。 

17) 挿図 は 著者 に お いて あぁ あら か し じ る め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 黒 汁 で 描き OF ABORMIT SACL. KEE 
な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび 挿図 は 返却 希望 の 四 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 

21) 原著 論 計 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を BET e. Enel Lo sleiewe wee sen 
TRA GURU CHEAT 2m 6 AU ER (UBS eat) を 原稿 の 頭 初 と 朱 記 する ここ 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , Asc 2AIMOK SA (2 頁 単位 ) と する 。 

23) 短 報 に 対 じ て は & AUR SORR (8K UL) SET So SHU EO WMOBB COUT RABAXOBSL AU. 

24) SEB AY FER SS ONC CIC TS A OICK SMHS SOS HMI SZ 

25) 原稿 用 紙 は 400 Fis CSS { BOW, te CHAE) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A LH, BE 
の る も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 2.5cm ずつ あぁ SL a 

26) 原稿 は 書留 便 を る っ て 下記 へ 送付 する と と 。 
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Ll. ia 


3 化 地 帯 に お ける イ . ネ カラ バエ は 第 1 化 期 に は 稲 の 苫 
に 産卵 を し て 寄主 稲 の 幼穂 形成 期 前 に 遇 化 し , 第 2 化 期 
に は 最高 分 けつ 期 こ と ろか ら 幼 穂 形成 期 を 中 心 と し た 時 期 
に 産卵 を し て 幼虫 は 幼穂 を 食い , AAO HI ASIC HAIL 
する 。 し た が っ て 第 1 化 期 に 朱 おい て は イネ カラ バエ の 幼 
虫 は 寄主 植物 の 生育 段階 で 関し て は 品種 の いか ん に か か 
わら ず 大 体 斉 一 な 条件 下 で 生育 を 遂げ る わけ で ある が , 
第 2 化 期 に お いて は 幼穂 形成 期 な いし は 出穂 期 が 品種 に 
よっ て 種々 異な る の で , 幼虫 の 生育 環境 は 寄主 植物 の 出 
穂 期 ど と っ て 療 し く 異 な る こと に な る 。 

湖山 (1938) は 本 虫 の 2 化 地帯 に 属す る 秋田 地方 に お 
いて , 筑 2 化 期 の 成虫 発生 期間 の 長い 理由 に , 本 虫 は 幼 
穂 を 摂 食す る と 幼 虫 の 生育 が 促進 され る た め に 羽化 期 が 
寄主 植物 の 出穂 期 の 早 晩 に より 変る こと を 挙げ て いる 。 
し た が っ て 出穂 期 の 異な る 上 品種 間 で は 幼虫 の 生育 経過 が 
異な る で あろ う が , その 模様 を 詳報 し た も の は な い 。 

また , S(EMHICV CHRON S <, 温度 も 低い 1 
化 期 の 発育 期間 は , 2 化 期 よ り も むし ろ 短 いと いう こと 
が し ば し ば 報告 され て いる 。 前 報 (1958) で も る 記し た よ 
うに 高田 に お ける どく 晩生 品種 の 農林 8 号 に お ける 第 2 
化 期 の 被害 菜 は 傷 穂 の 下 に 3~4 枚 の 傷 葉 を 持つ も の が 
大 部 分 で あっ た の に , それ ら の 食 痕 は 大 きい も の で は 長 
き lem ぐら い の も の も あっ た が , 食 療 数 は 少な く , 第 
1 化 期 末期 に な みな られ る よう な 大 並列 食 痕 は 現われ な い 。 
し か る に 第 1 化 期 に お いて は 3~4 枚 の 食 葉 で 遇 化す る 
る も の が 大 部 分 で ある 。 た と を ば 前 報 に お ける 試験 で は 第 
1 化 期 の 全 発育 期間 の 平均 値 は 40~43 日 で あっ た の に , 
シロ ガ ネ に お ける 第 2 化 期 の それ は 平均 で 63 日 で あっ 
た 。 そ の 第 1 化 期 と 第 2 化 期 に お ける 発育 期間 の 差 に つ 
いて 詳し く 触 れ た 報告 も な い 。 

BEECH D FEA IC BIS S Lal 2 場面 に つい て 明確 な 知 


Dil 


1 イィ イネ カ ラバ パ バエ の 発生 に 関す る 生態 学 的 研究 WIR, 


(1958 年 4 月 22 日 受領 ) 


見 を 得 て お く と と は , イネ カラ バエ 幼虫 の 生育 生理 の み 
な ら ず , 生態 学 的 に も 発生 時 期 の 変動 を 解析 する 上 に 重 
要 な 事柄 で ある と 考え られ る 。 以上 の よう な 観点 か ら 筆 
者 は 種々 の 就 期 あ る い は 生育 段階 の 異な る 稲 を 使っ て 幼 
虫 の 生育 経過 を 調査 し , 上 記 の と と を 明らか に する た め 
の 若干 の 知見 を 得 た 。 以下 その 結果 を 報告 する に あ た 
り , 常々 ご 指導 を 賜 わ っ て いる 研究 室長 田村 市 太郎 技 客 
な ら び に 一 部 の 調査 に ご 援助 を 受け た 洗 野 賢一 技官 に 深 
謝 の 意 を 表す る 。 
TI. : 若 稽 セ お ける 人 第 1 エ お よび 第 2 化 期 
幼虫 の 生育 の 早 さ 

3 化 地帯 に お いて は , 産卵 より 羽化 まで の 全 発育 期 は 
第 2 世代 より 第 1 世代 の ほう が 短い と いう と こと は すでに 
= 三 報 告 さ れ て いる が , HHS (1957) に よれ ば 高田 


地方 に お いて 産卵 最盛 より 次 期 の 成虫 羽化 最盛 まで の 期 


間 は 第 1 世代 は 40~45 昌 で ある の に , 第 2 世代 は 早い 

4E-CH 55 A, HEVAETIZ 70 HICRETCLEXKZHSO 
と の 発育 期間 の 差 を 比較 する た め , まず 同じ 程度 の 生 

育 段 階 の 若 稲 を 使い 両 化 期 の 幼虫 の 生育 を 比較 し た 。 

第 1 化 期 は 5 月 17 日 に 1/5 万 反 の ポッ ト に 播種 し た 
7fhin@y oFAOMITE A 11- 昌 午後 か ら 12 日 午前 
ECR HEM, それ か ら 15 日 , 20 日 , 25 日 
お よび 30 日 後に 世 を 開い て 幼虫 の 令 期 を 調査 し た 。 

第 2 化 期 は 7 月 3 日 に 1/5 万 反 ポ ッ ト に 播種 し た ショ 
ガ ネ の 苗 に 7 月 17 日 午後 より 18 日 午前 まで に 産 現さ 
れ た 卵 を , 同 22 日 に 稲 昔 の 最上 葉 の 葉 舌 裏側 に 2 卵 ず 
つっ 挿入 し て 幼虫 を 解 化 食 入 さ せ を た 。 調査 は 産卵 より 15 
A, 20 日 お よび 25 日 後に 第 1 化 期 と 同様 に し て 行っ た 。 

得 ら れ た 結果 は 第 1 表 の 通り で ある 。 

と れ に よれ ば 令 の 進み 方 すなわち 幼虫 の 生育 の 速 さ は 
第 2 代 世 より 第 革 代 世 の ほ う が 速 い 。 し た が っ て 同じ よ 
うな 生育 程度 の 若 稿 に お いて も 第 1 世代 より 第 2 世代 忠 


C2) 


2 HAR Hw Be & BB 
第 1 表 同 程度 の 若年 に お ける 第 1 お よび 策 2 世 
RGBOAE AO LER 
f&  &| mine 第 2 世代 
産卵 後日 数 | 15 日 208 258 30 日 | 15a 208 258 
Pee ott .6* Cp 10149589 50 
az UD aE 18 19 3 2 3 10- 5 
HA By Sey 0 25 22 as} 0 4 9 
lil 1 6 15 0 0 


の ほう が 生育 が 遅い こと が わか る 。 

_ な お 本 試験 の 第 1 化 期 に おい て は 産卵 数 が 非常 に 多く 
ie ag 
FLL EMBROR-EICHAT SBR, 12 
以上 棲息 する と と に な る 。 SS 15 As 


EO 20 AB@ICRUI ARC, LHC 2BYELABLT 
a ened 分 け て , Lib Os Ha A 


を 示す と 第 2 表 の 通り に な る 。 


第 2 表 BiltMOHWEK) 15 日 お よび 20 日 後 
に お いて 1 茎 に 1 頭 お よび 42 頭 以 上 食 入 し 
て いた 茎 の 幼虫 の 令 期 分 布 の 比較 


産卵 後日 数 15 el 20 A 

“1 SEeR | 1 2 頭 以上 1 oA 2 3A 

x 数 29 10 34 9 

eal ae wes 13 18 0 

oe PaO 15 3 ila “i 

期 | 3 令 0 0 24 1 
| by 1 0 


第 2 表 に よれ ば , 2GAD basic 1 SIC SHB 
合 に は 明らか に 幼虫 の 生育 が 遅れ る よう で ある 。 EOL 
DISREEO LAS 2 枚 目 の 傷 工 に は 沢山 の 小 孔 が 存 
在 し て , 1 茎 1 頭 の 場合 と か な り 異 な っ た 様相 を 時 する 。 
25 AROMA Cl 1S 2H 1 例 し か み ら れ な か っ た 
OC, その ころ に は こと れ ら の 虫 は いずれ か 一 方 また は 両 
方 が 死亡 し た も の と 思わ れる 。 第 1 表 の 25 ABS 30 日 
後に お いて と くに に 生育 の 遅れ て いた 個体 の 中 に は , 13 
2 頭 以上 食 入 し て 1 頭 だ けが 生き 残っ た も の が 含ま れ 
いる か も し じ し れ な いき WEILL TS, AB 1 i 1 頭 
食 入 し た 場合 は 1 化 期 幼虫 の 生育 は 第 1 表 の 結果 より 浴 
ん だ も の と な り , 第 2 化 期 と の 差 は さら に 大 きく な っ た 
と 想像 され る 。 


H. 熟 期 の 異な る 稲 品種 に と お ける 
第 2 化 期 幼 虫 の 発育 


第 3 巻 Ble 


前 記 の よう に 湖山 (1938) は イネ カラ バエ の 羽化 時 期 
と 寄 六 植物 の 出穂 期 と は 密接 な 関係 に ある と いい , また 


: 湯浅 = 湖山 (1940) SMROLARMReRS CECB 


接 な 関係 を 持 ろ と いう 。 し た が っ て 第 2 化 期 の 幼虫 の 生 
育 経 過 が 稲 の 出穂 期 に よっ て どの よう な 差 が ある か , ま 
た 員 化 や 羽化 時 期 が どの よう に 異な る か を 明らか に し ょ よ 
うと し て 次 の 調査 を 行っ た 。 

農林 1 号 , ギン マサ リ お よび シロ ガ ネ に お ける 幼虫 生 
農林 1 号 , ギン マサ リ お よ 


BOE SBRWEE TOK 


び シ ロ ガ ネ の 3 it er 
月 8 日 に 分 解 し て 幼虫 の 生育 状態 を 観察 し た 。 そ の 結果 


CN 
(GREED IADERKPIOOS<, BME COW 
間 は 長かっ た ), ギン マサ リ は 幼穂 伸長 初期 より 穂 ば ぼら み 
期 直 前 , ショ ガ ネ は 止 葉 が 展開 ある い は 展開 中 で 幼穂 長 
Ve 0.2~6cm CH D720 


第 3 表 出穂 期 の 異な る 3 品種 に おけ る イネ カラ バエ 
第 2 化 期 幼 虫 の 生育 の 開 (8 月 8 日 調査 ) 


| 令 期 別 虫 数 
中 軍 ET SONA 
農林 1 号 Tee £3) Pee 
ee; ire | 33 NR Seo 
ej yap SA 4% 225 | 40 19 tas 0 


HBIRCLH,. 各 品 種 に おけ る 幼虫 の 生育 は 出穂 期 
の 順に 進ん で いる こと こと が わか る 。 す な ね わ ち , BR1ISTt 
は 11 頭 中 8 頭 が 3 令 世 なり , その 中 1 頭 は 遇 化し て い 
た 。 し か る に ギン マサ リ で は 2 令 虫 の ほう が 3 令 虫 より 
多く , ショ ロ ガ ネ で は 大 部 分 が 1 令 虫 で 3 令 は 1 頭 だ は で 
あっ た 。 ギ ンマ サリ と ショ が ガ ネ で は 表 に 見 られ る よう に 
幼虫 の 発見 で き な か っ た 被害 華 が 多かっ た 。 こ と これ は 幼穂 
が 小さ く , それ に 若 令 幼 虫 と くに 1 令 虫 が 食 入 し て いる 
場合 は , 幼虫 の 発見 療 き わ め て 困難 な た め と 思わ れる 。 
LEB x CHOBE CE PRES CE PHIM 
存 し て いた も の が あっ た と 考え られ る が , を その よう な 場 
SIHELAMELSREA CHER ARDS. LEB 
第 3 表 の ギン マサ リ お よび シロ ョ ロ ガ ネ に お いて は 1 令 車 の 
数 は さら に 多い も の と 推察 され る 。 

また , 8 月 13 AICS Ss (HHO A 2A) OF 
Eee 44 茎 調 査 し た と ころ 13 RH (COMBALHAR 
見 で き な か っ た 被害 茎 が 多い ) OMIA LID, 1 
令 虫 11 頭 , 2 令 虫 2 頭 で , 3 令 虫 は 発見 され な か っ うた 8 

出穂 期 の 異な る 品種 に お ける 遇 化 お よび 羽化 時 期 の 差 
次 に 農林 エ 号 , ショ ガ ネ , Bw 36 号 お よび 農林 8 号 の 
4 品種 で , 出穂 後 , 日 を 追っ て 峠 化 お よび 羽化 状況 を 調 


195946 3 月 


査 し た 。 その 
第 4 表 


結果 は 第 4 OU CHA, 


MALE, vow, MK 36 号 
43 EK OPR AK 8 Bic 45 tH BS 2 Hey 
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化 を 待機 し て いた 個体 も ある 。 シ ロ ガ ネ で は 出穂 の 約 


10 年 後に あたる 9 月 始め か ら HH LAUMBSE eB, と の 
ESR 1S CHEB AALA LR CHS, th 


; BOD B49 & OTHER 以後 の 農林 36 号 , 農林 8 SCM M LO AIM 
tin - A, iG ーー れ て は いる が , Mifilit> 5 MIE E CO WARD LEH AUR > 
ag | POPE | RE ony ES eee Ht 品種 ほど 短く な る こと も 第 4 表 か ら 知 る こと が で きる 。 

: = a 4 | Ait Lt ed i また シロ ョ ロ ガ ネ 以後 の 品種 種 で は 正人 化 は 非常 に 斉一 で ある ろ る 。 
8 月 11 日 100 40 | 10 10 で 本 項 に お ける 諸 結 果 果 か ら 上 農林 1 号 , シロ ガ ネ お 
EA NE 2.7 Peg mpl ap st 
{ts 4 16% y 19 2 5 7 び 上 農林 豆 に お け そ る 第 2 化 期 虫 の 発育 mia Es [el Ze Fit け ば 
4 
esi apes tae 3 ayn ome: られ る 。 すなわち 幼虫 の 初期 
eae ( 3 | 10 5 15 生育 は 幼穂 の 大 きく な る 時 期 と 密接 な 関係 が あぁ あり, Pe 
7 if if 
FRAME Bare Nah 38 Ab ee sr at amid hear vSo Lam L with ails 
農林 1 号 で は 特異 な 不 ショ ガ ネ , 農林 8 号 
8 月 26 日 | 50| 48.| 0 0 A See an al si eit #0 if 
=, 9828! +7 /| 39 4 4 で は 非常 に 斉一 で ある 。 TCHR S HCH SERA 
bend Pim %. | 24. | 22 1 33 た > a ae 
oo 8 月 21 日 | 々 97 53 6 43 43 向 と な る よう に 想定 され る 。 
‘ ey 50] 0 | 43 1 44 
Us (4 Y = 
4’ 292% 77 i お 3 ie NV. 播種 期 の 相 異 する シロ ガ ネ に お ける 
第 2 化 期 幼虫 の 発育 
9 月 3 2 29 | 15 15 ; on 
97 5 | 42 42 前 記 の よ 2 化 期 幼 躍 の 生育 は の 出 策 
Peale fie tern ae 」 2 HRD £5 Ie? (esi fa rR HME 
号 の 9 0 6 11 48 密接 な 関係 が ある が , 次 に 同一 品種 の 播種 期 を 移動 させ 
aa SLLRhOCE を 変え た 場合 に 幼虫 の 生育 が 
i 9828] 51| 15 | 22 i ne RA 
OE Ae ie ae a pg 43 “うな る か を みよ うと し て 次 の 方 法 で 実験 を 行っ た 8 
419%, 50} 0 | 45 45 . 
) 4 227| 51] 0 | 41 2 4 47 SES Ree A SUEY, SB ks 
Pk SAA i hh natin ao 


と の 結果 に よれ ば 現在 まで 得 ら れ て いる 知見 と 同じ ょ 
うに , 早生 の 農林 1 号 か ら 極 脆 生 の 農林 8 SEC, 出穂 
期 の 遅れ る だ つれ て 峠 化 お よび 羽化 が 遅れ る こと が わな か が 
Saint 100 本 で あっ た 

» 生存 虫 数 は 潤 次 減少 し て いる 。 こ の 
oe earn よる も の で 
SOD, その た め に 8 月 117 日 より 8 月 
25 日 まで は MRS 増加 し て いな い に る も 
か か わら ず 生 虫 数 に 対す る 史 化 率 は 増加 
LUWSo LREM7TIT CTH L OE 
32 AZ L eG REACTS S HA EAD 
割 供 で 考え る こと こと に する 。 

第 4 表 に ょ れ ば 農林 1 号 で は 出穂 の 8 
AICS ST CCMA EBL 10 と な っ て 
いる が だが, その後 喚 化 の 進行 は 非常 に 緩慢 
に な り (COMMICAALOAM BAS 
VEWSOD CHI EOD HET < tho et 
は いい きれ な い ), 9 月 2 日 に な っ て 再 
OME DHEA Lieto THHEISIER 
ICHFACHY, M1AA d HAR CH 


oi | St He 


MOOD & 


o> SEHR 


月 
第 1 図 農林 1 号 , 
イネ カラ バエ の 発育 模式 図 
太 実 線 : 幼虫 成長 曲線 , WR: 遇 化 曲線 , mee: 


hic 栽培 し た 。 肥料 は 基肥 と し て 1 ポット 当り め 硫 安 
2. we wipe Ik 3.0g, 塩化 加里 1.0g を 施し , i 
肥 は 葉色 を みて 各区 1 回 硫 宏 の み 約 1.5g 実施 し た 。 


これ ら の 稲 で 第 2 化 期 の 幼虫 を 飼育 し た が ,- 7 月 3 日 


農林 8 号 に お ける 第 2 化 期 


VYUpDA, 


成虫 羽化 曲線 , A: SORA, B: 出穂 期 
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播種 の 結果 は T に 記載 し た 通り で ある 。 そ れ 以 前 に 播種 
し た 稲 は 7 月 19 旧 正 午 ご どろ る 本田 へ 運搬 し , AORTIC 
放置 し て その 後 27 卓 朝 まで 自然 産卵 に まかせ た 。 な お 
第 2 化 期 の 半数 産卵 終了 日 は 7 月 22 且 で あっ た 。 

6: 月 17 日 以前 に 播種 し た も の に つい て 8 月 16 Alc 
eee OAL, 棲息 虫 の 令 期 を 観察 し た 。 そ の 結果 は 
第 5 表 の 通り で ある 。 


SO 播種 期 を 移動 し た シロ ョ ロ ガ ネ の 8 月 16 和 日 
に お ける 幼虫 生育 状況 


4 令 期 別 虫 数 
ima moxwen Reet 

. 143 245 35 IR 
Bo Pees 1 0) 0 7 4 

HR 

BAe eerie | 12 lo 2.0, 0 
eee eit) 5. | i 4 Mo 6 
6 月 17 目 | 幼穂 分 化 前 後 2 | 16 |12 4 0 0 


こと これ に よれ ば 5 月 17 日 お よび 6 月 17 BMA CIS 
調査 剛 た 被害 茎 数 に 対し で 発見 され だ 幼虫 数 が 少な い 
が 前 ご れ は 前 項 で る 触れ た よう に 幼穂 が 小さ いう ち に 食 
ALE LS HORA MHE TC EDBAKSE RRL bh 
IOC, MABEBOLD Cl LS HOMIES 5 
DOPE DIZ CIPD Do CUES THO TS, 
令 の | 構成 は 播種 期 が 遅れ る ほど 遅れ て いる と と が わか 
る に れ は 前 項 臣 に 示し た 結果 と 符号 する も の で ある 。 

この 調査 を 行っ た 8 月 16 日 は 産卵 より 20~28 日 後に 
当る の で ある が , I に 記し た よう に 7 月 3 ARBORS 
VS HEIND 20 日後 に は 17 頭 中 4 頭 が , また 25 目 後 に は 
14 頭 中 9 頭 が 3 令 と な っ て いて , 6 月 17 目 ある い は 5 月 
17 日 播種 の も の より 逆 に 生育 が 進ん で いた わけ で ある 。 

な お , 6 月 17 日 播 の も の の 最終 調査 時 に 傷 穂 を 出現 
ざ せ な か っ た 和 被害 茎 の 傷 工 る 詳細 に 調査 し た と ころ る , 83 
PSS HITE KO PAS ~ 4 工 目 に 第 ユ 化 期 幼 虫 末期 
に 現われ る よう な 大 並列 食 六 が あっ て , そこ と で 被害 の 目 
っ て いる も の が 6 例 あ っ た 。 TAH CTH ds MS AG 
れ な か っ た が , ある い は 幼穂 を 食わ な いで 3 令 ま で 生 
を 遂げ た も の も あっ た か も し れ な い 。 ま た 傷 穂 を 出 現し 
た 被害 医 で も 下 工 に は 比較 的 大 き な 食 湖 が ある の に 上 薬 
で は か えっ て 食 湖 は 小さ く な り , 1 へ 2 FID BLE 
BED CW SRBELSE CT, それ 以前 の 播種 の 稲 と 少 
Lee Bil Lice 


Ss 


dl 


次 に これ ら 各 播種 日 の 稲 に お ける 貴 化 状況 を 9 月 4 目 
お よび 12 日 に 調査 し た 結果 は 第 6 表 の 通り で ある 。 
CORMC LE, 播種 日 の 早い ほど 員 化 も 早い と と が 


#0 B34 81s 
第 6 表 播種 日 を 異 に する シロ ガ ネ に お ける 
踊 化 状況 の 比較 
調査 目 9 月 4 日 9 月 12 目 
fai A 
See 45138 4 月 30 日 |4 月 30 目 5 月 17 目 65178 
ae es 
HARE) 8 月 13 日 8 月 22 日 8 月 22 目 8 月 26 目 9 月 3A 
幼虫 数 9 16 2 4 9 
i | BC 12 3 24 33 30 
羽化 数 it 0 0 0 0 
i 1 38 2 89 77 
(94) 59 16 9 
わか る が , これ は 播種 目 が 遅れ る ほど 出穂 期 も 遅れ る か 
ら で あ っ て , 前 項 了 TI の 結果 と 原理 は 同一 で ある 。 


V. 考 bas 


1. BARICRLELS CERI SICRVSA ADT 
バエ の 峠 化 の 進行 状況 は 非常 に 不 彰 で 長い 期間 に わた っ 
た 上 , 8 月 中 下旬 に お いて は 帆 化 は ほとん ど 進 行 し な か 
っ た 。 CUCTYRAAOMMEDS BA At 7c 9 APA ice 
OH LSD < OTH STC EPOSBAZSL, あたかも 
8 A Pag CL 8H SIV ORS ZT Bo 

また , BAM 1S CTH MO 8 ABO 8A ll Bice 
で に 10% UGAREICATL CT) の WEDS 得 ら れ て いる の 
に 対し て , ショ ロ ョ ガ ネ で は 出穂 期 の 12 旧 後 の 9 月 2 目 で 
も る も 約 8% し か 遇 化し て いな い 。 し か る に 農林 36 避 , 
農林 8 号 と 出穂 期 が 遅く な る に つれ 出穂 期 ま より 幅 化 まで 
の 期間 は 次 策 た に 短縮 居 て いる 。 こ と の こと か ら 考 る と j 
シロ ョ ロ ガ ネ の 幼 是 老 熟 期 直後 の ころ に も まだ 中 化 抑制 的 期 
間 か ら 脱 し て で いな か っ た の で は な いか と 当ら れ る 。 

高田 に お ける 第 3 化 期 成 下 羽 化 時 期 は お むね 9 月 中 
下旬 で ある が , を の 時 期 は 年 に よっ て か な り 論 動 す る ご 
と も ある 。 た と そえ を ば 北陸 上 農 試 の 発生 消長 調査 に よれ 間 , 
昭和 30 “Ais KOS 32 年 の 50% 羽化 日 は 9 月 26 As 
あっ た の に , 31 年 は 9 AIT AC, WER OO BSR 
Wo これら は いずれ も シロ ガ ネ に お ける 結果 で ある が 
お の お の の 年 の シロ ョ ガ ネ の 出穂 期 は 1 卓 程 度 の 差 じ か 見 
られ ず , 毎年 8 月 20~21 日 と ころ に 出穂 し で いる 。 貴 期 
間 を 10 日 も 遅らせ る ほど の 要因 は まず 考え られ な いか 
ら , この よう な 第 3 化 期 成 下 羽化 時 期 の 差 は 幅 化 時 期 の 
FINCHES < LEACH AUP S50 +S EMMA 
UC 07S MEd BML E COMP DSEIC Kk 3 CHE 
動 す る と いう こと こと に な る 。 こ こと で 上 記 の 遇 化 抑制 的 現 象 
の ある こと を 考慮 に 入れ る と , 年 に よる 呈 化 時 期 の 変動 
は 幅 化 抑制 か ら 腕 する 時 期 が 年 に よっ て 異な る と いう に 
と で よく 説明 で きそう で ある 。 
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以上 の とこ と を 総合 し て 考え る と , 第 1 図 に 示し た 品種 
HOMIE, 羽化 曲線 の 形 や 位置 も 年 に より 変動 する こと 
が 予想 され , また 上 農林 1 号 で みち られ た よう な 初期 の 遇 化 
個体 の 出現 や その 割合 も 年 に よっ て 変化 する で あろ うぅ 。 

た だ この 中 化 抑制 的 現象 を 支配 する 要因 は 現在 な お 不 
RAC, 今後 の 検討 に また ね ば な ら な い が , 以上 考察 し て 
きた こと と か ら 気 象 的 要因 で ある よう に る も 思わ れる 。 

2. 第 2 化 期 の 幼虫 の 生育 は 出穂 期 の 異な る 品種 ある 
い は 播種 期 の 異な る 稲 に お いて 著しい 差 が あり , AEG 
た 
その 上 , 伸長 中 の 幼穂 を 食べ る と 生育 は 特に 速く な る 
Ci NR 
っ た と し て も 産卵 後 約 20 ACHALETL 

LOESICHILRICMLE LIU, 7H3 AMOK 
Gv Fin Ch LY AVL LCS O ALA daBAvie & id 
WA, CHKED OES MMSNAAOMAK MICH S 
より も か えっ て 幼虫 の 生育 が 促進 され た と いう 点 は 特に 
注目 し な けれ ば な ら な い 。 な お 6 月 17 日 播種 で は 前 記 
の よう に , 下 葉 に は 比較 的 大 き な 食 療 が が ある の に 上 葉 で 
は か えっ て 食 痕 は 小さ く な り , 1, .2 列 の 大 き な 変 色 条 
笑 の ある 被害 菜 の あ っ た こと と に る も 筆者 は 注目 し た い 。 

前 報 に 記し た よう に , 第 2 化 期 に お いて は 晩生 品種 で 
GEOEI~ 4 枚 も 出現 する 場合 で さえ , 第 1 化 期 幼虫 末 
期 に 出現 する よう な 大 並列 食 療 を も っ た 傷 葉 は 現われ な 
Wo SHIT EALO SS 2 化 期 に お いて 幼穂 を 摂 食 する まで 
は 大 部 分 が 1 令 虫 で ある と いう と と は , 幼穂 を 食べ る ま 
で は 幼虫 の 生育 が 非常 に 遅い , 極 言 す れ ば 生育 が 抑制 さ 
れ て いる か の 感 さ え 受 ける 。 し か る に 若 衝 に お いて は 幼 
是 の 生育 が 進行 し , 幼穂 を 食べ な いで 3 令 ま で 生育 し た 
と と か ら 考 える と , 稲 の 生育 の ぁ る 時 期 に な る と 幼虫 の 
生育 が 遅延 する の で は な いか と 解 秋 し て も よい か も し れ 
な い 。 この 遅延 の 始ま る よう な 稲 の 生育 段階 は 本 実験 の 
範囲 で は 明らか に する こと は で き な い が , BLS< Mh 
形成 期 前 の あぁ る 時期 で ある と 老 和 えら れる 。 

と の こと と は 本 虫 3 化 地帯 で は 第 1 化 期 幼 虫 は 幼穂 形成 
期 以 前 に 葉 だ け を 食べ て 遇 人 化 で きる の に , 第 2 化 期 に は 
幼穂 を 食べ る まで 目立っ た 生育 や 食 葉 も せ ず , すべ て 幼 
穂 を 食べ 遇 化 する と いう 事実 の 説明 に も な ろう 。 

3. イネ カラ バエ 3 化 地帯 に お いて は , 第 1 化 期 より 
第 2 化 期 の ほう が 全 発 育 期間 が 長い こと は すでに 前 記し 
た 。 第 1 表 と に よれ ば 同 程度 の 若 稿 に お いて も 第 2 化 期 の 
幼虫 生育 は 第 1 化 期 の それ より お そ か っ た が , この 理由 
こと つい て は 筆者 は 現在 考察 する 資料 を 持た な い 。 


zz Bo 
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し か し 実際 野外 に お は け は る 自然 環境 下 に お いて は , 以上 
考察 し て きた よう で KK, MELO GF 令 幼 虫 期 に お ける 


生育 遅延 現象 お よび 幼虫 老 将 後 に お ける 丈 化 抑制 的 現象 


が 起 る こと が , 第 2 化 期 発育 期間 が 第 1 化 期 よ り 延 長 す 
る 大 き な 理 由 で あろ うと 考え られ る s。』 と の うち 前 者 の 初 
Wish th AE FF HEMEL 25% ICHOATLICMAL, RHO 
化 抑制 (的 現象 ) は 外 的 要因 に 支配 され る と 想像 され る 。 
以上 の とこ と か ら , 第 2 化 期 成虫 羽化 や 産卵 時 期 が 早く 
な っ て も , 必ず し も ゃ 第 3 化 期 成虫 羽化 が それ だ け 早 く な 
る と は 限ら ちず, WICH 2 化 期 の 発育 期間 は か えっ て 長く 
な る 場合 の ちあ る こと こと も 考え られ る わけ で ある 。 


M. i 要 


1) 同じ 程度 の 若 船 を 使っ て 第 1 化 期 お ょ よび 第 2 化 期 
に お ける 幼虫 の 生育 の 速 さ を 比較 し た と ころ , 第 2 化 期 
は 第 1 化 期 よ り 遅 か っ た 。 

2) 第 2 化 期 に だ お いて は 幼虫 の 初期 生育 は 寄主 稲 の 幼 
穂 の 伸長 時 期 と 密接 な 関係 が ある 。 し た が っ て 幼虫 の 生 
育 経過 は 相 異 な る 出穂 期 の 征 で は それ ぞ れ 異な る 。 

3) 晴 化 お よび 成虫 羽化 時 期 も 寄主 衛 の 出穂 期 の 早晩 
に 伴っ て 変動 する が , Whit Swe COMPS HA 
が 遅く な る に つれ て 短く な る 。 

4) 早生 上 品種 農林 1 号 で は 出穂 の 8 上 昌 後 に すでに か な 
り の 遇 化 個体 が 見 られ た の に , TOBMILABIZH< eS 
ず ず , 中 生 品 種 に お ける 中 化 開始 と 同時 に 再び 瑞 化 率 が 高 
く な っ た 。 こ の こと か ら 早 生 上 品種 に お ける 正 化 抑制 的 現 
ROGER HEEL Ko 

5) 同一 品種 の 播種 期 を 移動 し た 場合 。 それ ら の 稲 に 
BU OF 2 化 期 功 虫 の 生育 は 播種 期 の お くれ る ほど 遅れ 
た 。 し か る に 播種 の 最も 遅い 若 稿 で は 幼穂 を 食べ ず に 終 
令 期 まで 発育 を 遂げ た 。 こ と の こと と か ら 稲 の ある 生育 段階 
で は 幼虫 の 生育 が 遅延 する らし いこ と と を 推定 し た 。 

6) 上 記 の よう に 第 2 化 期 に は 初期 幼虫 の 発育 遅延 現 
象 お よび 老 就 幼 虫 の 映 化 抑制 的 現象 の ある こと が , BH 
に お いて 一 般 に 第 2 化 期 の ほう が 第 1 化 期 よ り 長 い 発育 
期間 を 要する こと と の 主 な 理由 で あろ うと 考察 し た 。 


S| HA 3c m& 


岩田 俊一 (1958) pope 2: 258~263. 
wRRR—itm (1957) SHBKARE. 

WL FUSE (1938) 応 慣 1: 54~60. 

Bee - MLA (1940) 応 動 12: 128~129. 
Big fe - BRAG (1958) 応 動 昆 大 会 講演 . 


最近, 湯 嶋 ・ 富 沢 (1958) は と の と と に つい て 若干 の 考察 を 行 つ た 。 


6 HABA HDERFSA 


Bt 


HIB Ble 


Summary 


Ecology on the Larval Growth of Summer Generations of Rice 


Stem Maggot, Chlorops oryzae MATSUMURA, in Takada Province 


Il. On the Growth of the Second Generation Larvae on Various 


Stages of Host Rice Plants and Difference of Larval Growth in 


the First and the Second Generation 


By Toshikazu Iwata 


Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


In the zone of three generations of rice stem 
maggot, Chlorops oryzae M., the first generation 
feed 


pupate before the formation of young ears of 


maggots several developing leaves and 
host rice plants, but the second generation mag- 
gots feed the developing leaves and young ears, 
then they pupate after heading of host plants. 

Therefore, in the first generation the maggots 
grow under homogeneous condition on all varieties 
of rice plants, but in the second generation they 
grow under various conditions on host plants 
since the dates of heading vary in different 
varieties. 

Author investigated the larval growth of the 
second generation on various varieties and on 
And he con- 
sidered the difference of the larval growth of 


hosts sawed on various dates. 


the first and the second generations. 

The results obtained are summarized as follows. 

1. The maggots of the second generation were 
reared on the same young stage of rice plants 
as in the first generation, but the larval growth 
in the second was later than in the first. 

2. In the second generation, the larval growth 
in the eary stage was closely related to develop- 
ment of the young ears. Therefore, the growing 
processes of larvae were varied with heading 
dates of host varieties. 

3. Dates of pupation and fly emergence were, 
too, varied with heading dates of host plants, 


but the duration from heading to pupation be- 


comes gradually shorter as the heading dates 
becomes later. 

4. In Norin no. 1, early variety, about 20 per 
cent of maggots pupated on the nineth day after 
heading date, but thereafter the pupation almost 
stoped till the beginning of September when the 
maggots in the middle varieties began to pupate. 
From this fact, it is reasonably considered that 
the pupation might be inhibited in the middle 
and late of August. 

5. Shirogane, the susceptible variety to this 
maggot, was sawed on various dates from early 
to late, and the maggots of the second generation 
were reared on those rice plants. 

The growth of larvae was closely related ot 
the date of sawing the seeds, that is, the date 
of heading, and the larval growth and pupation 
became later as the date of sawing became later, 
but, as written in I, on the rice plants sawed 
on the last date, 3rd of July, the larvae grew to 
the third instar without feeding the young ears. 

From this fact, author inferenced that the 
growth of the early stage of larvae might be 
inhibited in a certain stage of host rice plant. 

6. Author discussed that inhibition of growth 
in the early stage of larvae and inhibition of 
pupation after larvae have riped in eary varieties 
were considered to be the main reasons why the 
second generation maggots in the fields require 


a longer duration for their development than the 
first generation. 


A RARXLK Y ODO 生態 に 関す る 研究 
VI. 成虫 の 歩行 活動 に 及ぼ す 照 度 , 気温 , 湿度 の 影響 に つい て 
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実 


欧 城 大 学 農 学部 害虫 学研 究 室 


Til 


ie 


昆 忠 の 日 週 活動 に 関し て は 古く か ら 多 く の 研 究 が な さ 
れ て きた 。 そ の 結果 , 民 虫 の 日 週 活動 は 環境 条件 に よっ 
て 影響 を 受け る 場合 あぁ る い は 自律 的 また は 不 規則 な 場 
合 な ど が ある こと が 明らか に され た 。 一 般 に イネ カメ ム 
LY VEIT SRA Fite <r THIEL, 夜 に な る と 
穂 と 上 っ て 講 種 の 活動 を する と いわ れ て きた 。 し か し 日 
COREL CHROMIC EO nH, 交尾 , 産卵 な ど 
を し た り 株 の 間 を 少 じ ずつ 移動 する こと が ある 。 そ こと で 
イネ カメ ムシ の 歩行 活動 と 気象 因子 と の 関係 を 知る た め 
に , 昭和 26 年 に は 歩行 活動 と 気温 , 湿度 と の 関係 , 同 
29 年 末 に は 低温 に 対す る 反応 , 同 32 年 に は 歩行 活動 と 
RABE L OBUGRIs LOMO PIAL Mit OME LIC OWT 
研究 を 行 つ た 。 本 報 は 以上 の 結果 を 取り まとめ 考察 を 加 
ZKbDCH4SO 

本 研究 を な す に あたり 茨城 県 農業 試験 場 在職 中 多大 の 
ご ど 協力 を 惜しま れ な か っ た 高野 十 吾 技師 , 高井 昭 技 師 ら 
に 対し 静 心 より お 礼 を 申し 上 げ る 。 

材料 お よび 方 法 

昭和 26 年 7 月 下旬 行方 郡 邊 堀 町 に 移動 し て きた 成虫 
ZRMREL, Lat POMBMO A CHEPOME SX 
て 落水 し た 水田 の 稲 株 の 下 に VY CHA L, 40 対 に つ 
いて 観察 を 行っ た 。 気温 と 湿度 は 稲 株 の 下方 に 東 湿 計 を 
つる し て 測定 し た 。 この よう に し て 7 APMED 8 月 中 
Ay EC 5 へ ~23 時 の 間 2 時間 ご と に 歩行 虫 数 気温, 湿度 , 
目 照 時 数 ,, 天 師 な ど を 調査 し た 。 稲 株 の 下 に お ける 照 度 
は 真 上 に 向っ て 測定 し た 場合 , 5, 12。 19 時 に は それ ぞ ね れ 
100~300, 2,000~18,000, 65~200. ル ッ ク Fa Gh Se RA 
夜間 の 調査 と に は カー バイ トラ ンプ を 用 いた が , TORRE 
は ラン プ よ り 30, 50, 100, 150, 200 cm の 間隔 の 所 で 
は それ ぞ れ 600~700, 250~350, 80~100, 60~80, 15 
~20 ルッ クス で あっ た 。 調査 する 間 , 虫 は 場所 に より 


(1958 年 5 月 24 日 受領 ) 


60~700 ルッ クス の 光 を 受け た と こと に な る 。 

昭和 29 年 10 月 末 , 稲敷 才 下 で 新 成 中 を 採集 し 当 大 学 
に お いて 実験 を 行っ た 。 供 試 躍 は 土壌 面 に と 切り 薬 を 敷き , 
稲 苗 を 植え て ある 3 個 の ポッ ト に 各 15 MF Heal Leo 
と れ ら の ポッ ト を 各 飼 育 箱 に 入れ 実 険 室 に 置き , 11 月 初 
Ak) BEL 月 下旬 まで 午前 中 上 昇 す る 室温 に 対し て 示 
され る 活動 段階 を 観察 し た 。 

昭和 32 年 8 月 初旬 水戸 市 に お いて で 多数 の 成虫 を 採集 
し た 。 畑 に 移植 し た 稲 株 を 2mm A, 1m 立方 の 木 柳 編 
で お お い 絶 え ず 溢水 し , 始め は その 中 に 成虫 を 放 飼 し て 
観察 し た 。 後 に は ポッ ト に 稲 株 を 移植 し 穂 を 網 で 包み , 
成虫 を その 中 に 放 飼 し て 観察 し や ゃ すく し た 。 気象 観測 は 
始め の 場合 は 多く の 虫 が 稲 株 の 中 央 部 より 上 に 位置 する 
た め 稲 株 の 上 部 で 行っ た が , 後 の 場 合 は 網 の 位置 に お い 
て 行っ た 。 ま た 照度 の 測定 は 始 度 計 を 用 いて 真 上 に 向っ 
て 行い , . 気温 は 日 陰 で , 湿度 は アス マン 通風 乾湿 計 を 用 
いて それ ぞ れ 観測 し た 。 調査 は 8 月 初旬 より 下旬 まで 主 
に 3~7 時 お よび 17~19 時 に お いて ,』 照度 の 変化 ずる 
に 従っ て 照度 , 気温 , 湿度 , 歩行 虫 数 な ど に つい て 行っ 
た 。 日 中 に お ける 調査 は 曇っ た 日 に 照度 の 変化 する 都度 
ある い は 1\2 時 間 ご と に 上 記 の 事項 に つい て 行っ た 。 
体温 と 気温 の 差 の 測定 は 室内 で 飼育 中 の 虫 を 日 射 面 
よび 稲 株 の 下 に 置き , 一 定時 間 の 後に ミク ロ パ イロ メー 
ター を 用 いて , 8 月 初旬 より 中 旬 ま で 3519 時の間,"「 照 
度 の 変化 する と き あ ぁ あるいは 1~2 時 間 ど ご と に 行っ た 8 


結 AR 


活動 に 関す る 基礎 的 事項 

1) 温度 反応 : 冬 の 間 上 昇 す る 室温 に 対す る イネ カメ 
ムシ 新 成 虫 の 活動 段階 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 新 成 
myx) 10°C 以下 で は 倒れ た まま で 静止 し , EITHER 
SHH, 11.0°C" か ら 初 あて 正 位 を と る とこ と が で 
きる が , 12°C まで は 脚 を 僅か に 動か す だ け で ある ぎ ゆ 
つく ぐり 歩行 で きる 温度 は 約 149C PHC, 正常 な 活動 が 


(CRN) 
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第 1 表 低温 に 対す る 反応 
室 温 (°C) 温 度 反 応 
7.5 横 位 触れ る と 脚 を 僅か 動か す 
8.5 2 
10.5 4 
iO ee じ て 正 位 を 取る る 
12.0 MIE まれ に ゆっ くり のり 脚 を 動か す 
13.5 ゆっ くり 歩行 する 
15.5 常 の 歩行 活動 する 


低温 は 冬期 間 の 室内 温度 


行わ れる 温 鹿 は 約 16°C 以上 で ある 。 

2) 体温 と 気温 の 差 : イネ カメ ムシ の 体温 と 気温 の 差 
を 測定 し た 結果 は 第 1 図 に 示さ れ た 通り で ある 。 そ の 差 
Be AMICI RBA, 目 出 前 は 気温 と 等 じ く 目 出 
後 は 7,8 時 頃 よ り 光 第 に 大 きく な り , 8 陸 30 分 ~9 時 
の 間 に 最 高 に 達し て 5~6°C と な る 。 ORAL YD iC 
少 じ っ つ 17 RRA ECHL 2~3°C の 間 を 変化 し , 17 時 
頃 よ り 急 に 減少 し て 日 没後 間もなく 気温 と 等 し く な る 。 
な お , 日 射 量 また は 時 刻 に と よっ て 異な る が , 気温 が 高く 
体温 が 相当 上 昇 し て いる と 思わ れる 時 に , 虫 を 日 射 の 下 
に 置く と 直ちに その 場 か ら 逃 れ よ うと する 。 虫 を 稲 株 の 
下 に 置い た 場合 は 前 の 場合 より 差 は 小さ い が , 8~9 時 に 
最高 に 達し 2C くら いと な り , を その後 は 1°C 前 後 を 変 
化し で 日 没 直 前 に 気温 と 等 し く な る 。 虫 の 体温 と 気温 の 
Felt, 測定 する 時 の 日 射 量 その 他 に よっ て 値 が 眉 っ て く 
る が , 山 が 現われ る 時 刻 は いずれ の 日 る 大 体 同じ ころ で 
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fit OH (8 月 12 日) 


時 間 の 経過 に 伴う 照度 お よび 虫 の 林 温 と 気温 と の 差 の 卒 化 
AWS: 破線 は 照度 。 実線 は 日 射 の 下 に お ね ける 虫 の 体温 と 気 


細線 : 破線 は 照度 , 実線 は 稲 株 
つ 下 に お ける 虫 の 体温 と 気温 と の 差 (8 月 16 日 ) 


第 3 巻 策 1 号 


But 
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ああ es 7 

日 中 に お ける 歩行 活動 の 回 数 その 他 

1) 歩行 活動 の 回 数 : イネ カメ ムシ の 日 中 に お ける 歩 
行 活動 の 継続 時 間 は 個体 に よっ て 異な る が 3 分 以下 で , 
比較 的 短 時 間 の 場合 が 多い 。 調査 を 行う さい に 歩行 し て 
いる 場合 を 歩行 回 数 1 回 と し ,5~17 時 の 間 2 時 間 ご と に 
個体 別に 20 対 に つき 歩行 回 数 を 調べ た 。 毎 日 の 活動 回 
数 別 忠 数 の 相対 度数 を 算出 し 全 調 査 期間 の 平均 を 求め る 
と 第 2 表 の よう に な る 。 各 回 数 別 の 相対 度数 を 比較 する 
と 雄 で は 0 お よび 1 回 の 場合 は 大 体 同 じ 値 で 最も 多く; 
HECVL O の 場合 が 最も 多い 。 ま た 雄 雌 と も に 回 数 が 多く 
な る ほど 少な く な る 。 以 上 の 調査 は 2 時間 ど ご と に 行う た 
OC, 日 中 に お ける 個体 の 活動 回 数 は 少な いと は いえ 更 
き = 多き な る で が 直る 6 


第 2 表 1 日 の 歩 行 回 数 別 相対 慶 数 日 平均 (%) 

HATA | Orne MT RR 
eats | 34.1 35.4 20.5 5.2 1.9 2.0 0.6 
@ | 51.1 29.7 10.3 7.0 1.1 0.5 0.0 


2) 歩行 活動 の 日 週 性 : 毎日 の 調査 時 刻 別 の 活動 率 
(歩行 虫 数 / 調 査 躍 数 x 100) は 第 3 表 に 示さ れ た 通り で 
ある 。 な お 夜間 の 活動 率 は 照明 され た 場合 の 結果 と し て 
WEEOE ECL TRUBS. BIRICESLG Ad 
ムシ は 日 中 も ある 程度 歩行 活動 を し て いる と と が わか 
る 。 活動 の 内 週 性 を 見 る た め , 日 中 に お ける 活動 率 の 山 
と 0 の 起 る 回 数 を 時 刻 別 に 合計 する と 第 4 
表 の よう に な る 。 雄 雌 ま と め て 山 は 9~13 
時 , 19~21 時 に , 0 は 5 へ 7 時, 11,15 時 
に 多く 現われ る 。 し た が っ て 早朝 に は 静止 
40000 する 場合 が 多く 9 へ ~13 時 に は 活動 ・ 静 目 
両 種 の 場合 が 多い と と が わか る 。 以 上 の 結 
米 か ら , 日 中 の 歩行 活動 は 時 間 に ょ よっ て 週 
期 を 示す 自律 的 な も の で は な いよ うに 思わ 
れる 。 ま た 夜間 の 活動 は 今 ま で に 得 ら ちら れ た 
20000 事実 に より 暗 化 に よっ て 起 る と と が 考え ら 
れる 。 

3) 活動 率 の 相対 度数 : 策 3 表 に 掲げ た 
活動 率 の 5~17 時 と 19~23 時 に お ける 相 
対 度数 は 第 5 表 に 示さ れ た 通り で ある 。5 
0 へ 17 時 に お いて は 活動 率 は 0~60% で , 
その 平均 は 雄 14.0%, WE 8.6% CHA, 
{HOPE O~10, 10~30% の 相対 度数 は 雄 
で は それ ぞ れ 46, 38% で , ECVE 57, 
38% で ある 。、 し たがっ で 日 中 は 歩行 活動 
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3H AH H HB wh H 
ee ; 5 verde SS ————Ss EE 
隊 fe — a 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 
meme 
ta 40.0 0.0 45.0 5.0 35.0 80.0 Ty 
WM 29 25.0 0.0 45.0 5.0 25.0 80.0 = 
rh 5.0 5.0 21.0 5.2 0.0 of 5.5 x 
30 0.0 5.0 15.0 0.0 0.0 0.0 a 
a ie ial 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 20.0 
31 10.5 16.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 45.0 10.5 
Oct lit 26:9 - 35.0, . 120.0 0.0 5.0 50.0 85.0 65.0 
WW 1 0.0 5.2 17.6 5.0 10.0 0.0 0.0 40.0 75.0 60.0 
0.0 0.0 5.0 20.0 20.9 15.0 20.0 90.0 0.0 10.0 
2 0.0 0.0 0.0 10.0 5.0 15.0 15.0 90.0 0.0 10.0 
0.0 35.0 26.3 °47.3 - 26.3 20.0 5.0 50.0 55.0 45.0 
3 0:0. . 31.5: 20.0- ~30.0 20:0 15/0» 15.06 ~45,0. » 60:0° » 40:0 
Wnctbhs 116.0. 25270 » 10.0.2--2hc0> «400. 75.04 oe R5c a TBI 
4 10.0 °° 1520" “15.97 30.0 20.0 5.0 15.0 65.0 °80.0° 65.0 
S010 - 1500" 50s0e- 45,0. “26.9 2222" 11351°- “Sith Ge.6 Gare 
5 10.0 25.0 40.0 25.0 16.6 5.5 22.2 66.6 72.2 66.6 
6.2 6.2 18.7 25.0 31.2 6.2 18.7 87.5 100.0 50.0 
6 16.6 0.0" 17.6 "98:5 12:5 125 42.5 75.0 87.5 37.5 
6: Ort AO 96,6 3814-0 —"21.6.6-—98-3 —_ 56-38-50: 0-518 
7 0.0 0.0 20.0 20.0 6.6 0.0 14.2 78.5 64.2 50.0 
27.2 9.0 9.0 0.0 18:1 27.2 27.2 8178 -54.5 .b3I6 
8 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3 7:6. 23.0 46.1 38.4 30:7 
0.0 0.0 18.1 0.0 30.0 33.3 22.2 22.2 77.7 33.3 
9 0.0 9.0 9.0 C0. 10 0.0 0.0 0.0 60.0 30.0 
0.0 020° 11.1 0.0 22.2 0.0... 87.5>5.250.08.0 3725 a4 6245 
10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15. 11. ot Addo ceed) Soe 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 62.5 50.0 
11 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 75.0 25.0 
0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 60.0 0.0 
12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.6 33.3 0.0 
活動 率 = 歩 行 虫 数 / 調 査 虫 数 X100, AMA SEW, FROMETNENE, 雌 の 活動 率 で ある 
第 4 表 全 調 査 期 間 中 時 刻 別 に 見 られ た 活動 率 する 場合 と 活動 する 場合 と が あり , 後 の 場合 で は その 活 
の 最高 と 最低 の 回 数 動 率 は 40% 以下 で ある 。 日 出前 約 1 時 間 半 ぐら いで 人 
に か ろう じ て 感 ぜ ら れる 程度 に 明か る く な る が , 7 
. 時 か ら 活 動 す る 虫 が 次 第 に 多く な る 。 静 止 か ら 歩 行 す る 
mom 2 | 3 3 65 2400810 0 まで に は 活動 の 順序 が あり , 触角 A, 中, 後 脚 の 順に 
: 8 僅か ずっ 動か し , 最後 に 頭 部 を 中 心 に し て 腹部 末端 を 左 
G70 1 ; poy. ae As ae 
0 の 数 é 2 . . ity RY Sak ual に 振り , その 後に 歩行 を 始め る 。 日 出前 約 1 時 間 ぐ ら 


調 査 回 12 14 15 15:15 15 14 15 13 13 


を し て も 活動 率 30% 以下 の 場合 が 多い 。19~23 時 に お 
いて は 活動 率 は 0~100% で , その 平均 は 雄 52.4%, 雌 
46.1% で ある 。 活動 率 30~90% の 相対 度数 は 雄 雌 と も 
に 75% で , この 中 40~80% の それ は 雄 で は 56%, 
METI 538% で ある 。 

歩行 活動 と 気象 因子 と の 関係 

1) 歩行 活動 と 照度 : イネ カメ ムシ は 後半 夜 に は 静止 


いで 東方 が 僅か 白 む ころ (8 月 中 旬 で は 4 時 前 後 ) 歩行 
虫 数 は 最も 多く な る が , この 時 の 照度 は 0.5 ルッ クス 以 
下 で ある 。 ま た 上 記 の 活動 が 著しい 時 間 は 短く , 活動 率 
は 間もなく 低下 する 。 そ の 後 の 活 動 率 と 照度 の 変化 と の 
聞こ に は 規則 的 な 関係 は な く ,; 7 時 ご ろ ま で は すべ て の 下 
が 静止 する 場合 が 多く 特に 雌 に 多い (第 2 図 )。 

日 中 の 照 度 は 晴天 の 場合 , 日 出 か ら 次 第 に 高く 
正午 前 後に 最高 130,000~150,000 ルッ クス に 達し , 
UX YD 次 第 に 低く な る 。 圭 っ た 日 は 日 中 照度 が 変化 し 
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第 5 表 日 中 と 夜間 に お ける 活動 率 の 頻度 お よび 相対 度数 


Paw see OO 0 71 er 20 p80 A ae Seay 80 90 . 100 2 | 平均 
Bi me ak teen! Tees eee 100| 14.0 
swe CRSSBERK 7) | 
q # LO 3 2 100, 8.6 
CAREERS) | | 

ai ge | 4 1 et 6) ita elie 3 he we 41) 52.4 

$ fasem(s) | 9.7 2.4 7.8 7.3° 2.4 24.3 21.9 7.3.12.1 4.8 | +100 
19~23 時 0 ieee eee Oa 41 46.1 

faEM (90) | 12.1 17.3 «2-4 14.6 17.0 4.8 19.5-12.1 7.3 2.4 || 100 

5~17 REIT ISLC IA CERO MII Cm 

C, MILE DIE LA EALLEV GAGS OM, こ Hi@icue< we RRP TRO T<K SE, BICKOT 


の よう な 時 に 活動 率 を 見 る と 上 間 的 に 変化 する が その 後 異な る が 10~30 ルッ クス より 活動 率 が 前 より も 高まっ 
の 活動 率 は 照度 の 変化 に よっ て 影響 を 受け て いな い 。 ま CLS, CHEV BEMACESICL RB CMRI 
た 照度 が 非常 に 高く 84,000 ルッ クス に 達し た 場合 で も 増減 し つつ 高まっ て で ゆき, 2 ルッ クス ある い は それ 以下 


歩行 活動 を 完全 に 抑制 し な か っ た (第 3 図 )。 


上 照 度 (LUX) 
6.1 


0.4 む 2.2 


15.9 39.9 100.0: 


第 2 図 日 出 お よび 目 没 に お ける 照度 変化 と 活動 率 
RISE O BIE, 矢印 は 活動 率 10056 BR > 
SIRROGMeKRbDS 20 日 に は 目 没 前 に 一 時 
{EG A FEET UBL, tz 


1 詳し く は お つて 報告 する 


の ある 照 度 で 最高 の 活動 率 を 示す (第 2 図 )。 暗 夜 に お 


ける 活動 は , 歩行 活動 し な が ら と きど き 
発する 麹 の 振動 音 や 夜 室 に 向っ て すか し 
で 見 た 時 の 状況 な ど に まっ で 判断 屯 る 
と , 目 没 後 暫時 活発 で ある 。 し か し 活動 
の 最盛 時 刻 は 不明 で ある 。 そ の 後 夜明け 
まで の 活動 状況 は 24, 1, 2, 3 時 ご 調 
ALR, 前 述 し た よう に 欧 止 また は 
40% 以下 の 活動 率 を 示し た 。 この 活動 
は 多く の 場合 月 明 ま た は 大 察 の 光 に ょ る 
も の と 考え られ る 。 

な お 参考 の た め ゐ に イネ カメ ムシ を 飼育 
L, 17 ROA 800 Wy VAORITAA 
AIL 2,15 vo ZAILELTS, OF 
HOBAICOFSE CHILL THRTAT 
の 虫 が 歩行 を 始め た 。 次 に 虫 を 自然 の 日 
BOWS SICRLCLZA, HC RSIC 
し た が っ て 歩行 する 虫 は 無 処理 の 場合 よ 
り 早 く 多 く な り , 活動 率 は 6.4 ル ックス 
CHIVEM 50, 83% BALK 

2)  … 歩 行 活動 と 気温 : 夏季 日 中 の 気温 
が 25°C 以下 の 時 は , 天候 が 悪 ぐ 百 照 不 
足 の 場合 が 多い 。 気 温 が 25°C 以上 の 場 
含 に は , 曇天 また は 雨天 で 日 射 量 が 少な 
Wk, 気温 が 同じ で も ゃ 晴天 の 場合 まり 事 
の 活動 は 低下 する 。 以 上 の 点 か ら 本 報 に 
お いて は ほ は 雨 ま た は 閉じ ぐ 貸 っ で いる 場合 
の 調査 結果 は 除い た 。 


195946 3 月 大 内 : 
26 年 夏 の 調査 で 歩行 活動 が 行わ れ た 気 
温 の 範囲 を 示す と 第 6 表 の ど ごとく で ある 。 
活動 が 行わ れる 低温 限界 を 調査 時 刻 別 に 見 
る と 雄 雌 と も に 21.6~22.5°C( 温 度 85~92 
Yo) で あり , 高温 限界 は 雄 -29.1~29.7°C 
(湿度 72~75%), tf 28.4~29.7°C (湿度 
72~79%) で ある 。 ま た 各 気 温 に つい て 調 
査 時 刻 別 に 湿度 の ある 範囲 内 で 平均 活動 率 
を 求め る と 次 の よう な 傾向 が わか る 。 活動 
率 は 5 時, 19~23 時 に は 気温 と の 相関 は 低 
い が , 日 没 直 後に は 高い 値 を 示す 。 7~17 
時 で は 各 調 査 時 刻 に お いて で 気温 の 上 昇 と と 
も に 高く な り , 最高 に 達し て か ら 下 降 す る 
(7 時 に は 26°C 以上 で 高温 の た め に 低下 
し , 17 時 に は 日 中 ほど 高温 に な ら な い の で 
低下 し な い ) 。 最高 の 活動 率 を 示す 気温 は 9 
~13 時 , 15~17 時 で は それ ぞ れ 26~27°C, 
27~28°C で 大 休 午 前 中 は 低 ぐ 午後 は 高い 。 


イネ カメ 大 シ の 生態 に 関す る 研究 
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第 3 図 日 中 に お ける 気温 , MK, 照度 と 活動 率 の 変化 
17 時 30 分 に お ける 活動 率 の 山 は 場所 の 移動 に よる 


第 6 表 歩行 活動 が 行わ れ た 気温 の 限界 


低 mie Peer .2| x 温 限 界 
時 A) 5 7 19 21 23 9 11 13 13 15 15 
@ 8  (C°) DoE pe sdee SUR A 20eh. 31 6 90:7 $29.1; « 2925. 28.9% 29562 $28.4 
i ーー 度 (%) 92 86 89 85 87 1 73 72 74 75 79 
; 3 + =} = + + joo + + + = + = 
MRO 。 [alg Re dai ee an Rl oT ai AR Sa oT Da 
| 
気温 の 限界 は 夏季 の 活動 に 対す る も の で あぁ る 
第 7 表 活動 率 と 気温 と の 相関 係数 温度 以上 に な る の は 9~15 時 の 問 で , と この 場合 相関 係数 
は 負 と な り , .13 時 に 最高 の 値 を 示し その 他 の 時 刻 で は 低 
ite 雌 係数 が 正 か なら 負 へ 
時 刻 Wo 
fed iy 2 St viet 負 変る 臨界 気温 3) 歩行 活動 と 湿度 : 5~23 時 に お ける 歩行 活動 と 湿 
5 = = 度 と の 間 に は 全般 的 に 低い 負 の 相関 関係 が あぁ る (第 8 
7 | 0.78 0.83 : ee Je RO < : 
9 0.81 0.70 0.88 —0.79 96~27°C (13 時 の 表 )。 相関 係数 は 7~11 時 に お CREST Pi HE 
11 | 0.91 —0.78 0.99 —0.79 | iif [2 27~28°C ) yx0.73~0.76, HEIX 0.64~0.66 の 値 を 示し , その 他 の 時 
OGRE i 27¢-28°C 刻 で は 低く 著しい 変化 が 見 られ な い 。 ま た 雌 は 雄 よ り も 
Vv bide uae 低い 傾向 が ある 。 5,7 時 に お いて は 湿度 が 90% 以上 で , 
21 | 0.43 0.49 全 個 体 が 静止 する 場合 が 多く 特に 雌 に 多い 。 夜間 は 19 
23 | 0.56 0.49 


傾向 が 見 られ る 。 上 記 の 気温 を 歩行 活動 に 対す る 最適 気 
温 と みな し , 活動 率 と 気温 と の 相関 係数 を 各 調査 時 刻 別 
に 求め る と 第 7 表 の よう に な る 9 7~23 時 に お ける 相 
関係 数 は 最適 気温 以下 で は 雄 峰 と も に 9~15 時 に お いて 
高く , 雄 は 0.81~0.95, 雌 は 0.88~0.99 の 値 を 示し , 

その 他 の 時 刻 , 特に 前 半 夜 で は 低い 。 また 気温 が 最適 


第 8 表 活動 率 と 湿度 と の 相関 係数 


時 x) OE & | 時 A) # ie 
Chae al a = 17 ー0.62 0.61 
roan —0.76 —0.66 19 0.69) 0°57 
Cee =O. 75? — 0.64 21 —0.61 —0.63 

Lig ies Osise —0.64 23 =0.62 —0:53 
as 9 Na - 
i5 } 0.62 0.60 
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etd DUBBED. 90% 以上 に な る が , 前 半 夜 の み 活 動 が 
盛ん で 後半 夜 に は 衰え る 。 


考 Es 


歩行 活動 と 照度 イネ カメ ムシ の 歩行 活動 の 著しい 時 
刻 は 前 述 し た よう に 』 BHOM 1 時間 前 と 日 没 お よび を 
の 後 と に お いで 見 られ た 。 と の 種 の 活動 型 は 夜行 性 昆虫 
お いて 見 られ る と どろ で ある 。 Corrins (1934) お よ 
OAR (1985) vi zNFNa EI YH, = カメ イガ が の 目 
出 ・ 目 没 に お ける 明 ・ 暗 適応 の さい の 活動 が 複眼 内 色素 
の 移動 と 関係 が あぁ あり, ニカ メイ が ガ で は 両 種 適 応 の さい を 
れ ぞ れ 12 回 ずつ 活動 が 起 る と と を 報告 し た 。 イネ カ メ ム 
シ で は 日 出 の きい に は 活動 の 2 回 の 山 は 明確 に 区 別 す る 
と と は で き な い が が , 日 没 か ら 前 半 夜 に と にかけて 一 時 活動 が 
低調 に な る か 欧 止 する 場合 が あぁ る 。 後 半 夜 に お いて は 特 
に 弱い 光 が な い 限 り 爽 止 し て いる 。 ゆ ええ に イ ネ カ メ ムシ 
の 日 出前 と 上 没後 に お ける 活動 の 山 は ニカ メイ ガ の 場合 
と 同様 , 光 環 境 の 変化 に 適応 する 際 に 現われ る も の と 老 
そら れる 。 な お 日 中 に お いて る 歩行 活動 は 見 られ る が , 
夜間 に お ける よう に 十分 発現 され な い 。 自然 状態 に お い 
て は 日 中 の 歩行 活動 と 照度 と の 関係 は 密接 で な く , BL 
く 高 い 駒 度 で も 歩行 活動 を 完全 に 抑制 し な い 。 し か し 日 
中 の 歩行 活動 は 前 半 夜 の それ より も 低調 で ある こと や ゃ や, 
前 述 し た よう に 800 ルッ クス の 環境 か ら 人 次 的 に 15 ov 
ックス 以下 の 環境 に する と , 今 ま で 静止 し て いた 個体 が 
全部 歩行 を 始め る こと な どか ら 考 える と , 日 中 の 照度 は 
ある 程度 歩行 活動 を 抑制 し て いる と 思わ れる 。 

世 今 まで に 得 ら れ た 結果 か ら 考 える と , イネ カヌ ムシ の 
歩行 活動 は 日 出前 明 適応 する 際 に は , 0.5 ルッ クス 以下 
の ある 照度 に お いて 最高 を 示し , その 後 は 明る く な つて で 

も , 歩行 活動 に 対す る 照度 の 影響 は 見 られ な い 。 ま な た 日 
WOVE, 暗 適 応 す る が , 約 30 ルッ クス より 照度 の 影響 
が 現われ , MBOUP & fb CHRMBIR< ie 0 2 ルッ 
DAOC FS OME C 最初 の 活動 の 山 が Bid 
れる 。 歩行 活動 は その 後 低調 に な る か 一 時 止む こと が あ 
る が , 喝 に 低い 央 度 に お いて 活動 の 第 2 回目 の 山 が 見 ら 
れる も の と 思わ れる 。 し た が つて 明 お よび 暗 適 応 の 際 3 
行 活動 に 対す る 最適 照度 は 0~2 ルッ クス の 範囲 内 に あ 
る こと こと が わか る 。 

歩行 活動 と 気温 イネ カメ ムシ の 歩行 活動 と 気温 と の 
相関 関係 は 前 に 述べ た 通り で ある 。 加藤 (1937) wk 
ば イチ ゴ ハ ナ ゾウ ムシ の 産卵 活動 と 気温 と の 相関 係数 は 
6~10~ 時 に は 0.82, 10~14 時 に は 0.91, 14~18 時 に 


"詳し ぐ は お つて 報告 する 


第 3 巻 第 1 号 


DD 


は 0:82)18~6 時 だ に は 0:51 CHS. イチ ゴ ハ バハ ナゾ ウム 
シ の 産卵 活動 は 日 中 に お いて 盛ん で あり , イネ カメ ムシ 
の 歩行 活動 は 夜間 に お いて 盛ん で ある が , 上 日 中 に お ける 
THRE 2 OTE MIC IES RUM HE AO REMIT Ue 
が っ て 示す 相関 係数 に と ょ よっ て 比較 する と 大 体 同 じ よ うな 
傾向 を 示し て いる 。 

目 中 に お ける イネ カメ ムシ の 歩行 活動 は ちあ る 温度 まで 
は 気温 の 上 昇 と た し た が っ て 盛ん た な り , COUMEAET 
は 低下 する よう に な る 。 し か し 夜間 と 早朝 に は 両者 の 間 
の 関係 は 密接 で な い 。 こ の 最高 の 活動 を 示す 気温 は 時 刻 
に よっ て 異な っ て お り , 午後 で は 午前 より や や 高く な る 
傾向 が あぁ る 。 こ と の 点 た に つい て は 次 に 述べ る 理由 に よる も 
の と 思わ れる 。 

目 中 の 活動 が 環境 の 温度 に よっ て 規制 され る 昆虫 に お 
いて は , 環境 温度 は すべ て 忠 の 体温 に 影響 し , そ の 結果 下 
の 体温 に 応じ た 活動 の 段階 が 示さ れる (Uvarov, 1928; 
Kato, 1939,1940a,1943a, b)。 加藤 (1939, 1940a) 
V4 FINS TO BY OFUMIZEITABO TBH IC KT 
影響 を 受け , その 他 の 気象 因子 の 影響 は 重要 で な いこ と , 
お よび 日 中 体温 は 気温 より 高く , その 差 は 日 出 後 急 に 大 
SRO, ARDS SRARL LICH RSETE 
RHSDICL Ko TAHA AVYORBL MIOH HM 
の 通り で ある 。 ま た 日 中 の 歩行 活動 が 気温 の 影響 を 受け 
る 点 か ら 老 える と , それ ぞ れ 体温 に 相応 し て 活動 する 下 
の 数 が 変化 する も ゃ の と 思わ れる 。 し た が っ で 気温 が 等 し 
く て も 体温 と 気温 の 差 が 大 きい 場合 と 小さ い 場合 と で は 
活動 する 虫 の 数 が 異な る こと が 考え られ る 。 し た が っ て 
歩行 活動 に 最も 好適 な 体温 に 達する た め の 気 温 は , 体温 
と 気温 の 差 が 日 中 より 大 きい 朝方 で は 目 中 より 低く て も 
よく , 疾 に その 差 が 朝方 より 小さ い 旧 中 で は 朝方 より 高 
くけ 4 は は なら ee 

な お 体温 に よっ て 異な る が , 気温 が 高く な る と 前 述 し 
た よう に 高温 の た め に 活動 が 抑制 され る よう に な る 。 一 
般 に 盛夏 で は 日 中 の 気温 は 適温 以上 の 場合 が 多い の で , 
イネ カメ ムシ は 多く の 場合 日 中 は 僅か 活動 する か 欧 止 し 
て いる 。 また 体温 が 高く な る と 強い 日 射 を 避け て 稲 株 の 
日 陰 の 部 分 へ 移動 し , 稲 に 腹部 を 密接 し 静止 し た まま で 
WSo 

歩行 活動 と 湿度 5~23 時 に お ける イネ カメ ムシ の 歩 
行 活動 と 湿度 と の 間 に は 負 の 低い 相関 関係 が ぁ る 。 こ の 
中 で 7?~11 時 に は 相対 的 に 高く , その 他 の 時 刻 で は 低く 
著しい 変化 が な い 。 加藤 (1937) と よれ ば イチ ゴ ハ ナ ザ ゾ 
ウム シ の 産卵 活動 と 湿度 と の 相関 係数 は 6~10 時 で は 
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—9.63, 10~14 時 で は —0.76, 14 へ ~18 時 で は —0.56, 
18~6 時 で は 一 0.38 で ある 。 両 種 人 昆虫 の 活動 に 及ぼ す 
湿度 の 影響 を 比較 する と , 午前 中 相対 的 に 高い 相関 が あ 
る 点 は 同じ 傾向 を 示し て いる が , 夜間 た は 多少 傾向 が 異 
な っ て いる 。 な お 活動 に 及ぼ す 気 温 と 湿度 の 影 疑 を 各 調 
査 時 刻 別 に 相関 係数 に よっ て 比較 する と , 7~19 時 に お 
いて は 気温 の ほう が 大 きく 21 へ ~23 時に お いて は 湿度 の 
ほう が や や 大 きい 。5~7 時 に お いて は 高温 が 活動 を 抑制 
する の で , と これ ら の 時 刻 で は 蒸散 が 活動 に 影響 を 及ぼ す 
と と も 考え られ る 。 

な お イネ カメ ムシ の 歩行 活動 と 湿度 と の 間 に は 負 の 相 
関 が あ ちる が , 低温 に る 限度 が あり , 本 種 は 特に 低温 た 対 
し て 弱い こと を あげ て お く 。 た と を えば, 夏 飼 育 室 で 稲 の 
穂 を 与え を て 飼育 し て る 散水 し な か っ た り , 野外 で 比較 的 
| HORT SEB MAT SL 多く の 虫 が 死亡 する 。 ま た 
11~2 月 に 室内 で 飼育 する と 虫 は つぎ っ つぎ に 死亡 し て ゆ 
く が , 虫 が 乾燥 し ゃ すい 状態 た と えば 飼育 箱 の 金網 に と 
まっ て いる よう な 場合 は , 多少 湿気 の ある 状態 た と えば 
適 思 な 土壌 の 表面 に いる よう な 場合 より も は る か に 死に 
や すい 。 数 種 の 慣 虫 に つい て は , 排 江 ゃ 蒸散 な ど に よる 
体内 水分 の 損失 は , 食物 や 新陳代謝 に 由来 する 水分 の ほ 
か に , 雄 膚 を 通し て 吸収 され る 水 や 水蒸気 な ど に よっ て 
補 わ れる こと が 報告 され て いる (Epney, 1957), イネ 
カメ ムシ は 野外 で は 越冬 中 , 適温 な 地表 下 に 洪 伏 し て い 
る 場合 が 多く , 夏 は 水田 の 中 に 棲息 し て いる 。 ゆ え に こ と 
れ ま で に 述べ た 諸 種 の 事実 か ら , イネ カメ ムシ は 自然 状 
態 で 起 る 程度 の 低温 に 対し て 適応 する 能力 が 劣っ て いる 
k5CHBAbNS. 


摘 

A AAA AVRABOBAHEMICH LETHE, 気温 , 
湿 庶 の 影響 に つ ム て 研究 し た 。 

1) イネ カメ ムシ の 歩行 活動 の 日 週 性 を 見 る と , 活動 
率 (歩行 息 数 / 調 査 虫 数 X100) YR 5~17 時 に は 0~60% 
で , その 平均 は 雄 人 が.14.0%, WEDS 8.6% で ある 。 ま た 
活動 率 0~3096 の 相対 度数 は それ ぞ れ 雄 で は 84%, 雌 
で は 95% で ある 。19~23 時 に は 照明 し て 観察 し た 結果 
に よる と , 活動 率 は 0~100% で その 平均 は 雄 が 52.4%, 
WEDS 46.1% で あぁ る 。 ま た 活動 率 30~90%% の 相対 度数 
は 雄 雌 と も に 75% で ある 。 

2) 歩行 活動 と 駒 度 と の 関係 を 見 る と , 日 週 活動 の 山 
が 見 られ る の は 日 出 の 約 1 時 間 前 で 照度 が 0.5 ルッ クス 
居 下 に お いで 日 没 の 際 2 ル ッ ク ズ ある い は それ 以下 の 
FORE CH Bo 後半 夜 に は 静止 する が 僅か な 光 が あ る 場合 
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は 活動 する 。 日 出前 活動 が 著しい 間 は 短 時 間 で ある が , 

日 没 に は 10~30 ルッ クス か ら 照 度 が 低く な る に し た が 
っ て 活動 が 高まっ て ゆき , 上 述 の よう な 経過 を た どる 。 
と の 種 の 活動 型 は 夜行 ER Dhcainaeen cael 
応 の 際 に それ ぞ れ 示さ れる 。 し た が っ て イネ カメ ムシ の 
歩行 活動 の 山 る 同様 に 光 環 境 の 変化 に 適応 する 際 に 示さ 
れる も の と 思わ れる 。 日 中 の 活動 は 夜間 の 活動 より る も 低 
調 で ある が , AOMBEL OMICHEM RSA ot 
Wo また 著しく 高い 照度 で る 活動 を 完全 に 抑制 し な い 
が ,。 ある 程度 抑制 し て いる も の と 思わ れる 。 以上 の 結果 
硫 高 の 歩行 活動 が 見 られ る 昭 話 は 0 へ る ルッ ケス の 人 範囲 
内 に ある こと が わか る 。 

3) 歩行 活動 と 気温 と の 関係 を 見 る と , 正常 な 歩行 活 
動 は 冬季 に は 室温 約 16°C 以上 に お いて , 夏季 に は 約 
22~30°C の 範囲 内 に お いて 行わ れる 。 

夏季 5~23 時 に お ける 歩行 活動 を 見 る と , 5 時 , 19~ 

に は 気温 と の 相関 は 低い が , 夜間 は 盛ん で ある 。 7 
~1T 時 に お ける 活動 率 は 気温 の 上 昇 と と も に 高く な っ 
て ゆく が , 最高 の 活動 率 を 示す 気温 は 9~13 時 で は 26~ 
27°C, 15~17 時 で は 27~28°C で , 大 体 午前 に お いて 
は 午後 より る 低い 傾向 を 示し て いる 。 な お とこ とれ ら より も 
高い 気温 で は 活動 は 衰え , 約 29°C 以上 で は 全 個 体 が 静 
止 す る 場合 が あぁ る 。 こ の 最高 の 活動 率 を 示す 気温 を 最適 
気温 と みな し , 7~23 時 に お ける 歩行 活動 と 気温 と の 相 
関係 数 を 求め る と , 最適 気温 以下 の 場合 雄 雌 と も に 9 
15 時 に お いて 相対 的 に 高く , 0 hec- 
~0.99 の 値 を 示す 。 そ の 他 の 時 刻 で は 低く 特に 夜間 に 
は 低い 。 ま た 9~15 時 に お いて は 気温 が 最適 温度 より 高 
く な る が , 相関 係数 は 負 に 変り 13 時 に 最高 と な り , He 
は 0.93, 雌 は 0.95 の 値 を 示し , その 他 の 時 刻 で は 低い 。 
活動 に 対す る 最適 気温 が 時 刻 に よっ て 異な る の は , 活動 
を 規制 する 体温 と 気温 と の 差 が 時 間 の 経過 と と も に 変化 
L, 朝 は 大 きく 日 中 は 小さ いた めで ある 。 

4) 5~23 時 に お いて は 歩行 活動 と 湿度 と の 間 に は 全 
盤 的 に 低い 負 の 相関 関係 が あぁ る 。 相 関係 数 は 護 雌 と る に 
7~11 時 に お いて 相対 的 に 高い が その 他 の 時 刻 で は 低 
く , 著 し い 変 化 が な い 。… 歩 行 活動 に 対す る 気温 と 湿度 の 影 
響 を 各 調 査 時 刻 別 に 比較 する と , 7~19 時 で は 気温 の ほ 
i on ie う が や や 大 きい 。 持 
DROPPIN FT 


Sl 用 文 mA 


CorLLiNs, D. L. (1934) J. Exp. Zool.69: 165~185. 
Epney, E. B. (1957) The Water Relations of Ter- 


14 HAS A Bo & 


restrial Arthropods. 51~72. 

Karo, M. (1937a) Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ. 
Biol. 11: 307~321. 

Kato, M. (1939) Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ. 
Biol. 14: 11~19. 

Kato, M. (1940a) Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ. 


第 3 巻 Ble 


Biol. 15: 97~103. 
加藤 際 奥 雄 (1943a) 台湾 博物 学会 会 報 33: 701~716. 
加藤 陸奥 雄 (1943b) 生態 学研 究 9: 179~186. 
Uvarov, B. P. (1928) Locusts and Grasshoppers. 
八木 誠 政 (1935) 農林 省 農 事 試験 場 葉 報 2: 481~490. 


Summary 


Studies on the Bionomcis of the Rice Stink-bug, Lagynotomus assimulans DISTANT 
VI. The Influences of Climatic Factors on the Crawling Activity of Adults 


By Minoru Oucui 
Entomological Laboratory, Ibaraki University, Ibaraki Pref. 


The influences of air temperature and relative 
humidity on the crawling activity were studied 
at intervals of 2 hours from 5 to 23 in the 
summer of 1951, and also the influence of light 
intensity was observed at sunrise, sunset and 
during the daytime at intervals of 1 or 2 hours 
in the summer of 1957. 

1. The rate of crawling activity was expressed 
by the percentage of crawling insects at each 
inspection time. During the hours from 5 to 17, 
the rate of crawling activity varied from 0 to 
60% with averages of 14.0% in male and 8.6% in 
female. And from 19 to 23, under the illumina- 
tion of a lamp, the above rate varied from 0 to 
100% with averages of 52.4% in male and 46.1% 
in female. In the former, the relative frequencies 
of the rate lower than 30% were 84% in male 
and 95% in female. In the latter, the relative 
frequencies of the rate from 30 to 90% were 75% 
in both sexes. 

2. The influence of varying intensity of light 
on the crawling activity is observed at intensities 
lower than 0.5 lux before sunrise and lower 
than 30.0 lux at sunset and during the former 
half of the night. The peaks of the rate of crawl- 


ing activity appeares about one hour before 
sunrise at intensities below 0.5 lux, immediately 


after sunset at 2.0 lux and below, and presu- 


mably at a certain later time at much lower 
intensities than the former. And these peaks 
are considered to occur as the results of light- 
adaptation and dark-adaptation respectively. In 
the daytime, even a high intensity as 84,000 
lux did not suppress activity absolutely and 
remarkable change in intensity did not affect 
the rate of crawling activity. But as the rate of 
crawling activity was lower than that of night 
and all the inactive insects began to crawl when 
the intensity was dropped from 800 lux to 2 and 
15 lux, the intensity of light in the daytime seems 
to suppress the crawling activity to some extent. 

3. In winter, adults begin normal crawling at 
a room temperature of about 16°C in the daytime. 
In summer, however, the range of normal crawl- 
ing activity lie between the temperatures of about 
22°C and 30°C in paddy fields. 
ing activity increases as air temperature rises 
up to 26~27°C from 9 to 13 and up to 27~28°C 


The rate of crawl- 


from 15 to 17 respectively. These air tempera- 
And 


above these temperatures, the rate of crawling 


tures are considered as the optimums. 


activity decreases with the rise of temperature. 
The coefficients of correlation between crawling 
activity and air temperature varies with the 
lapse of time. They are higher from 9 to 15 


below the optimums, showing values from 0.81 
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to 0.95 in male and 0.88 to 0.99 in female, and 
lower during the other times, especially at night. 
From 9 to 15, the air temperature rises up higher 
than the optimum and becomes negative showing 
highest values at 13 in both sexes. The. varia- 
bility of the optimum air temperature is supposed 
to be caused by the difference between the tem- 
perature of insect body and that of air, which 
is greater in the morning than in the afternoon. 


4. From 7 to 23, the coefficients of correla- 


VRGIFUNTAZIOLVENS S 
エン ドウ の 抵抗 性 因子 
MnarLTAis, J. B. and J. L. Aucrair (1957) Factors 
in resistance of peas to the pea aphid, Acyrtho- 
(Homoptera: Aphididae). 
Canad. Ent. 89: 


siphon pisun (Harr.) 
I. The sugar-nitrogen ratio. 
365~370. 

AVCEAIR. I al., Jab. Marrats and J.J: Cartier 
(1957) Ibid. Canad. Ent. 89: 
457~464. 

マメ ピゲ ナガ アブ ラム シ Acyrithosiphon pisum に 
対 じ レ ェ ンド ウツ の 品種 間 に 頼 著 な 抵抗 性 の 違い が ある こと 
は 古く か ら 認 め ら れ て いる 。 こ の 抵抗 性 の 品種 間 差 異 の 
要因 ゃ 栄養 学 的 な 面 に 求め て 調査 を 行っ た 。 

ァ ブ ラム シ に 対し 感受 性 の 3 品種 , 抵抗 性 の 3 品種 に 
DWC, その 生育 時 期 を 追っ て 数 回 採取 し た 試料 を 分 析 
し た 結果 , 窒素 含量 は 常に 感受 性 品種 に と 多く, 糖 含量 は 
逆 と 抵抗 性 品種 で 高かっ た 。 し た が っ て どの 生育 時 期 別 
に みて も , また どの よう な 組合 せ で 感受 性 品種 と 抵抗 性 
品種 を 比べ て みて も , 抵抗 性 品種 の 糖 / 窒素 は 感受 性 品 
種 の それ より も 23~64% 高かっ た 。 こ と の 糖 と 窒素 の 比 
の 違い は , 抵抗 性 品種 を 摂 食す る アブ ラム シ と 感受 性 品 
種 を 摂 食 する アブ ラム シ の 間 に 大 き な 栄 養 的 差異 が あぁ る 
TCEBMUTWSZ6 

つぎ に ペー パー クロ マト グラ フ 法 に より 6 品種 の ェ ン 
ドウ の いろ いろ な 生育 時 期 に お ける アミ ノ 酸 含量 を 調べ 
tro その 結果 検 典 され た アミ ノ 酸 お よび その アマ イド の 
種類 は , 抵抗 性 品種 , 感受 性 品種 で 差異 は な か っ た 。 し 
か し 量 的 に みる と 品種 間 に 大 き な 違 い が あ り , いずれ の 


II. Amino acids. 
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tion between crawling activity and relative 
humidity are negative and low varying with the 
lapse of time from 0.61 to 0.76 in male and 
from 0.53 to 0.66 in female. They are relatively 
higher from 7 to 11. From 7 to 19, air temper- 
atures are more influencial than relative hum- 
But from 19 to 
At 5 or 7, the 


higher relative humidity above 90% seems to 


idities on the crawling activity. 


23 the case becomes reverse. 


inhibit crawling activity to some extent. 


感受 性 品種 常に 抵抗 性 品種 より も 高い 総 ア ミノ 酸 含 量 
お よび 遊離 アミ ノ 酸 含量 を 示し た 。 さら に 個々 の アミ フ ノ 
酸 の 大 部 分 る 感受 性 品種 に 多量 に 含有 され て いた 。 TH 
わ ち 感受 性 品種 に 生活 する アブ ラム シ は 抵抗 性 品種 に お 
ける より る も, アミ ノ 酸 含量 の 高い 食物 を 得 て い る わけ で 
ある 。 逆 に 抵抗 性 品種 を 摂 食 する アブ プ ブラ ムシ は , 単位 時 
間 内 に 正常 な 生育 や 繁殖 の た め に 必要 な アミ ッ 酸 を 十分 
得る こと が で き な い 可能 性 が あぁ り , 抵抗 性 品種 で アブ ラ 
ムシ の 生育 や 候 殖 が 低下 する 一 因 と 考え られ る 。 
CHRD 平野 千里 ) 


Aedes aegypti 体内 で の アミ ノ 酸 の 合成 

Sincu, K.R.P. and D.W. Micks (1957) Synthesis 
of amino acids in Aedes aegypti L. Mosquito News 
17 (4): 248~251. 

カ は 幼虫 と 成虫 と で 摂 食 習性 が 異 り , また 栄養 要求 も 
違っ て いる の で , 栄養 的 研究 に と っ て 興味 ある 材料 で あ 
る 。Sincg & Brown (1957) に より 必須 で な いこ と と が 
判明 し た 6 種 の アミ ノ 酸 (アラニン, 
チロ シン ジン , シス チン , プロ リン ) を 1 種 ず っ つ 除い だ 合成 
飼料 で 幼虫 を 無菌 的 に 飼育 し た 。 生育 し た 4 令 幼 虫 を 二 
次 元 ペ ー ペ パー クロ マト グラ フィ に か け , 正常 の 飼料 で 生 
育 し た 幼 虫 の それ と 比較 し た 。 そ の 結果 飼料 か らち 除い た 
アァ アミノ酸 は それ ぞ れ の 幼虫 か ら 検 出さ れ た 。 こ と これ より 幼 
虫 は 体内 で と れ ら の アミ ノ 酸 を 合成 で きる とこ と は 明らか 
で あぁ る 。 し か し その 量 は 必ず し る も 正常 の 飼料 で 生育 し た 
幼 虫 と 同じ くら い 多 いわ け で は な か っ た 。 
シン 容 除 区 幼虫 の チョ シン 量 は 正常 飼料 区 の 幼虫 の それ 
の 1/12 程度 で あぁ っ た 。 CREWE 平野 千里 ) 
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(第 2 報 ) 


窒素 含量 を 異 に し て 水 耕 栽培 し た 水稲 に お ける 幼虫 の 生育 


A ot BH ER- OE BF SP EB 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


ニカ メイ ガ Chilo suppressalis WALKER 幼虫 は , わ 
が 国 の 稲作 に お ば げ る 最も 重要 な 害虫 の 一 種 で ある が , 近 
年 の 多 肥 栽培 に より その 害 は 著しく 増加 し て いる と と が 
知ら れ て いる 。 石井 ・ 平 野 (1958) は 土壌 へ の 窒素 施用 
量 を か えて 栽培 し た 水稲 に お ける ニカ メイ ガ 幼 虫 の 生育 
を 調査 し , 幼虫 の 生育 は 多 窒 素 区 水稲 工 を 摂 食し た 場合 
に すぐ れ て いる こと を 認め た 。 ま た 水 和 蓋 の 化学 分 析 の 
結果 , 窒素 化合 物 の 含量 は 多 窒素 区 水 稀 工 に 高く , 炭 水 
化物 は 導 に 少 鶴 素 区 水稲 工 に 多く 含有 され る と と を 明 ら 
か に し た 。 本 報 で は さら に 一 般 的 な 結 諭 を うる た め , 変 
動 要 因 と な る 可能 性 の 大 きい 土壌 の 使用 を さけ , AHR 
培 し た 水 和 で 行っ た 実験 の 結果 を の ベ べ る 。 

ABIL ERED, AAO ICO THK OTR 
示 を いた だ いた 村山 登 氏 は じ め 農 業 技術 研究 所 化学 部 作 
物 栄養 科 の 諸氏 な ら び に 供 試 ニ カメ イガ 卵 の 採集 を ひき 
引け て くだ さっ た 名 古屋 大 学 農 学部 弥富 喜 三 教授 西沢 
務 氏 , 東北 農業 試験 場 湖山 利 篤 技官 に あっ つく お 礼 申 し 上 
So 


材料 お よび 方 法 
実験 は 1955 年 お よび 1956 年 に 東京 都 北 区 西ヶ原 農 
林 省 胃 業 技術 研究 所 構内 の 網 一 ガラ ス 室 で 行っ た 。 と く 
とこ 記す 以外 は , 両 年 の 実験 材料 お よび 方 法 は 同一 で ある 。 
供 試 水稲 品種 は 農林 29 号 で ある 。 種子 は 1955 年 の 
実験 で は 農林 省 関 東 東山 農業 試験 場 , 1956 年 の 実 険 で は 


同 東海 近 既 農業 試験 場 栽培 部 か ら そ れ ぞ れ 分 譲 え され た も 
の を 使用 し た 。 

茜 は 上 農 技 研 棋 式 精密 試験 法 に 準じ て 仕立 て た 。 そ を の 詳 
細 は 河田 (1950) お よび 前 報 (1958) を 参照 され た い 。 
播種 は 5 月 13 日 に 行っ た 。 

ARPES IC LIE 25 cm, 深き 30 cm の 陶製 ワ ゲ ネ 
ルポ ッ ト を 使用 し た 。 水 耕 液 の 組成 は 第 1 表 に 示す 通り 
で ある 。 水 耕 液 の 各 成 分 は あぁ あらかじめ 渡 厚 な 水深 液 と し 
て 調製 し , 使用 時 に 水道 水 を も っ て 所 定 の 渡 度 に 稀釈 し 
た 。 水 耕 液 の 変換 は , 水稲 の 水分 吸収 の さか ん な 8 月 な 
SOMIALMICUA4 ATL, その 他 は 容 5 目 ご と 
(Chi eiee 

7kAGw lk 6 A 20 日 に 移植 し た 。 ユ ポッ ト あ た りり 2 本 
Ome, パラ フィ ン 処 理 し た 直径 約 40 cm OFF RB UK 
耕 用 目 ぎ る に 適当 な 間隔 に 挿し , K< UML RACH 
を 固定 保持 させ た 。 

移植 後 5 目 ご と に 調査 用 無 接 種 株 に つい て , 草丈 , 分 
けつ 数 その 他 を 調査 し た 。 また こと れ ら の 株 を 9 月 28 A 
CAD ED, 収量 の 調査 を 行っ た 。 

ニカ メイ ガ 効 虫 の 生育 を 調査 する た め , 野外 飼育 試験 
と 無菌 飼育 試験 と を 行っ た 。 果 外 飼 育 試験 で は , TBR 
に 生育 し て いる 水稲 に 卵 塊 を 接種 し , WHE SROABS 
調査 し た 。 すなわち 1955 年 に は 8 月 24 Hic, 1956 年 
ICVE9 AS AIC, 時 化 直前 の 愛知 県 産 2 化 期 の ニカ メイ 
AINA 50 個 ず つ 正 確 に 数 え , 各 ポ ッ ト の 一 方 の 株 の 


Bl eK BED OR の 組成 (ppm) 

| 6 月 20 へ 6 月 24 日 6 月 25 日 へ 8 月 10 日 8 月 11 日 へ 8 月 26 日 8 月 27 日 へ 10 月 3 日 

| 多 窒 素 区 OCBEK | 多 容 素 区 DARK BERK DREK | SRK DERIK 
(NH,) 2SO, 20 20 70 70 
Bae 12H20 25 25 73 73 s a 

| 5 5 24 24 24 24 
ae NO, he 7.5 7.5 20 20 20 20 ca i 
ees | i : 50 50 30 30 15 15 

| 8 12 12 12 12 10 10 


| KG OBE 78 回 応用 動物 学会 例会 (1956 年 6 A) で 発表 し た 


(1958 年 6 月 21 日 受領 ) 
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195946 3 月 


EMO LAS 3 Ric 貼 布 し た 。 卵 は fA A 解 化し 
To WHE PINE ULL, 不 踊 化 卵 を 数 え , WE Ld ue 
を 算出 し た 。 第 化 後 20 日 お よび 30 日 証 に 水稲 体 を 分 
解 し て 生存 幼虫 を と り だ し , 1 頭 ず つ 体 重 を 測定 し た 。 
1955 年 の 実 険 で は 体重 測定 後 , ミ クロ メー ター で 幼 中 の 
頭 市 を 測定 し た 。 

無菌 飼育 試験 で は , 水 耕 栽培 され た 水稲 を 8 月 30 日 
CHR SAO LD, 幼虫 の 摂 食 対 象 と な る 芋 部 を 4~ 
5cm に 切断 し , 30g FoOxKH7k 6ml と と る に 300 
ml 三角 フラ スコ に いれ , 綿 栓 を 施し , た だ ち に 181b/ 
inch? で 15 分 間 高 圧 蒸気 殺菌 し た 。 こ の よう に し て で て 調 
製 し た 培養 基 に , 1955 年 に は 愛知 県 産 2 化 期 卵 を , また 
1956 年 に は 秋田 県 産 1 化 期 卵 を , 培養 基 あ たり 約 20 IN 
接種 し , 28°C 暗黒 下 で 20 日 間 無菌 的 に 飼育 し , 幼虫 
の 生育 状態 を 調査 し た 。 卵 の 無菌 的 接種 は すでに 記載 し 
た 方 法 違 よっ た 。 

水稲 薬 の 化学 組成 が , 水 耕 液 の 窒素 含有 の 多少 に より , 
どの よう な 影響 を うけ る か を 知る た め , 無菌 飼育 用 に 誕 
り と っ た 身 茎 の 一 部 分 を と り , 化学 分 析 を 行っ た 。 一 般 
分 本 の 方 法 は 前 報 に 記し た 通り で ある 。 

BALA MOFMERIZOXKOLS CHK. BR 
料 を 100 倍 重 量 の 水 と と も に フラ スコ に いれ , 逆流 冷却 
器 を つけ て 沸騰 水浴 中 に 15 分 聞 た も ゃ もち, 渡 別 する 。 残 
湾 の 窒素 含量 を ミク ロキ ー ル ダー ル 法 に より 定量 し , E 
FARRER ET So 濾液 の 一 部 分 を と り ミ クロ キー ル ダ ー 
ルル 法 に よっ て 全 水 溶性 容 素 を 定量 する 。 別 に 濾液 の 一 部 
分 を と り , 1/5 容量 の 酢酸 鉛 深 液 を 加え , TAL, 一 昼 
夜 放 置 し た 後 , WAIL, 残 湾 の 窒素 含量 を ミク ロキ ー ル 
ダー ル 法 で 定量 し , 水深 性 看 白 態 容 素 と する 。 全 水深 性 
容 素 か ら 水 溶性 看 白 態 容 素 量 を 差引 いた 値 を 水溶 性 非 看 
自 態 窒 素 と する 。 非 看 白 態 室 素 は 遊離 の アミ ノ 酸 , アン 
モニ ア , アマ イド な どの 状 素 の 合 量 を あら わす も の と 考 
えら れる 。 

可 消 化 性 内 水 化物 の 分 別 定量 は つぎ の よう に 行っ た 。 
| 選 元 性 糖 量 は 試料 を 約 100 倍 量 の 80% アル コー ル と と 
る に , 湯 浴 中 (80~85°C) に 30 分 間 た も や ち 渡 別 す る 。 
濾液 を 減圧 濃縮 し で アルコール を 除去 し , 硫酸 亜鉛 で 除 
BAL eMICOWC Somocyr の 新法 に より 居 元 力 を 測 
定 し た 。 SEIS LOREAL MOM LD, He 
終 濃度 が 2.5% と な る よう に 硫酸 を 加え , 沸騰 水浴 中 に 
15 分 間 た も ち , 苦 性 ソー ダ で 中 和 し た 後 , 本 元 性 糖 と 同 
様 , Somocyr HICK YRTNLMEL Ro EKA 
ERIC BE IER TCM tre Lo SBEIKIE 


—_————< 


11% 酢酸 液 90 ml に 酢酸 鉛 10g を 溶解 
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物量 の 測定 は つぎ の よう に 行っ た 。 試 料 を 約 50 倍 量 の 
O.7N 塩酸 と と も に 沸騰 水浴 中 で 150 分 間 加 熱 す る 。 分 
AFR EGIL, 濾液 を 苦 性 ソー ダ で 中 和 , 硫酸 亜鉛 で 除 
令 白 し た 後 , その 一 定量 を と り , Somocyr Hick Oj 
元 力 を 測定 し , グル コー スズ ス と し て 穫 出 し だ 。 で の よぅ に 
し て 定量 し た 全 炭 水 化物 は , WIAPREO HS, RHO ld, 
和 茎 の 構成 成分 で ある へ ミ ょ セルロース や ペン トー ザン の 
一 部 も 合 む も の と 考え られ る 。 


実験 結果 


以上 の よう な 方 法 で 水 耕 液 に 生育 し た 水稲 の 生育 状態 
© GS LR, 収量 に 関す る 調査 の 結果 を 第 2 表 に 示す 。 


cm 


100 


50 


a7 pp lOO 
SLM 水 種 の 生育 状態 (1955 年 ) 


3% 第 1 号 


18 HAS hy ee 
第 2 表 ag $e 7e FAY に する 水 耕 液 ! に 栽培 きれ た 水稲 収穫 物 の 調査 (1955%) (株 あたり ) ; 
AK AT VA I 
RD 調査 株 数 2 et a 数 著 燥 重 * SMe AME AeA i RK 0 灯 数 
HR 47.3¢ 18.89 1491.2 14.1g 527.5 282.3 .681.4 
been | ca see eS 45.3. oe 1446.2 14.5 360.8 538.2 547.2 
』* 根部 を 除く 
第 3 表 SLs aR La | 
a ere eo at HUREEEt MURR ED ART TRStEMeIeMt 
| gee | 83.22 16.78 13.32 10.39 1 34 34.43 40.52 
Wnt eee ST 18.20 ° 16.66 Timse 0d 255, 31.33 42.73. 
| ~ | 86.15. 13:85 20.98 11:98 151 «32.92. - 32.61 
2 page | 8549 «1451 19. 8.68 - 32.98, ©: 


wa0 % 37204 


* HEARSE & To) — eV Is 


T BR ABSE & fc) パーセント 


a cial. NM Sel ae 


| ee : A ee 
実験 年 次 | RR KS | & BR Ape を & A a 
| f ¥ i 
2 ZS 22 区 1, 662 1, 050 612 186 426 
ED) EE S oe Z 区 1, 236 703. 533 11 _ 422 
aK 1,916 1,004 912 230 682 
as Ay 28 Se 区 1, 389 811 578 250 328 


第 5 表 BRAR e RICT SKB IT HR SL 
TAKE ORR RAM Dae (乾燥 稲 


茎 あ みあ たり %) 
実験 ‘ da 元 非 還 元 42 RIK 
年 次 | A | i pe 性 me SOM Ly 
eS eem | 0.34 0.96 1-30 2198 
Fl eee | 4.21 2.98 7.19 24.85 
| BRR | 0.20 1.28 1.48 24.53 
TOS6E| passe | 0.22 1.78 2.00 28.47 


こと ここ と に は 1955 年 の 結果 の み を か か げ る が , 
られ た 結果 る も だ いた い 同 様 の 傾向 を 示し た 。 本 実験 の 条 
は , 鶴 素 質 肥料 の 多少 は 水稲 の 生育 に ほとん ど 影 
AK CERO MINAS Bh 
る が 導 穂 数 や 乾燥 重 に ほとん ど 差 の な いこ と か 


件 下 で 


響 を 与え な い 。 


DFDICSE 


か な ょ うに, その 大 部 分 は いわ ゆる 
収穫 時 に ゃ 草丈 は 


DIF TW dF CULIEVS 
その 化学 組成 に 
RDG 
BAK LV LSROBSRLAMES 


1956 


RY 


Pea OG, 


年 得 


ら を も 明 ら 
無効 分 けつ で あり , 
低く ぐ ,2,3 葉 を 有する に すぎ な か っ た 。 
し か し 水 稀 が 水 耕 液 中 の 鶴 素 含量 の 多少 に と ょ り 影 響 を 
第 3 ~5 表 に 示 3 
は 鶴 素 化合 物 と 炭水化物 の 含量 
8 め られ る 。 両 年 を 通じ て 多 鶴 素 区 の 水稲 甘 
eal, 


に 相当 の 
VID 
We Deak Cy ra 量 


は 逆 に 少 窒素 区 で 多い 。 こ の 分 析 結 果 は 前 報 で 報告 し た 
LPREOBE LE HBS 

野外 飼育 試験 の 結果 を 第 6 表 に 示す 。 両 年 の 結果 は よ 

く 一 致し て いる 。 MR we 
7A CK り も 多 窒 素 区 水稲 で 大 きい 。 映 化 20 日 後に 
ADOBE CID, 30 昌 後に は きわ め て 有意 we 
認め られ る 。 頭巾 は 20 aw, 30 ARE ICSRRET 
大 きい e 
無 商 仙 育 試験 の 結果 を 第 7 表 に 示す 。 Miho KEE 
年 と も 多 窒 素 区 水稲 茎 を 摂 食 し た 場合 に 大 きく , FOB 
は 統計 的 に 有意 で ある 。 幼虫 頭 市 の 測定 結果 も , 幼虫 の 
生育 が 多 鶴 素 区 水稲 茎 で すみ や か な こと を 示し て いる 。 

afl 議 

食 植 性 害虫 の 生育 CINE, 植物 に 対す る 施肥 量 の 多 
り 影 響 を 受け る 事実 は , 従来 多く の 研究 者 に よっ 
て 報告 され て いる 。 初期 の 研究 は 多分 に 実用 主義 的 な 方 
向 で 行わ も た た め , えら れ た 結果 は 一 般 性 に と ぽ ぼ し い 個 
向 が ある が , 近年 に いた っ て 精密 な 計画 に 藻 づい た 普遍 
性 の 高い 価値 ある 研究 が 行わ れる よう に な っ た 。 た と え 
ば Barker & Tavser (1951a, b, 1954); - 


少 に ょ 


TAYLOR 
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第 6 表 - SES APH D FR 2 BT BEMIS ARHYG L 72 7k BT . 窒素 含量 の 異な る 水 耕 液 に 栽培 し た 水 
MC OMROH: (野外 飼育 試験 ) 稲 で の 幼虫 の 生育 (無菌 飼育 試験 ) 
(a) 1955 年 (a) 1955 年 
GAMER ポッ ト | ae 化 生 存 * 平 均 体重 mR eRe wee: fe SPOR me 
FRCS) HB | BeBe He (mg) (mm) = 区 分 「 番 MRE he Gmg) HD 
a 1 53 . 42 15.02+1.00 0.81 1. 16 16 26.3143.48 1.09 
: 2 49 45 14.91+0.75 0.85 - 2 20 20 23.55+3.14 1.05. 
| # al iia 50 20.52+1.00 0.89 ~ ™ 3 21 21 32.67+3.36 1.15 
x 4 50 38 19.03-+1.26 0.80 a 4 20 20 -30.05+4.37 1.07 
Z| | 5 54 36 20.42+1.42 1.03 , 5 15 15 35.1344.30 1.13 
\ lap ey] 254211. 117.940.510.838 x 6 18 18 33.50+3.33 1.18 
= Se Se v4 7 18 18 33.7843.37 1.18 
‘q | 10 52 52 19.02+40.83 0.91 ae he 19 18 29.7843.06 1.12 
R |. PUT Oa 13 15.88-+1.31 0.89 計 ・ 平 均 | (147 146 "130.50 士 1.27: 1.12 
的 | 12 52 AVE 204007) 0.77 8 <= ae 
wy | 13 51 31 8.6140.98 0.74 9 17 12 19.50+2.96 1.02 
Ate 46 38 13.47-+0.76 0.82 x 10 18 18- 26:1142.17 4.124 
SY [2p - 3245] 248 175 13.9740.49 0.83 11 21 21 25.4342.45 1.11 
= iS 2 ee BEIT = ae 12 22 22 28.27+3.27 1.10 
6 47 20 49.4042.68 1.27 13 22 18 25.22+2.89 1.09 
wl? 46 33 42.3342.87 1.18 ml | 14 20 20° 26.6542.43 1.08 ・ 
i se 54 33 54.12 士 2.22 1.23 ts 15 20 20 27.604+3.67 1.05 
mj) Mt] 9 48 26 43.69+2.71 1.21 el LB 7 a ee PEE We 
W lap. 2] 9195 112 47.38 士 1.40 1.22 計 ・ 平 均 | 162 152 26.47+1.08 1.08 
jen Ha a ee s - ーー 
«| 35 53 31 36.4541.59 1.20 Uj UL SH DX FE D SP $5 FAT D 3 O BRGE: 
Bla | 16 50 28 26.57+2.00 1.11 F =5.67, 0.01< P<0.05 
17) pe 49 33 37.424+1.42 1.24 ‘ 
. 18 51 27 30.7441.89 1.12 Du Na 7 Ae 
NN jet 203° 119 33.10+0.94 1.17 oe We leon Wea Sa fll aa 
. inti Fede - ON | MIR wk eH He 
ij QUE X [I OAR O38 ORE Kt |B B) 幼虫 数 幼虫 数 (mg) 
20 日 間 飼 育 区 : F=3.08, P >0:05 | | mi Tae 
1 : ) 
30 HIM: F 17.83, P<0.01 ES OO EE 
b) 1956 : 3 16 9 28.11+5.01 . 
を ED CE ol ht SARE 4 223 23 25.22+1.16 
fPRRR Ro bE 存 、 平均 体重 Redes eats oe eo 
HR 区 分 & | Hwee Gmg) ge tte a dee ce pila ee 
Sf 3740.50 6 18 17 17.2442. 22 
| bd i | eae 7 Bye St BF 20.3041.51 
ag ‘ en wee 24 16.38+1.12 
Le 3 56 16 10.75-40.85 DRE | 
a | St 27 15.81+1.72 : 9 25 25 15.92+0.99 
a ® 計 he Pe ioe ia eo Oke » 10 37 29 23.074+1.35 
= a at - Sey) 181 122 18.86 +0.67 
i |. SE 7 6.8643. RCS = 
A fet tae. CSS 24 8.88-40.90 Wig JOUER DX FD PSSA 2 O BRIE: 
ik 11 51 7 7.4340.95 F =8.70, 0.01<P <0.05 
Mm | 4 55 44 14.23-40.52 
| へ |p - 32%] 210 82 11.45+0.59 et al. (1952) は アブ ラム シ 類 に つい て , Dans et al. 
ETI CE Pee | 929-2.08 (1940, 1947) は コバ ネ ナ ガ カメ ムシ Blissus leucop- 
be 6 50 19 30.79+1.49 terus に つい て , ALLEN & SermMan (1955, 1957) は ダ 
i 7 51 19 29.00-++1.89 sgh 
= 2 8 47 28 35.32+2.44 イコ ン サ ル ハ ムシ Phaedon cochleariae 3 LOAAS 
計 ・ 平 均 | 204 Si 32,253.08 ン シ ロ チョ ッ ウ Pieris brassicae に つい て , Wittwer & 
m 
ma 13 48 22 21.50+1.79 HaseMan (1945) は アザ ミウ マ Heliothrips haemor- 
© 
a HK Le 2 =f Ae at at rhoidalis に つい て , SmirH & Norrucortt (1951) 
af 16 47 19 24.2141.71 は バッ タ Melanoplus mexicanus に つい て , また 
へ | 誕 ・ 平 均 | 194 86 22.66--0.78 
st bs eee ee es ! a oes Ropricuez et al. (1949, 1951, 1952), LERoux (1954) 
fii OL BX FD FAS HRD Zit @ BRE は ハダニ Tetranychus telarius (=T. bimaculatus) 


20 日 間 飼育 区 : F=0.77, P>0.05 


30 日 間 飼 育 区 : F=24.86, P<0.01 に つい て それ ぞ れ すぐ れ た 研究 を 行っ て いる 。 ま た わが 
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国 に お いて も 岡本 (1951, 1954, 1957), 湯浅 (1952), 
BA (1953), FEAC (1953,1955,1957), 湖山 (1954, 
1955), 筒井 ら (1954, 1955) に より お も に 三 カメ イガ が 
な ら び に イネ カラ バエ に つい て 同様 の 研究 が 行わ も て い 
る 。 こ と これ ら の 結果 を みる と , 作物 や 慣 虫 の 種類 に より 各 
肥料 成分 の 影響 は 必ず し ゃ 一 致し た 傾向 を も た な い が , 
比較 的 共通 し た 結 諭 は 窒素 質 肥 料 の 施用 量 が も っ と る も 大 
き な 影 響 秘 洲 よ ま ぼ ば すこ と で あり ,| その 多用 は 一 , 三 の 例 
外 を 除い て 作物 の 被害 を 増加 させ , ある い は 昆虫 の 生育 
を 良好 に する 。 

=AX4 HHBOAR L SHRANK LOMMICOWT 
は 上 記 の FEAR (1955, 1957), GAG (1953), FES 
(1955) の ほか 多く の 研究 者 に より 調査 が 行わ れ , BH 
の 多用 は 例外 な く ぐ 幼 虫 の 生育 を 良好 に する こと が 認め ら 
れ て いる 。 し か じ こ と れ ら の 調査 の 多く は 変動 要因 の 多い 
賠 場 で 行わ れ た も の で あり , EKBROSABEOES 
な 機構 より SHO 生育 に この まし い BEX 与え そる か 
は 衣 全 ぐ 明 ら か が に され い 導 いい 6 

本 実験 は 与え られ た 鶴 素 質 肥 料 が , EOS BRIT 
まっ て 水稲 体 を 通じ て = カメ イガ 幼虫 の 生育 に 影響 を お 
よ ぼ すか を 明らか に する た め 行 な っ た 一 連 の 調査 の 一 部 
で あり ,」 此 較 的 変動 要因 の 少な いと 考え られ る 網 一 ガラ 
ス 室 内 で 水稲 を 水 耕 栽培 し , これ を 飼料 と し て 野外 飼育 
試験 と, 無菌 飼育 試 険 と を 行なっ た 。 両 飼育 試験 の 結 
果 , い るい ろ の 条件 の ちがい に よっ て 程度 の 差 が あ BB, 
H=H24 HPBROAG DBR LY AGRE 
水稲 を 摂 食し た 場合 に 明らか に 良好 で あっ た 。 すなわち 
野外 飼 育 され た 幼虫 は 両 年 と る 多 鶴 素 区 水稲 で 著しく す 
ぐれ た 生育 を 示し た 。 ま な た 無菌 的 に 飼育 され た 幼虫 る , 
だ いた い 多 窒素 区 水稲 茎 で 良好 な 生育 を 示し た 。 一 方 多 
BREA EDSEREO Ch kV bLSHOBRLA 
を 含有 し て いる と と , ALR ALA we Basic 
窒素 区 水稲 茎 で 高い と と は 化学 分 析 の 結果 か ら 明 ら か で 
ある 。 

Ismir & Hirano (1957) kab ¢ A RoOSe 
を いろ いろ に 変え た 合成 飼料 を 使用 し た 研究 の 結果 , = 
カメ イガ 幼虫 の 生育 は 飼料 中 の 内 水 化物 な ら び に 蛋白 質 
含量 と 密接 な 関係 を も ち , ある 範囲 内 で は 人 往 料 中 に 蛋 百 
所 が 多く 炭水化物 が 少な い ほ ど , その 生育 が 良好 で ある 
さと を 報告 し た 。 ま た 容 素 施用 量 の 異な る 土壌 た 栽培 さ 
れ た 水稲 に よる 幼虫 の 飼育 な ら び に 水稲 菜 の ヒ 学 分 本 を 
行ない ,! 本 実験 と 全く 同様 の 結果 を えた (石井 ・ 平 野 
1958) 。 


これ ら の 事実 か ら , =A AAPOR RS eae 


B38 Ble 


IKFHECH CNWSTLEOEBRMAOOL OW, SB 
窒素 区 水稲 茎 の 鶴 素 化合 物 含量 が 高く 炭水化物 含量 が 低 
WH, 換言 すれ ば これ ら の 水稲 茎 が 少 鶴 素 区 水稲 茎 よ り 
る , 幼虫 の 飼料 と し て 栄養 的 に すぐ れ て いる こと に ある 
EVA TEBCELS, UMPLER LAM, RAIILMO 
各 分 割 の 定量 結果 か ら み て , EDRROBAILAMR KR 
水 化物 が 幼虫 の 生育 と 最も 密接 な 関係 を も つか , を 明確 
UTS CLUES. 

肥料 施用 量 の 多少 , ある い は 水稲 品種 間 の 抵抗 性 と = 
カメ イガ に よる 被害 と の 関係 を 明らか に する た め に は , 
問題 を , (1) 雌 成 上 忠 に よる 産卵 時 の 選択 性 , ( タ ) Dao 
生育 状態 , ③ 幼 忠 の 行動 性 , お よび (4) 水稲 の 耐性 の 
4 つ に わけ て 考え る べき で あろ う 。 従来 被害 に 関す る 研 
究 に お いて , と これら いろ いろ る の 範 瞳 に 属す る 問題 点 が , 
と る も すれ ば 混同 され て で 扱わ れ が ち で あっ た 。 本 実験 で は 
幼虫 の 生育 状態 に 関す る 事項 の み を 取り あげ , 他 の 問題 
は な る べく これ を 実験 条件 か ら 除 く よ う 心がけ だ 。 他 の 
問題 に つい て も 順次 解明 ヒ じ で いき た いと 考 ぞ て いる 8 


摘 ee 


窒素 含量 の 異な る 水 耕 液 に 栽培 され た 稲 を 使用 し て , 
ニカ メイ ガ 幼 虫 を 飼育 し その 生育 状態 を 調べ た 。 四 外 飼 
育 試験 お よび 無菌 飼育 試験 の 結果 , 幼虫 の 生育 は つね に 
多 窒 素 区 水稲 菜 で 良好 で あっ た 。 一 方 水稲 苦 の 化学 分 析 
の 結果 , BBR DERE LY LS ROBBIE 
合 物 を 含有 し , DERERIZEREKEVLSELOW 
消化 性 炭水化物 を 含有 し て いた 。 こ とこ とれ ら の 結果 お よび す 
で に えら れ て いる 知見 か ら , 多 鶴 素 区 水稲 茎 に お ける 幼 
虫 の 良好 な 生育 は , 多 鶴 素 区 芯 が 幼虫 の 飼料 と し て 栄養 
PICT CN CWSTEICL GL HmeN SG, 
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Summary 


Effect of Fertilizers on the Growth of Larvae of the 


Rice Stem Borer, Chilo suppressalis WALKER 
Il. Growth of the Larvae on the Rice Plants Cultured 
in Nutrient Solutions of Different Nitrogen Level 


By Shoziro Isuu and Chisato Hirano 


National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


The rice stem borer, Chilo suppressalis, is a 
major pest of the rice plant in Japan, and a 
large jamout of insecticides is consumed every 
year for control of it. Recently, considerable 
interest attaches to the effect of chemical com- 
position in host plants on development and fe- 
cundity of phytophagous insects, and in conse- 
quence, to the possibility of insect control through 
application of fertilizers. In view of some recent 
observations that the borer damage in the rice 
plants may be greatly affected by application of 
a large amount of fertilizers to paddy fields, the 
experiments were carried out to prove the effect 
of the nitrogenous fertilizer on the larval growth 


of the larvae. 


A rice plant variety, Norin No. 29, was cul- 


tured in nutrient solutions at two levels of 
nitrogen content, then larvae were allowed to 
feed on them. Two feeding experiments were 
performed, one of them was on the living rice 
plants in a greenhouse and the other was with 
the sterilized rice plant stem (borer zone) under 
aseptic conditions. 

Rearing on the living rice plant. From the end 
of August to the beginning of September, the 
rice stem borer eggs just before hatching were 
placed on the rice leaf, and larvae hatched 
were allowed to feed on the living rice plants 


for 30 days. The results obtained are as follows: 


HAGA MWB we a BB 328 RL 


22 
= ig ee! ra Te 7 eat b - of larvae Average 
Pe He | Corperment 6 cera. tetas Reiahte of p+ 
So Gane Seni repeat hatched survived larvae (mg) 
a 5 254 211 17.94 + 0.51 ee 
20 A 248 175 13.97 + 0.49 > 
1955 a —— ーー a 
High nitrogen 4 195 112 47.38 + 1.40 
oo even fd 203 119 33 10° 0.94 Orem 
High nitrogen 4 211 125 13.29 + 0.55 : 
20 Low nitrogen 4 210 82 11.45 + 0.59 > 0.05 
195g (222 Ee Ears 
High nitrogen 4 204 87 32.25 土 1.08 <0.01 
30 Low nitrogen 4 194 86 22.66 + 0.78 


* Level of significancy of the average weiyht between two series, 


Rearing with the sterilized rice stem. On 30th 
August, the rice plants growing in the nutrient 
solutions were reaped, and roots, leaves and 
ears were removed. 30 g each of remaining stems 


(borer zone) chopped to 3 to 4 cm in length was 


put in 300 ml Erlenmeyer flasks with 6ml of 
water, and plugged with cotton, then sterilized at 
With those rice 


stem diet the borer larvae were reared aseptically 


18 1bs per sq. inch for 15 minutes. 


for 20 days at 28°C. The results are as follows: 


Total number of larvae 


E : t Number Average 
Gene xperimen of weight of Lge 
pcries repeat hatched survived larvae (mg.) 
1955 High nitrogen 8 147 146 30.50 + 1.27 0.01< 
Low nitrogen 8 162 152 26.47 + 1.08 <0.05 
1956 | High nitrogen | 5 102 91 24.13 + 0.93 0.01< 
Low nitrogen | 5 131 122 18.86 + 0.67 <0.05 
* Level of significancy of the average weight between two series. 
NN 
Chemical composition of the rice plant stems. rice plants contain a high level of nitro 


Chemical analyses on the rice plant stems sam- 
ples on 30th August were performed to investi- 
gate the effect of nitrogen fertilizer. The results 
are given in the text in detail. 

Under 


growth of the larvae, as measured by 


these conditions, significant superior 
their 
weights, is introduced by feeding on the rice 


plant cultured in high nitrogen solution. These 


genous compounds and a rather small amount 
of carbohydrates to compare with the plants 
The data 


from the previous (Isuui & Hrrano, 1958) and 


cultured in low nitrogen ~ solution. 


the present experiments clearly show a close 
correlation between chemical composition of thé 
rice plant stems (borer zone) and the growth of 


the rice stem borer larvae. 


RK te Ih BE IR O AN We A wh Ae AY WE FE 
V. 化 映 脱皮 に 伴う 脱皮 腺 の 組織 学 的 変化 


Ny BK 


勝利 


BAK BRAS ARI 


著者 は これ まで 幼虫 脱皮 過程 に ある カイ コ の 脱皮 腺 に 
つい て 研究 を 行い , この 時 期 の カイ コ 幼 躍 の 脱皮 腺 は そ 
の 分 泌 細胞 の 構造 か ら 空 胞 型 と 天 粒 型 と に 分 けら れる こと 
と を 朋 ら か に し た (小林, 1951a, b)。 そ を その後, {esi 
度 過 程 に と ちあ る Y 齢 幼虫 の 脱皮 腺 に つい て 研究 を 行い , V 
齢 に お いて は 第 7 ~ 第 9 腹 節 に 存在 する 題 粒 型 脱皮 腺 が 
消失 する こと , お よび 第 1 胸 節 か ら 第 6 腹 節 まで に 存在 
する 空 胞 型 腕 皮 腺 が 『M 齢 幼虫 と 異な り , その 分 泌 細胞 に 
含ま れる 内 容 物 か ら み て さら に 2 型 に 分 別 さ れる こと こと を 
知っ た 。 こ と れ は 形態 学 的 に 新しい 事実 で ある ば か り で な 
く , 化 史 脱皮 の 生理 か ら み て を も 興味 の ある 知見 と 思わ れ 
る の で , 以下 これ まで に 得 ら れ た 結果 に つい て 報告 する 。 

AMICA ICSE be, 本 稿 の 校 半 を いた だ いた 針 塚 正 
樹 博士 お よび 実験 に 助力 され た 山下 幸雄 氏 に 深謝 する 。 

材料 お よび 方 法 

材料 奏 に は 支 115 号 , 支 115 号 x 日 122 号 お よび 日 
122 号 X 支 115 号 を 主 と し , て 齢 脱皮 直後 か ら 化 過 脱皮 
期 に 至る まで 毎日 奏 体 を 解 鹿 し て 第 1 胸 節 か ら 第 9 腹 節 
まで の 各 脱 皮 腺 の 経過 に 伴う ぅ 形態 学 的 変化 を 解 鹿 顕微 鏡 
で 観察 し た 。 

組織 学 的 標本 は 各 環 節 の 腕 皮 腺 を V 見 腕 皮 以 後 CA 
後 ) 8~48 時 間 ご と に Guson 液 ま た は Bou 液 で 固 
“EL, 常 法 で Be の パラ フィ ン 切 上 圧 と し て か ら Mav 
LORY の 三重 染色 を 行っ た 。 

また 核酸 検出 の た め の 組 織 化 学 的 標本 の うち で , En 
ニン ・ メ チー ル グ リ ン 梁 色 (以下 PMG 染色 と 略記 ) の 
材料 は 95% アル コー ル で 固定 し , Feurcen 反応 ( 以 
FRIES) の 材料 は Carnoy 液 で 固定 し た 。 な 
お ぉ お, PNA ぉ よび DNA の 決定 は PorLisTrk & Ris 
(1947) 3s LOVES (1949) ご し た が っ て 行っ た 。 


観 # 結果 
脱皮 腺 の 一 般 形 態 に つい て は 前 報 (小林 ,1951a, BD) 


1 Y iS 160 時 間 経 過 の こと ころ が 熟 奏 期 
(1958 年 7 月 5 日 受 領 ) 


で 述べ た 『 齢 の 腕 皮 腺 と 差異 が な い の で 割愛 する 。 
解凍 学 的 観察 

1) 脱皮 腺 の 外形 : EFA ERR (第 1 胸 節 か ら 
第 6 ALB) VS V wR RETEL ICs Voc rk W AEE IC tO 
内 容 を 分 泌 し た の で 腺 体 が 縮小 し 小形 で ある が , EOE 
の 経過 と と も に 大 形 に な り , (EAM WIC EEK CHF 
(ChE) £7250 thbb, 第 1 腹 節 腕 皮 腺 に つい て 
る と , Y 見 脱皮 直後 に 長径 が 約 800 we で あっ た も の が 化 
HM ACEH 1,600 # と な っ た 。 ま た , 化 遇 直後 に は 
脱 皮 腺 が その 内 容 を 分 泌 し た た め に 腺 体 が 縮小 し , を た 
た び 小 形 に な る 。 な お , 化 瑞 直後 の 刀 外皮 の 上 に は 脱皮 
腺 開 百 部 付近 に その 分 泌 物 が 観察 され る こと も あっ た 。 
OS CHAR AUR (第 7 腹 節 か ら 第 9 腹 節 ) に つい て 
BOE, この 型 の 脱皮 腺 も 空 胞 型 腕 皮 腺 と 同様 に Y 齢 腕 
皮 直 後に は , 『 見 脱 皮 期 に その 内 容 を 分 泌 し た た め に 分 
泌 細 胞 が 縮小 し て いる 。 そ の 後 30 時 間 を 経過 し た も の 
は 脱皮 直後 の も の より も 小形 と な り , さら に 経過 が 進 疫 
と 観察 が 困難 に な っ て , つい に 5 60 時 間 (Y pi he fe 
OCH E CORE, 242 時 間 ) を 過ぎ て 以後 の 
も の に は 脱 皮 腺 が 退化 し て 縮小 し た た め に 観察 する こと 
Ws C SID Deo 

2) 脱皮 腺 の 色 : {cao D CEABET LE 
て 体 が 縮み つつ ある ころ ) (CHEMIE TH Th hiK 
出し て , その 色 を 実体 頭 微 鏡 で 観察 し た 結果 , 第 1 Wohi 
か ら 第 1 AGRI E CO BERIO BUA Be HO Cie 
が , 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 脱皮 腺 は 無色 不透明 で 
Bok 

ME HMBR 

1) 人 各 環 節 脱皮 腺 の 化 遇 脱皮 期 に お ける 形態 : 前 述 の 
解 誤 学 前 観察 か ら 腕 皮 膝 は 化 正 脱皮 期 に 最も 大 形 に な る 
と と が 明らか に な っ た の で , この 時 期 の 各 環 節 脱 皮 腺 を 
WZ Lio ETH 1 胸 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 各 環 節 の 脱 
皮 腺 に つい て みる と , いずれ も 分 泥 細 胞 の 細胞 質 の 全域 
が 空 胞 で 占め られ て いた 。 し じ し た が っ て これ ら 環 節 の 脱皮 


(23 ) 
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腺 は , BACHE CIMA LZ WMD % O x [Al eRIC 
塞 胞 型 脱皮 腺 に 属す る も の と いえ る 。 し か し これ ら の 脱 
皮 腺 を さら に 詳細 に みる と , 第 胸 節 か ら 第 1 腹 節 ま で 
OMENS TO ZAI IEE DSS SI (GF Ahk, 
1), 腺 体 が 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 腕 皮 腺 に 比 し て 
酸性 フク シン へ の 親和 性 が 強く , 全体 と し て 赤 味 の 強い 
紫色 に 染まる 。 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 脱皮 腺 は 前 
人 述 の も の と は 異な り , その 宰 胞 内 に は 北 集 物 が ほとん ど 
みみ られ な いし (第 図版 , 2, また 腺 体 は アニ リン 青 へ 
の 親和 性 が 強く 青 味 の 強い 紫色 に 染まる 。 つ ぎ に 第 7 腹 
節 か ら 第 9 腹 節 まで の 各 環 節 の 全体 標本 に つい て 観察 し 
た が , に れ ら の 環 節 に は 腕 皮 腺 を 認知 する こと が で き な 
II 

2) 化 蝶 脱 上 度 に 伴う ぅ 腕 皮 腺 の 経時 的 変化 : 第 1 胸 節 か 
ら 第 6 腹 節 ま で の 脱皮 腺 は いずれ る も 空 胞 型 脱皮 腺 に 属す 
る も の で ある が , 前 述 の よう に 第 1 胸 節 か ら 第 1 腹 節 ま 
で の 脱皮 腺 と , 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 脱皮 腺 と は , 
分 泌 細 胞 内 に み ら れ る 空 胞 に 若干 性 質 の 差異 が 見 出さ れ 
る の で , まず 最初 に 前 者 の 中 で 第 2 胸 節 脱皮 腺 に つい て 
記述 し , つぎ に 後者 の 中 で 第 3 腹 節 脱皮 腺 に つい て 前 者 
と 異な る 点 の み を 述べ , さら に 齢 期 に お いて 退化 消失 
する 第 7 腹 節 か ら 第 9 BRIE CO PAA RO 5 BC 
第 8 腹 節 腕 皮 腺 の 経時 的 変化 に つい て 述べ る 。 

a) 第 2 胸 節 脱皮 腺 : WM 眠 腕 皮 直後 (W AR Ee team Sik 
映 脱 度 ま で の 全 経 過 , 240 時 間 ) の 過程 に ある も の で は , 
腕 度 腺 の 分 泌 細胞 は 『 齢 脱 度 期 に その 内 容 を 分 泌 し た た 
め に 全体 と し て 状 小 で , 細胞 質 も 少な い 。 し か し て 細胞 
質 に は 『 齢 脱皮 期 か ら 引 続い て 残っ て いる 大 形 空 胞 CE 
径 約 20 ) DCB PICU REICHMAN, また 
細胞 質 の 中 央 部 に は 小形 の 空 胞 が みなみ られ, この 小形 の 空 
胞 内 に は すべ て 電 状 の 漂 集 物 が み ら れ た (第 1 図版 , 1) 。 
な お , 宰 肥 は 細胞 質 の 周辺 部 に は ほとん ど み られ な い 。 
核 は MW 齢 腕 度 期 の も の に 比 し て 分 枝 の 程度 が 低く , 核 内 
に は 小形 の クロ ョ ロマ チン が ほぼ 核 の 中 央 部 に 散在 し , これ 
ら の 間 き 少数 の 夫 形 の クロ マチ ン が み ら れ これ むら の ク 
ョ マチ ン は すべ て 赤色 に 染まる 。 なお, 腺 体 は 全体 と し 
て 赤 味 の 強い 赤 紫 色 に 染まり , DS LHD COTE 
に 染 色 性 に は ほとん ど 変 化 が な い 。 

Viin 48 時 間 を 経過 し た ころ の も の で は , 分 泌 細 胞 が 
前 期 よ り 大 形 に な り , 細胞 質 も 増加 する 。 分 泌 細胞 の う 
ち で 核 た 接し た 細胞 質 部 に は や ゃ 大 形 の 空 胞 が み ら れ 。, 
細胞 体 の 中 央 部 に は 小形 の 空 胞 が あぁ っ て , この 小形 空 胞 
内 に 和則 状 の 溢 集 物 が 観察 され る 。 以上 の ょ うに この 時 期 
の も の は 前 期 の 分 泌 細胞 より や や 進ん だ 形 を と る が 革 し 
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い 論 化 は な い 。 核 は 前 期 の も の より る 大 形 と な り , その 
中 に 多数 の 大 小 不同 の クロ ョ マチ ン が 観察 され る 。 こ の ク 
ョ マチ ンジ も 前 期 と 同様 に 赤色 に 染まる 。 

96 時 間 を 経過 し た ころ に は 分 泌 細胞 は 細胞 質 の 増加 に 
伴っ て 前 期 の それ より る 大 形 と な り 空 胞 の 数 も 増え る 。 
し か し て 小形 の 空 胞 内 に は 量 状 の 潤 集 物 が み ら れ , これ 
が 淡い 赤 紫 色 に 染まる 。 核 膜 に 近接 し た 細胞 質 部 の 宰 胞 
は 周辺 部 の も の より 若 千 大 形 で ある が , これ まで に 見 ら 
れ た よう な 大 形 の 空 胞 は 少な く な っ て ほとん どの 空 胞 が 
3 へ ~8g と な る (第 I 図版,3) 。 核 は 長大 と な り , その 中 
に 大 小 の 濃 赤 紫色 に 染まっ た クロ マチ ン が みな られ る 。 

144 時 間 を 過ぎ る ころ に な る と 腺 体 は さらに 大 形 に な 
り , 細胞 質 の 全域 は 前 期 の それ より も 多数 の 宰 胞 で 吉 め 
られ る 。 こ れ ら の 宰 胞 の な か に は 2 個 ま た は 数 個 の 空 胞 
が 合 一 し た も の も み ら れ , これ が 不 整 形 な 宰 胞 と な る 。 
し か し こと の ころ の 空 胞 内 に は 凝集 物 は 少な い 3 なお, T 
の 時 期 の 空 胞 の うち で 比較 的 大 形 の も の は 長径 約 10g 
と な る 。 核 な 前 記 の いずれ の 時 期 の を の より も 大 形 に な 
0, 核 内 に は 一 様 に 小形 の クロ ョ マチ ン が 分 布 じ し, これ む が 
流動 状 に み ら れ る 。 こ れ ら の クロ マチ ン は 赤 紫 色 に 染 ま 
. 

192 時 間 を 経た も の で は , 分 泌 細胞 は これ まで の も の 
より も さら に 大 形 に な り , 細胞 質 の 全域 は すべ て 大 形 の 
空 胞 (長径 約 8~10 gx) で 占め られ る (第 図版 , 5)。 
この ころ の 空 胞 内 に は すべ て 若手 の 洪 集 物 が み ら れ る よ 
うに な る 。 核 は 分 枝 座 頭 著 と な り , 核 内 に は 赤色 の クロ 
マチ ン が 多数 分 布 し て いる 。 

240 時 間 ( 化 過 腕 皮 期 ) を 経過 する と 腺 体 は 一 層 急 激 
に 大 形 に な り , 細胞 質 の 全域 は 大 形 宰 胞 (長径 約 14~ 
20gm で , 中 に は 約 30 g の 空 胞 も ある ) で みた され , ま た 
いく つか の 不 整 形 宰 胞 の 合 一 し た も の も 観察 され る 。 こ 
れ ら の 空 肥 に は すべ て 漢 集 物 が みな られ る (第 図版 ,7。 
腺 体 の 周辺 部 は や や ゃ 濃 色 に 染まる が , 核 に 近接 し た 細胞 
質 部 お よび 細胞 質 部 の 中 央 部 は 淡く 染まる 。 核 は これ ま 
で の も の より 大 きく な り , 煽 内 に は 局部 的 に 大 形 の 赤色 
に 染まる クロ マチ ン が 集団 を 作り , 全体 と し て 一 様 に 淡 
赤色 に 染まる 。 な お , 切片 の 切断 方 向 ど よっ て は ご の 時 
期 に 『 山 脱 上 度 期 と 同様 な 分 枝 核 が 観 府 され る 。 

b) 第 3 腹 節 脱 皮 腺 : WT 眠 脱 皮 直 後に お いて は 前 記 第 
2 胸 節 脱皮 腺 と 同様 に 腺 体 は 全体 と し て 小形 と な り , 細 
胞 質 部 の と ころ る どこ ろ に 長径 4~204 の 天 形 宏 胞 が み 
られ , これ ら の 中 に 長径 約 4 の 小形 空 胞 も 散在 する 。 
腺 体 は 全体 と し て 赤 紫 色 に 染め られ る 。 核 内 に は 微小 な 
核 物質 が あっ て こと ね れ ら は 一 様 に 淡 紫 色 に 染まる 9 な お , 
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分 泌 細 胞 は 以後 の 経過 を 通じ て 柴 赤 色 に 染め あら れる 。 V 
Win ASIF TH] Ze REF MEARS 2 胸 節 の も の と 形態 的 と ょ く 
に 明 具 な 差異 は 認め られ な い (第 1 図版 , 2 。 96~144 
時 間 を 経る ころ まで は 引 続 い て 第 2 胸 節 の 脱皮 腺 と 同様 
な 形態 を 示す (FT RK, 4). 192 時 間 を 過ぎ る と ろ の 
分 泌 細胞 は その 細胞 質 の 全域 が 多数 の 空 胞 で 占め あら れる 
が , TIVE OBA ICR MSIE A ERD Bh ない 
(第 図版 , 6)。 さ ら に 240 MARR LE CA Ica 
胞 も 非常 に 大 形 に な り , 大 形 の も の は 長径 約 34p で ,' 
宰 胞 の 周辺 部 に だ け 若 干 の 湊 集 物 が 認め られ る 程度 で , 
前 述 の 第 2 胸 節 腕 皮 腺 の 空 胞 と は 明 只 な 差異 が 認め られ 
る (第 図版 , 8 。 

c+) 第 8 腹 節 脱皮 腺 : V WABI IsV cis, 分 泌 
細胞 は KK 見 脱皮 期 に その 細胞 質 内 容 を 分 泌 し た た め に 逐 
体 は 全体 と し て 小形 と な り , 細胞 質 部 が 少な い 。 細 胞 質 
に は 小数 の 大 形 空 胞 GREW 404) と それ より る 数 の 
多い 小形 空 胞 (長径 約 84) と が み ら れ る 。 し か し て 大 
形 空 胞 は 導管 膝 に 近い 部 位 に 多い 。 ま た 小形 空 胞 に は 深 
集 物 の み ら れ る も の が ある 。 核 は 『 齢 脱 度 期 に お ける る も 
の の よう に は 分 枝 せ ず , 核 内 に は クロ ョ ロマ チン が 散在 し て 
なる (第 図版 , 3)。 これら の クロ マチ ン は すべ て 濃 赤 
色 に 染まる 。 TB, 腺 体 は 全体 と し て 赤色 に 染まり , . 以 
| 後 の 経 週 を 通じ て 染色 性 に は 変化 が み ら れ な い 。 

VY 見 8 時 間 を 経過 し た もの で は , 分 泥 細 胞 は 全体 と し 
て 前 期 の も の より 小形 と な り , と くに 細胞 質 が が 少なく な 
る 。 空 胞 も 前 期 よ り 少 数 と な り , また 小形 で , これ ら の 
ZENS ICRA 51S 空 胞 の 大 き さ は 大 形 の も の 
で 長径 約 124, 小形 の も の は 長径 約 44 CHS, Bix 
細胞 質 部 が 療 小 と な っ た た め に 腺 体 の 比較 的 大 きい 部 分 
を 占め , 核 内 に は 大 小 種 々 な 大 きき さ の クロ マチ ン が み ら 
れる 。 な お , 腺 体 の 周辺 に 数 個 の 血球 が み ら れ る (第 I 
PUR, Ado 

16 時 間 を 過ぎ た も の で は , 前 期 よ りさ ら に 細胞 質 部 が 
PED LEO, 核 が 腺 細胞 の 大 部 分 移 占 あて いる 。 細胞 質 
BRIDLE LA EBL SVE 

24 時 間 を 経過 し た も の で は , 前 期 よ りさ ら に 細胞 質 部 
DADE YD, 細胞 質 が 膜 状 に み ら れ , 腺 体 の 大 部 分 は 
核 で 占め られ た よう に な り , 核 内 に は と これ まで より 多数 
の クロ マチ ン が み ら れ る 。 細胞 質 に は 空 胞 は ほとん ど 婦 
られ な い (第 図版 , 5)。 

32 時 間 を 経た る も の で は , 分 泌 細 胞 は 腺 体 と し て の 形態 
が 判然 と せ ず , EMMA LKL OBES AAAMEL TRS 

48 時 間 を 過ぎ る ころ に は , 分 泌 細 胞 の 細胞 質 と 思わ れ 
る も の は ほとん ど な く て 全体 が 核 の よう に 見 える 。 DW 
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細胞 の 周辺 に は 血球 が 集まっ て いる の が みみ られ る (HI 
図版 ; 6). 

56 時 間 を 経た る も の で は , 腺 体 は さら に 細 小 と な り , 分 
泌 細 胞 の 被膜 の 内 部 が 崩壊 し て 和 核 と 同じ よう に みえ , と 
の 中 に 赤色 の 深 集 物 が みえ る 。 ; 

64 時 間 が 過ぎ た も の は , 腺 体 の 周辺 に 多数 の 血球 が 集 
まっ て いる 。 な お カイ コ 幼 躍 と よっ て は と の と ろ に る も る 細 
胞 質 た 若干 空 胞 の み ら れ る こと も ある 。 

72 時 間 経過 の も の で は , 腺 体 は 核 と 細胞 質 と が 判然 と 
し な い が , 核 と 思わ れる 部 位 に クロ マチ ン 様 の 頼 粒 が だ み 
られ る と と も あっ て , 腺 体 の 周辺 に は 多数 の 血球 が 集 ま 
D, 腺 体 内 に も 入り 込ん で いる よう に 見 受け られ る 。 こ 
の 血球 は 長径 約 6~9 々 の も る の が 多い 。 

80 時 間 を 人 過ぎ た ころ か ら 後 は 組織 学 的 に も 脱皮 腺 の 分 
泌 細 胞 を 認知 する こと が 極め あて 困難 と な る 。 な お , Vid 
106, 152, 194 お よび 242 時 間 経 過 の 幼虫 の 第 7 ~ 第 9 
腹 節 を 固定 し 脱皮 腺 の 観察 を 行っ た が , 脱皮 腺 を 認知 す 
RE RR Ss 

核酸 お よび 蛋白 質 の 組織 化学 拘 観 穴 

Y 齢 期 に だ お いて は , 前 述 の 観察 で 明らか な よう に 和 題 粒 
型 脱皮 腺 は 退化 ・ 消 失 す る の で , 以下 空 胞 型 腕 皮 腺 に ろ 
いて 述べ る 。 空 胞 型 脱皮 腺 は その 空 胞 内 容 の 差異 か ら 2 
種類 に 分 けら れる が ,- 両者 の 分 泌 細 胞 の 核 お よび 細胞 質 
の 形態 に は 差異 が な い の で 第 1 腹 節 脱皮 腺 た に つい て 記述 
tSo 
1). PMG 染色 : Vai 7 PL CV hae Si 
PML BEE CO ERA, 242 時 間 ) の 過程 に ある も の で は ; 
細胞 質 は 淡 赤 色 ( 症 ) た , . 核 内 の クロ マチ ン は 青色 に 染 
まる 。48 時 間 を 経過 する ころ まで は その 染色 程度 に 大 差 
が な い が , 96 時 間 を 経た も の で は 細胞 質 は 極め あて 淡い 赤 
色 (+) RES. 他方 核 内 の クロ ョ ロマ チン は 増加 し す 
べ て 青色 に 染まる 。144 時 間 を 過ぎ た ころ の も の で は な は, 細 
胞 質 は 全体 と し て 前 期 の も の より や や 赤 味 が 強く ( 士 ), 
核 た 接し た 細胞 質 部 の と ころ どこ ろ が と くに 濃い 赤 紫 色 
に 染まる 。 ク ロマ チン の 分 布 は 前 の も の と ほぼ 同様 で , す 
べ て 青色 に 深まる 。192 時 間 を 経た ころ の も の で は , 細 
胞 質 は さら に 前 の も の よう り 濃く 染まる よう に な る Ho 
核 た に 接し た 細胞 質 は 濃い 赤 紫 色 , クロ ョ マチ ン は 前 期 の も 
の と ほぼ 同 程度 に 染まる 。242 時 間 CER) 2 
る ころ に な る と , 細胞 質 の 染まり は 前 の も の より 淡く な 
る が tbh), 核 内 の クロ マチ ン は や や 濃い 青色 に 染まる 。 

な お ;, 0.3M の TCA で 処理 し た あと で PMG 染色 
を 行っ た 場合 に は , 細胞 質 は ほとん ど 染 

2) FRG: V 齢 箇 食 後 7 時 間 を 経過 し た ころ の も の 


i P= 2 = 
らら な が か つ 7 に こら 
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ChE, PUTRI EICRE So つい で 60. 時 間 か ら 
152 時 間 を 綴る ころ まで は 脱皮 直後 の も の より や や 江 色 
で あぁ る 。 さらに 194 時 間 を 過ぎ た も の で は 淡い 赤 紫 色 に 
yok Ho 242 時 間 ( 化 過 脱 度 期 ) を 過ぎ る ころ に は 前 其 
の も の より も や や ゃ 渡 く 染まる 。 3 

な お 。 Vib SMAI Ze SU “CD LIV FB IC HE 
VARNZE SIV TnI 7 Poo まな た 温 塩酸 お よ び 温 湯 処理 を 行っ 
FF 反応 を 試み た 場合 に は 前 校 は ほとん と ど 失 の られ 
EG 

つぎ に 名 習 節 の 脱皮 腺 を 吐 糸 営 貢 中 の 幼虫 か ら と り 出 
ロジ 人 0 
た と こと ろ , 第 1 胸 節 か ら 第 1 腹 節 まで の 脱皮 腺 は 反応 が 
強く , 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 まで の 脱皮 腺 は 反応 が 微弱 
で あっ 7 た 6 


考 bas 


各 環 節 脱 皮 腺 の 形態 的 特異 性 

Visio ss 1 胸 節 か ら 第 6 腹 節 まで の 脱皮 腺 は 細胞 
質 の 全域 が 空 胞 で 占め られ て いた 。 し た が っ て Y 齢 に お 
いて る 幼虫 脱皮 過程 に ちあ る 『 齢 の も の と 同様 に 宰 胞 型 腕 
皮 腺 が 存在 する も の と いえ る 。 

HA AD VBMLOMEROS BC, 第 1 胸 節 か ら 第 
6 腹 節 まで の 空 胞 型 脱皮 腺 は カイ コ の 系 統 に よっ て 若 十 
色 が つく と と も ある が , 一 般 に は 無色 不透明 で , SBA 
の 反応 は 陰性 で , 第 7 腹 節 か ら 第 9 ARETE CO Bone 
EMR AO LO RRC BOW RRK OVE te 色 
で , 一 般 に 黄色 で , 看 白 質 の 反応 は 陽性 で あっ た 。 ま た 
冠 胞 型 は アニ リン 青 へ の 親和 性 が 強く , RURAL ARE Z 
クシ ジン へ の 親和 性 が 強かっ た (小林 , 1951a, b, 1952, 
一 部 未 発表 )。 これ に 対し て Y 静 幼虫 の 腕 皮 腺 は 化 岩 腕 
上 度 期 に 第 1 胸 節 か ら 第 1 腹 節 ま で の 脱皮 腺 は 黄色 で , 硫 
白質 の 反応 は 強く , 第 2 風 節 か ら 第 6 腹 節 まで の も の 
は 無色 不透明 で , 蛋白 質 の 反応 は MECH OR. また 
Marrory 法 で 染色 し た 場合 に 前 者 は 後者 に と 比 し て 酸性 
フク シン へ の 親和 性 が 強く , 後者 は 前 者 に 比 し て アニ リ 
ン 青 へ の 親和 性 が 強かっ た 。 さ ら に 前 者 の 宰 胞 内 に は 重 
状 の 北 集 物 が み ら れ た が , 後者 に は それ が ほとん ど み ら 
れ な か っ た 。 以上 の 事実 は V MO aM ERIC 23 
の 型 ) すなわち 第 1 胸 節 か ら 第 1 腹 節 まで の 有色 空 胞 型 
と 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 ま で の 無色 空 胞 型 が ある こと を 
示し て いる 。 これら の 差異 は 空 胞 内 容 の 質 的 な 相違 に 基 
つく も ゃ の と 考え ざる を 得 な い 。 ま た MMIC TL 
蘭 型 脱皮 腺 は 退化 ・ 消 失 し , ZEN eR Fp ic RE 
腕 度 腺 的 な 性 質 を も つ 有 人 色 空 胞 型 脱皮 腺 の 出現 する こと 


HO 初期 に は 細胞 質 の 中 央 部 に 小形 
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Bt 


は , 脱皮 腺 の 機能 と いう 点 で 興味 深い 問題 を 提起 する 。 
。 化 炉 脱 皮 に 伴う 脱皮 腺 の 組織 学 的 変化 
1) 空 胞 理 腕 皮 腺 : まず 宇 胞 の 変化 に つい て みる と , 
elas 点 在 する 
By その 後 の 経過 と と も に 次 第 に 増加 し , . こ れ が 核 に 近 
接する と 大 形 に な る 。 齢 の 中 期 以 後に は 分 泥 細 胞 の 活動 
DUES 7 0, 空 胞 は 一 層 増 加 し て 細胞 質 の 全域 が この 
定 胞 で 占め られ , 典型 的 な 宣 胞 型 脱皮 腺 の 様相 を 示す よ 
うに な る 。 LP LCC OC SP SRNR DES < 
み ら れ る も の と あま り 含 まれ な い 脱 皮 腺 と が 明瞭 に 区 別 
され る よう に な る 。 さ ら に 経過 が 進み 化 遇 脱皮 期 に 近 づ 
く と , いく つか の 裕 胞 が 合 一 し て 巨大 な 不 整 形 の 連合 し 
た 空 胞 に な る 。 こ の 経過 は ほぼ 『 齢 の も の と 同様 で , Bt 
皮 後 分 泥 細 胞 の 比較 的 周辺 部 に 新生 し た 空 胞 が 大 形 に な 


りな が ら 革 次 核 た 近接 し た 細胞 質 部 へ 移動 し 大 形 に な っ 


Cy つい た に 細胞質 の 全域 が この 大 形 空 胞 で 占 あ られ る よ 


a) に な る も の LENGE eye Lela < 2 pPOo#aRAa— 


し; 脱皮 期 に と れ が 導管 膝 を 経て 放出 され る も の で ある ? 
つき ぎ に 核 た に つい て みる と ,。 分 泥 細 胞 の 肥大 に 伴っ て 述 


は 大 形 に な り ; 前 丸 の 卒 胞 は な 核 に 接し た 細胞 質 部 に 近 づ 


LERKB ih Ko この こと と は 両者 の 間 に 深 いい 関係 が あ 
0, 核 の 肥大 と 分 泌 物 の 造成 と は 密接 な 関係 が ある も の 
Re et Bete 

2) RRR: MW 眠 脱皮 期 に その 細胞 質 内 容 を 放 
出し た 題 粒 型 腕 皮 腺 な その後 引 続 い て 腺 体 が 縮小 し て ゆ 
き , 脱皮 後 24 時 間 で 分 泌 細 胞 の 細胞 質 部 が きわ め て 狭 
IN LTE So COSA Bb LAK & OBL AMAMEL TRY, 
48 時 間 を 経た ころ か ら 腺 体 の 周辺 に 多数 の 血球 が 集 ま 
0, これら の 血球 が 分 泌 細 胞 の 崩壊 た 関与 し て いる も の 
と 思わ れる 。 さ ら に 72 時 間 目 の る も の で は 血球 が 分 泌 細 
胞 の 中 へ 入り 積極 的 に 分 泌 細 胞 の 分 解 に 役割 を 果 じ て い 
る 。 こ の よう に し て 分 泌 細 胞 は 細胞 と し て の 構造 を 失い の 
な が ら 洒 次 崩壊 し て 行く ゃ の で ある 。 : 
化 瑞 脱皮 に 伴う 脱皮 腺 の 組織 化学 的 変化 . 

まず 細胞 質 の PNA の 反応 に つい て みる と , Y 令 脱皮 
直後 に は 『 令 腕 皮 期 が ら 引 続い て その 反応 は 若干 強い よ 
う で ある が , その 後 非 常に 弱く な る 。 和 続い て さら に 経過 
が 進む と 次 第 に 強く な り 192 時 間 を 経た さろ に 最も 強く 
な つた 。 腕 上 度 期 に は ぁ を た た び 弱 く な る 。 この と と は 前 報 
(小林 , 1953) に 述べ た W 令 幼 虫 の 脱皮 腺 と 同様 な 傾向 
で , PNA の 消長 と 分 泌 細 胞 の 成長 お よび 分 泌 物 の 谷 成 
と が 平行 し て 進 詳 こと を 示し て いる 8 
つぎ に 核 の DNA に っ つい て みる と , 脱皮 直後 に は 反応 
は 弱い よう で ある が , を その後 若 干 強く な つて 以後 ほとん 


195948 3 月 


CZCS — MRWICRSD, 分 泌 細胞 の 活動 性 と DNA 
の 量 的 関係 に つい て は 不明 で ある 。 


摘 Be 


{ERTIES VCP SV Soy wi a SRE I He MRE AVY, 
ALR AW 7S DONC MBE AIIICME L, つぎ の と と を 明 
ら か に し た 8 

1) {CHAE ERIC VSO 1 胸 節 か ら 第 6 腹 節 まで の 脱皮 
腺 は いずれ る も る も 分泌 細 胞 の 全域 が 空 胞 で 占 あ る あら れる 。 し た 
が つて Y 令 幼虫 に も 『 令 幼虫 と 同様 に 夫 胞 型 脱皮 腺 が 存 
在 す る 。 


2) 『T 令 幼虫 の 斑 粒 型 脱皮 腺 は Y 令 期 に お いて は 『『 眠 : 


腕 皮 後 か ら 次 第 に 縮小 し 洒 次 退化 し て 消失 する が , TO 
分 泌 細胞 の 崩壊 た は 血球 が 関与 し て いる 。 

3 て 令 幼 虫 の 裕 胞 型 脱皮 腺 は その 分 泌 細胞 の 色調 , 
令 白 質 反 応 の 強弱 , 酸性 フク タ シ ン や ゃ アニ リン 青 へ の 親和 
性 お よび 空 胞 内 の 北 集 物 の 有無 な ど に よっ つて さら に 有色 
型 と 無色 型 と た 分 類 さ れ , 第 1 胸 節 か ら 第 1 腹 節 ま で の 
腕 皮 腺 ほ 前 者 に 属し , 第 2 腹 節 か ら 第 6 腹 節 まで の 脱皮 
腺 は 後者 に 属す る 。 し か も 有色 空 胞 型 は 『W 令 幼虫 の 題 粒 
型 腕 皮 腺 的 な 性 質 を いく ぶん 具 え で いる 。 

A) 宰 胞 型 脱皮 腺 の 空 胞 は 令 の 経過 と と も に 大 形 と な 
9, 化 貝 脱皮 期 に 空 胞 内 容 物 が 腺 体 外 へ 放出 され る 。 

5) 空 胞 型 脱皮 腺 の PNA と DNA の 経過 に 伴う 組 
織 化 学 的 訟 化 は 『Y 令 脱皮 腺 と 同様 な 傾向 を 示し た 。 


8]. Fae SC 
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Bl 版 読 AA 
第 図版 お よび 第 図版 は と も に 脱皮 腺 を Girso 液 


CIEL, MarrLory の 三重 染色 法 で 洪 色 し た 。 


第 図版 

1~8 は すべ て 空 胞 型 脱皮 内 で 1, 3, 5, 7 は 第 2 Wee 
脱皮 腺 , 2, 4, 6, 8 は 第 3 腹 人 節 脱 皮 腺 で あぁ る 。 各 写 真 
と も 約 300X。 

1. Vii nik, 分 滋 細 胞 の 中 に 少数 の 大 形 お よび 
小形 空 胞 が み ら れ る 。 

2. Viti 48 時間 , 分 滋 細胞 の 中 に 小形 空 胞 が 散在 し 
Tie 

3. Viti 96 時 間 , 分 滋 細 胞 の 中 に と れ ま で より 多数 
の 空 胞 が 出現 する 。 

4. Viti 144 時 間 , 分 庶 細 胞 の 中 に 多数 の 空 胞 が み ら 
Bo 

5. V fii 192 時 間 , 分 滋 細 胞 全 域 は 空 胞 で 占め られ る 。 
6 8 

7. Vi 240 時 間 , 分 滋 細胞 は 大 小 種 々 な 大 きき さ の 空 
胞 で 占め られ , 空 胞 内 に は 凝集 物 が み ら れ る 。 

8. Vii 240 RET, 分 談 細 胞 に は 多数 の 大 形 空 胞 が み 
られ る 。 空 胞 内 に は 凝集 物 は 少な い 。 

第 図版 

1. TORK, 空 胞 内 の 凝集 物 が 明瞭 に み ら れ る 。 約 
1300, : 

2: 8 の 拡大 , BMACRREBILALASHE 
Wo. & 1300x, 

3~6 (SRR RC, その 縮小 過程 を 示す 。 

3. VitiRi Re, 分 滋 細胞 の 中 に は 大 小 の 空 胞 が み 
られ る 。 約 150X。 

A. Vin Ste, 分 滋 細胞 は 縮小 する が と と ころ ど とろ 
に 空 胞 が み ら れ る 。 約 300X。 

5. Viti 24 RM, 分 滋 細胞 の 細胞 質 部 が 狭小 と な つ 
て いる 。 約 300X。 

6. Viti 48 時 間 , DUMP OMMARD & Dw cH 
[NEED VEO. A og I UU, 
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Summary 


Cyto-histological Studies on the Dermal Gland of the Silkworm, Bombyx mori 
V. On the Histological Observation of the Dermal Gland during 


Pupal Moulting 


By Masatoshi Kopayasui 


Sericultural Experiment Station, Suginami-ku, Tokyo 


The author has performed anatomical and his- 


tological observations on the morphological 
changes of the dermal glands during pupal 
moulting. For the histological observation the 
glands were fixed in Girson’s and Bourn’s fluids 
and sectioned by ordinary paraffin method for 
Mattory’s triple stain. For the histochemical 
observation they were fixed in 95 per cent alcohol 
for Unna-PAapPPENHEIM’sS pyronin-methyl green stain 
and in Carnoy’s fluid for FEULGEN reaction, and 
for the detections of PNA and DNA PoLLISTER 
& Ris’s (1947), and SHiBATANI's (1949) methods 
were employed. 

1. The alveolar type dermal glands are ob- 
served in the 5th instar larvae as well as in the 
4th instar larvae. Each cytoplasm in the secretory 
cells in the dermal glands locating from the first 
thoracic segment to sixth abdominal segment is 
filled with plenty of alveoli in the pre-pupal 
Stagem(ile OP LT Ll, ale 2) 

2. The granular type dermal glands in the 
4th instar larvae locate in each segment, from 
the seventh abdominal to the ninth. During the 
Sth instar larvae, degeneration of the glands, in 
which the blood cells are concerned, is observed. 
They disappear from the end of the first about 
quarter of the per-pupal stage (PL. II, 3~6). 

3. The alveolar type dermal glands in the 5th 
instar larvae can be distinguished into two types, 


coloured and non-coloured. The former is yellow 


in colour, acidphile and shows a strong positive 
reaction of protein and contains agglutinate 
The 


non-coloured, basophile and 


substances in each aiveolus (PL. II, 1). 
latter is opaque, 
shows a weak positive reaction of protein and 
contains a few agglutinate substances in each 
alveolus (PL. II, 2). The glands located in all 


thoracic segments and the first abdominal 
segment belong to the coloured type, while 
those located in each segment from the second 
abdominal to the sixth belong to the non-coloured 
type. In the 4th instar larvae, the glands of 
alveolar type located from the first thoracic 
segment to the sixth abdominal one are colour- 
les, while those of the granular type are yellow 
in colour. nese facts appear to show that 
glands of the coloured type in the 5th instar 
larvae have the same characters, i. e., the 
colour, the stainability and the positive protein 
reactions of the secretory cell, as those of the 
granular type in the 4th instar larvae. 

4. The alveoli in the secretory cell grow in 
number step by step with age (PL. I, 1-8). 
The contents in those alveoli are secreted in 
the space between the old and new layers of 
cuticle at the pupal moulting. 

5. The histochemical changes with age of PNA 
and DNA in the dermal glands during the 5th 
instar larvae are the same. as in those during 


the 4th instar larvae. 


Il 


PL. 


ョ ツモ ンマ メゾ ワウ ムシ 幼虫 期 の 成長 と 発育 日 数 ! 


内 田 俊 郎 ・ 掛 見 富貴 和子 
京都 大 学 筐 学部 昆虫 学研 究 室 」 


ry. 

ョ ツモ ンマ メゾ ウム シ Callosobruchus quadrima- 
culatus JLETAARICEBL TORY DS, 世界 に 広く 分 
| 布 する 豆類 の 重要 な 害虫 で バ SURAICA 0 ici DIET 
ズ キ ゾウ ムシ C. chinensis と 同じ よう に 貯蔵 豆類 に 菱 
し い 害 を 守 守 る と と が 予想 され る 。 

"現在 お た し た ちの 研究 室 で は 」 輸入 先 の 地理 的 位置 の 
WORRMOSVYVEV RAV ORV EPAL THOS, TF 
れ ら の それ ぞ れ は 同一 の 種 と 思わ れる に も か か わら ず 生 
態 的 に は いろ いろ の 違い を 示し , 成虫 期 に 見 られ る 飛ぶ , 
飛ば な いと いう 性質 の 差 に よっ て 代表 され る 2 型 (内 田 , 
1954) の 出現 に お いて も 違い を 示す の で , と これ ら の いろ 

いろ な 点 に つい て 比較 を 試み た 。 本稿 で は 幼虫 期 の 令 の 

回 数 ; 名 令 の 成長 の あぁ りさ ま , 各 令 の 発育 に 要する 日 数 
など を 求め て その 比較 を 4 系 統 の も の に つい て 行っ た 結 
RERET So 

ョ ツモ ンマ メゾ ウム シ は 一 般 の マメ ゾウ ムシ 類 と 同様 

に 幼虫 期 を 豆 の 種子 の 中 で 送る の で , 幼虫 期 の 令 数 や 発 

育 晶 数 を 知る た め に 1 個体 を 連続 的 に 観察 する こと は で 

き な い 。 そ を それで 1 飼育 個体 群 の 中 か ら 発 育 の 違っ た 時 期 

に 一 定数 の サン プル を 取り 出し , それ ら に つい て 幼虫 頭 
| 部 の 測定 を 行っ て , 令 数 や 成長 の 状態 を 知 ろ うと し た 。 

な お ぉ 大 部 分 の 測定 と 計算 は 掛 見 が な, 結果 の 取り まとめ 
は 内 田 が 行っ た 。 本 研究 の 材料 の 輸入 に 特別 の 配慮 を 則 
わっ た 神戸 植物 防疫 所 大 阪 支所 長平 野 伊 一 氏 に お 礼 を 申 
し 上 げた い 。 
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材料 に 用 いた も の は すべ て 上 農 区 省 の 許可 の 下 に 飼育 し 
て いる も の で ある 。 4 系 統 と いう の は , 次 の よう に 輸入 
先 の 異な っ た も の で ある 。 

1. アメ リカ 合衆国 ルイ ジア ナ 州 より の 輸入 豆類 に 見 ら 

DEAD (AQ OFF SCES) 

2. ビル マ よ り 和 輸入 の 豆類 に 見 られ た る も の (bQ) 


! 京都 大 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 業績 第 310 号 
(1958 年 7 月 12 日 受領 ) 


| 


3. TRYAGRAD I 7+ Var NWFIvALOSR 


RATE E DT CHE L TEED (cQ) 
4. ホン コン より 輸入 の 豆類 に 見 られ た も の で , 植物 防 
疫 所 より は アカ イロ マメ ゾウ ムシ C. analis どい うぅ 
種 名 の 下 に 輸入 許可 され て いる も の (A) 

| 飼育 は 従来 まで この 虫 に つい て 行っ た 実験 条件 と ほぼ 
同様 の 状態 の 下 で 行っ た 。 すなわち , 30°C, 70~80% 
R.H. 昼間 洲 光 灯 照 明 の 室内 で ある 。 便 に は 水分 含量 が 
約 14% の 大 納 言 アズ キ を 用 いた 。 

こと この アズ ギ の 上 に て 昌 間 に わた っ て それ ぞ れ の 系 統 に 
つい て 別々 に 産卵 を 行わ せ た 。 そ の 後 , HEATH 
に 約 20~30 粒 の アズ キ を それ ぞ れ の 飼育 群 よ り 取 り 出 
L, 70% の アル コー ル 中 に 入れ て 殺し た 上 で 保存 も た 。 
と この よう な 操作 を 約 25 日 間 , MBO LORS CHIT 
た 。 後に これ ら に つい て オク ラー ミク ロメ メー ター に よっ 
て 頭 部 の 最大 巾 を 測定 し た 。 


と うし て 幼虫 の 令 期 数 , 成長 の あり さま ,. 各 令 の 時 間 
的 分 布 状 態 , ひい て は 発育 日 数 を る も 知る こと が で きた 。 
3 
以上 の よう に 0 oi 
と 第 1 図 の よう に な っ た 。 横 軸 に は 測定 値 を , 縦 軸 こ 

A OBARER TRL ito 
どの 系 統 に お いて も は っ きり し た 4 つの 山 だ が なみ られ , 


4 つの 異な っ た 独立 の 変異 曲線 か ら な り た っ て いる こと 
が わか る 。- そ れ ぞ れ の 座 異 曲線 は 多く の 場合 ほとん ど 完 
全 に 分 離し て 中 間 的 な 個体 は ほとん ど 認 め ら れ な か っ た 
が , ご く 少 数 の 中 間 的 な も の も その 経過 日 数 と の 相関 表 
に よっ て 考え る と は っ きり どちら の 山 に 属す か を 知り 得 
た 。 こ れ ら の 結果 か ら ど の 系 統 も すべ て 3 回 の 脱皮 を 行 
い , 4 令 よ りな る こと が わか る 。 同じ 1 つ の 山 の 中 に お 
ける 測定 値 の 変異 と 経過 日 数 と の 間 に は っ きり し た 関係 
は な か っ た 。 い いか えれ ば 1 つの 令 期 の 中 で は 頭 部 の よ 
うに 堅く キチ ン 化 し た 部 分 に は ほとん ど 成 長 が 認め られ 
RMWEWRKSDo 


( 29 ) 
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変異 の 程 席 を 変異 係数 に まっ て 各 令 間 に 
つい て 比べ て る 特別 の 関係 は な いよ う で あ 
So MCT EMRMMICOWTEW ASO 
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各 令 の 進行 こと と も な う 頭 市 の 成長 に つい 
て , まず 成長 比 を 計算 し て みる と 第 2 表 の 
よう 変人 値 が 各 系 統 に つい て 得 ら れ た 。 ど の 
系 統 に つい て も 成長 比 は 1 令 か ら 2 令 へ か 
は け て 大 きい 値 を 示し て いる 。 特 に A 系 統 で 
は ば 2:1 と いう 値 を 示し , 他 の :3 系 統 に 見 ら 
tie 1621.7 Kk VW SPNICKEW S Le 
Ly COMIPOGENT DIVCSPBWAL 
て いる 。 3 令 /2 令 の 値 よ りす を $4 令 73 令 の 値 の 
125 DSH OUNSX ESO Sar TA A 
RETA WIVITE TIEBSSAS ご の まう To MK 
HOBOMUETIC E BRD WML OG LiL 
の アズ キ ゾ ウム シ の 幼虫 (AB, 1941) = 
' た 他 の 多く の 量 事 類 に も 見 られ た こと と で あ 
) (Gaings & CamrBgLL, 1935) す $* し る ろ 
一 般 的 の ご と の よう に 思わ れる 8 

し た が っ て , 成長 比 ほ 一定 億 を と る と し 
た Dyar Oxi, log ZEON 
令 期 の 頭 市 の 測定 値 , @ 0b: と も に 定数 で , 


0 20 40 60 80 
頭 幅 (0.01mm 単位 ) 


BIR 4 系 続 の ョ ッ モ ンマ メゾ ウム シ 幼 虫 の 頭 市 の 測定 値 


の 頻度 分布 5 の 逆 対数 値 は 成長 比 と な る ): より る, 
“Gaines & Camrsgrr (1935) Ck THE 
第 1 表 SREOSSHORMNO MMAR 出さ れ た 式 , log K=at+bX+cX? の ほう が よい 人 学 致 を 


示す は ず で あ . る 。 この 式 に 実測 値 を 大 れ て みる と ,, どの 
系 統 別 | 令 期 I 標 玲 偏差 変異 係数 。 系統 に つい て も 比較 的 よい 一 致 が 認め られ た 。 第 3 表 に 
7 are ca ome, ア の 計算 値 を 示し た が , どの 系 統 の どの 令 に つい て る 計 
By 2 24.346 Shes eri 算 値 は 実測 値 に 近く , その くい 違い は 観察 値 の 誤差 範囲 
3 37.588 NO FE i 
4 57.60 8.75. GR 
ie er 第 2 表 各 系 統 に つい て の 幼虫 頭 規 の 成長 比 
1 15.692 40-91. 5.80 3 = 
@ |i) ie Hg jg “aeons | a we “a 
g 65.142 +3.31 5.08 24/9814 | 1.656 1.678 1.710 2.143 
arpa 1.544 1.593 1.609 1.629 
poe +£1.02. 6.55 B53 / S44 | 1.533 1.553 1.554 1.635 
: - 564 +1.63 os12 < 
an Se ty 408740 4p 1.05) AiG ee : 
4 66.435 +3.36 5.06 3 log Y=a+bX+cX? に よる 頭巾 の 計算 値 
第 3 表 
1/100 
1 12.750 +0.77 6.02 (1/100 mm) 
2 27.046 29.58.) 9.58 5 
A 3 44.600 42.60 5.82 | pa cQ aQ A 
72.923 S64 yy 5.86 ‘ | : 
第 1 令 | "14.741' 15.725 15.370 13.080 
24) 23.963 26.153 26.279 25.54 
以上 の 結果 か ら , 各 令 の 頭巾 の 平均 値 , 標準 偏差 Bs 第 3 令 | 37.845 42.034 42.892 45.645 
異 係数 な ど を 計算 する と 第 1 表 が 得 b れ る 。 M44 | 58.064 65.285 66.821 74.649 


19594: 3 月 内 田 ・ 掛 見 : ヨッ モン マメ ゾウ ムシ 幼虫 期 の 成長 と 発育 日 数 31 
内 の も の で SLE ATH EW 数 な ど を 知る に は 次 の よう な 間接 的 の 方 法 記 よら ち ざ る を 

Gaines & eae の 式 の 定数 @ by ec の 値 は そ kev. すなわち , 発育 期間 中 の それ ぞ れ の 日 に 泊 い て 
WEG 4 表 に 示す よう に な っ た 。 ZEW ait HO 。 頭 市 を 測定 する こと に より, 令 期 の 構成 を 知り , 50% 
に お ける 頭巾 の 値 , 5 は 成長 比 , c は 成長 比 の 令 の 進行 個体 が ある 令 に 入っ た 日 か ら そ の 令 を 出る 日 まで の 期 旧 
mr * あ る の で , TOU を も っ で て を の 令 の 平均 発育 期間 と する 。 ア ズ キ ゾウ ムシ 
各 系 統 に つい て 比較 する こと と に て それ ぞ れ の 成長 の た に つい て も , こと の 方 法 に よっ て 和 名 令 期 の 発育 日 数 が 知ら 
特異 性 を 知る Baath « soni died pedi れ て いる (内 田 ; 1941), 

i i 興味 深 V … と の よう な 方 法 に よっ て 推定 し た 各 系 統 の 発育 所 要 晶 
と と に は , TIVSOMCH 2 図 に 示す よう な 関係 が 認め 数 は 第 5 表 に 示す よう に な っ た 。 た だ この 表 の 中 の 期 
see g VSS) INE prt S, ERVINAMFORK の 長 さ は 正しい 値 で は な い 。 - と いう の は , マメ ゾウ ムシ 

さ を 表 わす も の と も 考え られ る が , と これ が 増大 する に 類 は 一 般 に 平 MEL C7 Cie * ら 外部 へ 脱出 し な いで 
て 成長 比 の 値 は か えっ て 減少 し て いる 。 ま た 成長 LTAAKH, と き と - じ て は 2 日 も 成虫 た な っ た まま 豆粒 内 


比 も の 増加 は 令 の 進行 に と も な う 成 長 比 の 減少 率 < の 値 
を 減少 せしめ て いる 。 い いか えれ ば , 卵 内 腺 子 の 大 き さ 
の 小さ い KETC あれ ば ある ほど 幼虫 初期 の 成長 は 著 し 
く ) 幼虫 後期 の 成長 は お さえ られ て くる 。 こ れ ら の 発育 
期 の 間 に つ いて 成長 の 補償 性 が 見 られ る と いえ よう 。 
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ee EW 
4 D Creu & EE ICHE CARDS, 各 令 の 発育 日 
第 4 表 Gaines & CAMPBELL の 式 log Y= 


a+bX+cX® を 観測 値 に あて は め た 場 
合 の 定数 Td b, < の 値 


定 BL | bQ cQ aQ A 
a 0.945 0.961 0.933 0.787 
b 0.230 0.243 0.263 0.348 
¢ —0.006 —0.007 —0.010 —0.019 


0.20075 0.80 0.85 0.90. 1.00 
a の 数 値 
第 2 図 測定 値 を log Y=a+bX+cX* の 
式 に あて は め た 場合 の 式 中 の 定数 
a, b, c の 間 の 関係 


に た とどまっ て いる '。 と この 期間 の 長 さ も こと で いう 丈 期 脂 
の 長 さ の 中 へ ぐり と まれ て いる か ら で あ る 。 第 5 表 の 結 


xd 
ReARLEDDL, それ を 百分率 で 表わし た 図 を 第 3 


第 5 表 各 系 統 に つい て 推算 し た 生活 史 の 
EMO RHIC 要 し た ites 


生活 史上 の 時 期 bQ cQ aQ A 


SN 4.0 4.0 4.0 Seo 
Sf Stas 2 lees a 2.0 AIRE. 2.0 
Spe igh 2g 2.6 roxas 2th 3.6 
So Has Se 3 3.8 3.2 PY? 
4 mi -4 & 3.6 4.0 520 527 
Al AF i) ys je | 

ig \ 9.4 8.4 8:3. f 11-5 
& % Fit A 24.8 25.7 28.0 29.5 


AAMit 4 系 統 の 各 令 期 の 発育 日 数 , 、 右 図 は 
ZnORD#, EtsspHf, 1, 2, 3, 4 は そ 
れ ぞ れ 幼 虫 の 令 期 , PP teas, Piss 
期 (また は 前 映 期 寺 映 期 ) 


第 3 図 
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MEULTRLE. 

FA OAMMORES AMELOK OF EMU KS 
に bA<cQ<aQ<A と な っ て いる が , 各 令 期 の を それ ぞ 
れ の 長 さ た に は 一 定 の 傾向 は 認め に くい s HRA CHL 
か ら 幼 虫 1 令 の 終り ご ろ る まで の 期間 の 長 さ が 他 の 系 統 よ 
り 短 い が , 幼虫 の 令 の 進む に つれ で 発育 旦 数 の 長く な っ 
て 行く 傾向 が 認め られ る 。 先 に 述べ た よう に 頭 市 の 成長 
に お いて も その よう な 傾向 が 認め ちら れ て いる か ら こ の 点 
特に 興味 が 深い 。 DQ と cQ と は 生 熊 的 に は それ ほど 近 
似 す る と は いえ な い が , 全 令 期 に つい て る また 各 令 期 に 
つい て も 発育 旦 数 に お いて は ほとん ど 差 を 認め る こと が 
で き な い くら い に 似 て いる 。 それ に 反し て aQ は cQ と 
は 生 態 的 に は よく 似 て いる と 考え られ る が 発育 目 数 で は 
大 部 違い が ある と いう べき で あり , ARITA TV Gb 
が っ た A 系 統 に か えっ て 近い 分 布 を 示し て いる 。 

百分率 図表 と し て 各 令 期 の 配分 の 状態 を な が め て も に ほ 
ぼぼ 同様 な とこ と が いえ を る 。 
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bQ, cQ, aQ, A は それ ぞ れ 同一 種 で る りな が ら 著 し 
い 違 い を 示し て いる 。 体 の 大 き さ は bQ が 最も 小さ く A 
は 一 番 大 きい 。 aQ と cQ LPIELALEBLV 4 MMO 
長き で その 違い を 現有 わ じ て みな る と 第 6 表 の ま よう に な る 6 
体重 (で て みる と この 違い は も っ と 天 き い 6 cQ, aQ, 


第 6 表 ARKROMROMMORS 


AEE Ls 


茂 長 期間 に お いて 成長 比 に お いて 補償 性 ヵ 


ORD 0. See Hr 


第 3 券 Bl 


A の 成 下 に は 先 に 述べ た よう な 2 型 が 見 られ る が , bQ 
に は まっ た く 見 られ な い 。.bQ に は 飛ぶ る の し か 認め ゐ ら 
れ な い が , を その 体 色 な ど は aQ 系 統 の 飛ば な いも の に ほ 
A 系 統 に は 本 実験 の よう な 条件 の 下 で は ほ 2 
A ERR SHO b ODATRIETE b DVSIEH ICD ie? 

と の よう な 成虫 の 2 型 と 幼虫 期 の 成長 と の 間 に は ここ と 
に 得 た 結果 の 範囲 内 で は っ きり し た 関連 を 認め る こと と は 
で き な い 。 LAL, KOKES ECOMTEKA 2S Y 
し た 関連 性 を 認め る こと が で きた 。 成虫 の 体 の 大 きき さと 
里 化 時 の 幼虫 の 大 きき と の 間 に は 遡 の 関係 が あぁ あり, ee 
3 認め られ て い 
Bo NA AIOW CHE (1949) の 主張 し て いる の と ほ 
ぼ 同 じ と こと が 認め られ る わけ で ある 。 


t 


要約 : ヨ ツ モン マメ ゾウ ムシ の 4 地理 的 系 統 の 幼虫 の 
成長 を 頭 市 に つい て 調べ た 。 い ずれ る も ABS S 0 GA 
は CN & CamrBgLL の 式 に よい 一 致 を 示し て 成長 
する 。 成虫 の 体 の 大 きき と 吊 化 幼虫 の それ と の 間 に は 逆 
こ は 体 の 大 きき さと 成長 比 と の 間 
に 補償 的 な 関連 が 認め られ た 。 各 令 期 の 発育 日 数 る 来 芝 
た が これ と いう は っ きり し た 関係 は 認め られ な か うな た 。 
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Summary 


Growth and Duration of Larval Instars of the Cowpea Weevil, 


Callosobruchus quadrimaculatus 


By Syunro Uripa and Hukiko Kaxkemr 


Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


Four geographical strains of the cowpea wee- 
vil Callosobruchus quadrimaculatus were reared 
under the constant condition of temperature and 


humidity. Head width of the larvae was measured 


in each successive day and the number of larval 
instar was determined as four. The growth ratio 
between two successive instars does not take a 


constant value and decreases gradually with ad- 
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vancing the instar. The growth of head width 
can be precisely described by the formula, log 
Y=a-+bx+cX? (Y is the measurement of each 
successive instar, X and a, b and c are the con- 
stants) which was intended of its validity by 
Gaines and Campsetr. The strain of the largest 
size of adult weevil is smallest in its size at the 
hatching of the egg, and vice versa. This strain 
shows also high rate of initial growth of larvae 
and low rate in its later stages of larvae. Namely, 


he compensating relation is shown between the 
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"initial size of larvae and their growth rate. This 


relation can also be seen in the numerical rela- 
tions between the constants a, 6 and c in the 
formula of Gaines and Camppert. As shown in 
Fig. 2, the constant a, which is the index of the 
size of embryo, is inversely proportional to the 
growth ratio, 6, which is also inversely propor- 
tional to c, the modifying factor of the growth 
in old stage. The duration of each larval stage 
was determined, but any clear relation could not 
be seen. 


ce 


昆虫 の 若 化 ホル モン 抽出 物 試験 法 
V. B. (1958) 
for assaying extracts of the juvenile hormone 
in insects. J. Ins. Physiol. 2(2): 73~84. 

オオ サシ ガメ の 終 令 仔 虫 を 用 いて Wirriams (1956) 
有 | が ャ クロ ピア 飛 成虫 か ら 抽出 し た 着 化 ホル モン を 試験 し 
Ko 抽出 物 を 注射 し た 場合 は 効果 だ が な か っ た が , HH 
を ゃ 体 表 に 塗り その 部 分 を 傷つけ る と , 変態 後 そ の 部 分 に 
幼虫 形質 が 現われ た 。 こ と の 幼虫 形質 の 現われ る 程度 は 抽 
出 物 の 濃 謝 と 並行 的 関係 に ある の で , それ に よっ て ホル 
モン の 濃度 を 比較 する こと が で きる 。 

オオ サシ ガメ 以外 の 昆虫 を 試験 動物 と し て 使っ た と き 
は , ゴミ ムシ ダマ シ の 虹 が 良好 で あぁ っ た 。 こ の 場合 は 個 
体 差 が か な り 大 きい が , 方 法 が 簡単 で ある る と と と 結果 が 
早く わか る と いう 長所 が ある 。 

WILLIAMS の 方 法 に 従っ て 数 種 の 昆虫 か ら 抽 出 物 を つ 
くり オオ サシガメ で 試験 を し て みた と と ころ, オオ サシ ガ 
メ と モン シロ チョ ウ か ら と っ た 抽出 物 が 陽性 の 結果 を 示 
し た が , その 強 さ は Wirtiams の 抽出 物 に 比べ て は る 
か に 弱かっ た 。 


WIGGLESWORTH, Some methods 


(itt 三橋 7%) 


コロ ラド ハム シ の 産卵 量 
に 及ぼ す 寄 主 植物 の 影響 

Grison P. (1958) L' influence de la plante-héte 
sur la fécondité de l’insecte phytophage. Ent. 
exp. & appl. 1: 73~93. 

PREORMEBR MO HINDER cM YO MAS 
植物 の 品種 と より 変動 する 。 コロ ラド ハム シ 成 虫 の 産卵 
量 に 対す る ジャ ガイ モ その 華 の 中 の 有機 成分 の 影響 を 調べ 
た 。 葉 の 化学 成分 は 栽培 条件 , 一 日 の うち の 時 刻 , 発育 
時 期 , 葉 の 老若 な ど に よっ て 変化 する 。 

いろ いろ な 量 の 窒素 と 記 水 化物 を ジャ ガイ モ の 葉 に 塗 
付 し て その 影響 を 調べ た 。 カ ゼイ YORMS, BBB 
逐 亡 の と き に は 産卵 量 を 増加 させ た 。 グ ルコ ー ス 洒 加 の 
影響 は , グル コー ス が エネ ルギー 源 と し て る も 重要 な 役割 
を 果して いる の で 正確 な 評価 は 困難 で ぁ る が , 多量 に 与 
えら れる と その 一 部 は グリ コー ゲン と し て 卵巣 に 貯え ら 
れ , 産卵 と と も に 減少 し た 。 し か し C/N の 変化 は , 産 
卵 量 に 対し て , コリ ン を 含む リピ ド 量 ほど 重要 な 意味 を 
STO > IRAE CRE CHD, レシ チン の 一 部 
は 卵黄 が 作ら れる と き に 移行 する こと が み ら れ た 。 

( 農 技 研 平野 千里) 
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Tl. Spee eee & RAR & OBR 
x He HA 
RA ee EB a 8 
de Wee & 実験 お よび 結果 
さき さき に 米 ら か で 飼育 し た ノシ メ コ ク が ガ 1Plodig ET ZADROA 


interpunctella Hisner の 休眠 形式 と , その 休眠 が 温 
EOE PICK > CHT SYA eM LG, 1958), 
それ に よる に と | 25°C ,30°C の 温度 は 非 休眠 条件 で ある 。 
し か し , 30°C の 条件 下 で も 幼虫 の 棲息 密度 が 高い 場合 
に は , VRID AIC SE CADE BIS 
の 歩き まわ り (wandering) #475 AMOBAH ( 以 
ie “ATER” と し “歩行 個体 "と 蜂 称す る こと が 
HS) が 現われ ち 詳 今回 は , この 歩行 個体 が 実は 30°C 
に お ける 休眠 個体 で ある ご と , その 出現 が 実験 個体 群 の 
羽化 曲線 や 死 下 率 と どん な 関係 を も っ て いる か に つい て 
WE LIM. EKCOLSI EER BEMRONA DVD 
な る も の で ある か に つい て も 予備 的 な 考察 を 行っ た 。 

本 論 に 入る 前 に , 終始 ご 指導 下さ っ な た 内 田 俊 郎 教授 
ご ど 援 助 を うけ た 河野 達郎 助教 授 は じ め 京 都 大 学 農学 部 昆 
虫 学 教室 の 諸氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


材料 お よび 飼育 と 処理 条件 


WEL GAA, 処理 な どの 諸 条 件 は ほとん ど 前 報 に 汐 ず 
る GE, 1958), | 実 険 上 の 計測 以外 は 点灯 ゃ 光線 の 規 出 
は ほとん ど し な か っ た の で , 暗黒 条件 に 近かっ た 。 温度 
は , 10°C, 20°C, 30°C の 外 に 恒温 器 に よる 35°C を 加 
Atco WEIL 45~80% R.A. で 低 湿 の 場合 は 高温 の 場 
合 ま より 標準 区 (30g の 米ぬか に 50 個 の 卵 を 投入 し た 区 ) 
の 羽化 まで に 要する 期間 は 30°C で 数 目 の 延 長 を 示す 。 
棲息 密度 を 変え て 飼育 する 場合 は , すべ て 非 休眠 条件 と 
し て の 30°C を 常用 し , 大 型 シ ャ ー レ 内 に 授 入 す る 卵 数 
に よっ て 種々 の 棲息 密度 を きめ た 。 使用 し た シャ ー レ は 


30°C の 非 休眠 条件 下 で 飼育 し て も , MOREE 
CARTEL CRM ICIEA L Ch BH CHE Eb SEAM 
申 が 現われ る 。 こ の 個体 は 肥大 し た 外見 と その 一 時 的 な 
歩き まわ る 行動 か ら , 非 歩行 個体 と ほぼ 区 別 で きる が , 
その 他 の 性 質 に も 差異 が ある も の と みて 調べ た 。 

1) 生体 重 ・ 含 水量 : 30¢ の ぬか の 太っ た 大 型 シ ジャ 
ー レ に 400 個 の 卵 を 投入 し , 現われ て くる 歩行 個体 を 歩 
き 始 め て か ら 24 時 間 以 内 の も の 価 頭 か を まとめ て 化学 
KPC L, 1 頭 あ た り の 平均 値 を 出し , IN 50 個 を 
投 太 し た 区 の 非 歩行 CER) 幼虫 の それ と 比較 する と 第 
1 表 の 通り で ある 。 


第 1 表 歩 行 個体 の 生体 重 お よび 含水 量 
1 頭 あ た り の 平均 値 


Jase 生体 重 含水 量 


歩行 個体 | 400 価 30g 22 頭 12.0mg 55.4% 
非 歩 行 個体 50| 30 12 9.0 67.3 


また 別に 卵 100, 200, 460 個 の 各区 (それ ぞ れ 4 個 ず 
つの シャ ー レ ) を 設け , 毎日 現 われ る 歩行 個体 を と り 除 
WCLE POLAR Re h-YsYNIVATCHEL, 
局 現われ る 歩行 個体 が な く な る まで , すなわち 全部 の 歩 
行 個 体 の 測定 を 行っ た 結果 を 第 2 表 に 示し た 。 


第 2 表 各 蜜 鹿 区 か ら 5 現われ る … 歩 行 個体 の 生体 重 
1 頭 あ た り の 平均 値 , カッ コ 内 は 測定 個体 数 


+ 4 <r 生 
AE llem, 深き 3.5 cm, 試験 管 は 直径 17mm, FE | eae aS 
さき 18 cm。 採卵 法 も 前 報 と 同じ で , 産 下 後 24 時 間 以 内 BLA wa oe £00 aa a 
の 卵 を 用 いた 。 飼 料 も 同じ 米ぬか で , 実験 初期 の 含水 量 歩行 個 tk | 16.0(6) 14.9(39) 12.3(150) 
ee. 非 歩行 個体 9.0(12) 
"京都 大 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 業 績 第 313 号 
(1958 年 7 月 18 AS tA) 
( 34 ) 
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第 3 表 歩行 個体 の 202C で の 経過 
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20°C < 移す MM の Wk at | 20°C で の 各 時 期 に お ける 羽化 個体 数 70H HOB 
処理 期間 | 虫 数 | 108A. 20 30 40 50 60 | a 数 幼虫 数 
な rr tO 0 1 0 1 0 0 

a My. 8 4.0 0 8 0 
以上 の 結果 で は , 同じ 歩行 個体 で も 密度 の 高い 区 か ら 実験 の 結果 , BUCO BM iCdAd Vie <, ELA 


生じ た も の の ほう が 生体 重 が 軽い 。 じ か し 400 HKD 
行 個体 で さえ も 50 HOI TBM LD date Y 
重い 。 し た が っ て 高密 度 区 の 歩行 個体 は , MUKOMK 
し じ な い 非 歩行 個体 まり も は る が に 重く 大 型 で ある 。 歩 行 
個体 の 含水 量 は 非 歩行 個体 まり る 10% 以上 少な い 。 

2) 20°C で の 羽化 (WE): 80°C で 歩き 始め て 24 時 
| 間 以 内 と み ら れ る 歩行 個体 を 20°C に 移し た 場合 と , 一 
た ん 10°C に 一 定期 間 を れ さ せ た 後 20°C に 移し た 場合 
OVW TANE (実は 上 帆 化 ) の 状態 を 調べ た 。 

大 型 シ ャ ー レ で 30g の ぬか に 200 個 の 卵 を 投入 し た 
区 か ら 生 ずる 歩行 個体 を 用 い , 数 頭 ず つ 約 2g の ぬか を 
入れ た 試 険 管 に 入れ て 各 温 度 に 移し た 。 結 果 は 数 回 の 線 
り 返 で で ほど ん ど 同 様 で あう た か ら 1 例 を 示す と 第 3 表 
の 通り で ある 。 

ご ざれ む ら の 結果 に よる と , 直ちに 20°C に 移さ きれ た も の 
VETTE (ZEUS MIE) が 長期 間 阻 止 さ れ て いる が , 死亡 す 
SC EMDR, mR ETMEL Tt < 5. 一 方 10°C に 
40 日 間 お か れ た 後 20°C に 移 き れ た も の は 羽化 が 著しく 
促進 ざれ か つっ 童 一 化 さ れれ で いる 。 この 場合 を 死亡 する こ 
と は 少な い 。- な お 20°C に 直ちに 移 き され た も の の 中 に も 
カ かなり 早 く 羽 化し て し まう も の が 一 部 に み ら れ た 。 

3) 30°C で の 羽化 : 歩行 個体 は 30°C で は 遇 化 が 陽 
IESE. LL 30°C で 歩き 出し て か ら (実験 処理 
選 し て は と り 出 され て か ら ) 羽化 まで 何 晶 か か る か を 1 
顎 ご と に 1 本 の 試験 管 を 用 いて 全 歩 行 個体 を 調べ た 。 ま 
た 歩き まわ る こと が BUMS 探す 結果 に な る と し て 
も , その 天 化 場所 の 状態 が 羽化 まで の 日 数 に 影響 を 与え 
る か どう か る 同時 に 検討 し た 。 歩 行 個体 は, ぬか 308 51 
400 個 の 大 型 シ ャ ー レ 2 個 か ら と り 出 され た も の 130 頭 
あま り を 用 いた 。 試 験 管 は 約 1g の ぬか を 入れ た も の と 
大 れ な いも の と に 分 け , さら に 両者 に つい て , MBA 
用 の 段ボール の 小片 (長き 2~3 cm, lem あぁ まり) 
を 太 れ た も の と 入れ な いも の に 分 け , 計 4 区 各 30 KS 
まり を 用 いた 。 こ と これら は 針金 製 の 試験 管 立 て に 立て て ボ 
ー ル 紙 の 箱 の 中 に 入れ , 毎日 の 新 歩 行 個 体 投入 と 羽化 数 
の 観察 時 以外 は 暗黒 た 保っ た 。 こ の 箱 は 30°C の 恒温 室 
内 に お いた 。 


ー ル が ある 場合 に は 例外 な くそ の 中 で 行わ れ , wee 
の 場合 は 例外 な く ぬ か の 中 で 行わ れ た 。 何 も 入 っ で いな 
い 場 合 は , 羽化 で きた 25 頭 の うち 16 Hsien pic 
PEL CHHEL, 残り の 9 頭 が ガラ ス 壁 で 刺 化 し た g な お 
すべ て 上 踊 化 に 先立ち 薄い 帳 を 作る 。 以 上 の 結果 は 第 1 図 


の 通り で ある 。 


に の 


7 t—% OSBRMO4Y SAR 
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歩き 出し て か ら 羽 化 ま で に 要 し た 日数 


歩行 個体 の 30°C で 羽 他 まで に 要 し た 日 " 
数 の 分 布 を 累積 曲線 の 形 に 書き 改め た る 
の (数 字 は 供 試 個体 数 ) 

Ad: 上 か を 入れ た 試験 管 , 黒丸 : warp 
OREORRE, 実線 : 段ボール を 入れ た 
試験 管 , WR: 段ボール の な い 試 験 管 


第 1 図 


すなわち , 雌雄 を 通じ て どの 区 も 10~16 日 の 間 に 大 
部 分 が 羽化 し (いずれ る も 雌 が や や 早め で あっ た ), Milt 
場所 と し て 選ば れる 段ボール の 有無 は 羽化 まで の 期間 に ご 
差異 を 生じ させ て いな い 。 むし ろ ぬ か の 有無 が 影響 を 与 
えて いる 。 こ の ぬか は 段ボール が な い 場 合 に だ け 天 化 場 
所 と し て 利用 され る 。. 上 ぬか る も 段ボール も 入れ て な い 試 験 
管 中 で の 観察 に よる と , 羽化 の 遅れ る の は , F< CHIE 
が 遅れ る き と た よる も の で あっ た 。 し か じじ ど の よう な 場 
合 で も , 大 部 分 の 羽化 は ぬか の 入っ て いる 区 と 大 差 な く 
行わ れ て いる 。 な お 全体 の 羽化 個体 数 111 Bich, HE 58 
頭 , HE 53 頭 で , 歩行 個体 の 性 比 が 1 に 近い こと を 思わ 
せる 。 死亡 率 は 低い 。 
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体 を と り 除 いた 残 
黒丸 : 歩行 個体 , 
歩行 老 熟 功 虫 の 出現 と 全体 の 羽化 曲 
線 ・ 死 刻 率 と の 関係 
1) 歩行 個体 の 出現 時 期 : 30g の 
ぬか の 人 入っ た 大 型 シ ャ ー レ に た に , Sp 
を 50, 100, 200, 400 個 を それ ぞ れ 
投入 じ た 区 を 各 シャーレ ずつ 1]( 計 
16 Yx—Vv) 設け, 毎日 1 回 シャ 
ー レ 内 を 調べ て , CORONA 
DIV TAR TW BAGG) th Ze SPR 
DHL CHATS 同時 に 同じ シャ ー 
レ 内 の 羽化 成 忠 を 取り 除い て その 数 
を 数 えた 。 得 られ た 値 を 投入 し た 卵 
数 に 対す る パー ニャ ント で 示す と 第 2 
図 の 通り で ある 。 
これ に よる と , 各区 と る も 歩行 個体 
は 同時 に 投入 され た 卵 か ら 生 じ た 非 
歩行 個体 の 羽化 が 始ま る 少し 前 か ら 
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が わか る 。 
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と の 傾向 は , 他 の 繰り 返し で る 常に 認め られ た 。 

2) 全体 の 羽化 曲線 の 型 と の 関係 : シャ ー レ 内 の 個体 
BORIC Lot, と の 歩行 老 就 幼虫 の 出現 が どん な 意 
味 を も っ て いる か を と くに 羽化 の 只 積 曲線 の 型 に つい て 
調べ た 。 処理 は 第 4 ROW, すべ て の 結果 は シャ ー 
レ 当 り の 平均 値 を 投入 卵 数 に 対す る パー セン ト で 示し な 
(第 3. 図 )。 

すなわち ,。 50 頭 区 の 羽化 は な 短い 間 に 完 了 レ で じ ま う 
(A)。 ま た 400 頭 区 は 一 般 に 羽化 が 遅れ , か つ 長 い 期 間 
に わた っ て 行わ れる 。400 頭 区 の うち 歩行 個体 を 取り 除 
か な か っ た シャ ー レ で は , 羽化 の 盛ん な 時 期 が 2 回 ある 
と と が わか る (B) 一 方 7 歩行 個体 を 毎 目 取り 除い だ 
シャ ー レ (C) Cis, 取り 除 か な い 場 合 (B) より る も 始 


BA 歩行 個体 の 出現 と 全体 の 羽化 と の 関係 


を 調べ る Es 


WAIN Ed is レ 数 MIs KO o フラ 上 の 記号 


り の も の の 羽化 数 の 累積 
白 丸 : FeO OW ftw 


50 i 


歩行 個体 出現 し な い 
歩行 個体 出現 。 取 り 除 か ず 
に 再び ぬか の 中 に 入っ て 遇 


化す る に こま か せ 全 体 の 羽化 
の 状態 や みた … 


400 2 


400 3 
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LHS ORMRB CAN COR 
か と と も に ) 出現 の 状態 を 


40 

経 @ A 数 
歩行 個体 の 出現 と その 羽化 が 全体 の 羽化 に どん な 関係 が ある 
か を 示す 。 す べ て の 結果 は 累積 数 で 示す 。 処理 は 第 4 表 参 照 


195946 3 月 ik: 


め の 羽 化 虫 数 が 多く , 2 回目 の 羽化 の 盛ん な 時 期 が 明確 
で な い 。 ま た 当然 の こと な が ら , 総 羽化 数 は 取り 除 か な 
か っ た 場合 (B) より 少な く な っ て いる 。 

一 方 , 毎日 取り 出さ れ た 歩行 個体 (E) を 1 頭 ず っ つ 別 
の ぬか 入り 試験 管 に 移し て 羽化 させ , それ ぞ れ の 幼虫 の 
取り 出さ れ た 日 に は こだわ ら ず に , 毎日 の 羽化 数 だ け に 
つい て その 所 積 経過 を 示し た も の が (D) CHS, th 
に よる と 歩行 個体 が 出現 し 始 る て か ら 大 体 11 ABB 
2T, CALCULI RBCMLAH TS. とれ 
は 歩行 個体 の 30C に お ける 歩き 出し か ら 羽 化 ま で の 日 
数 が 10~16 日 で あっ た さき の 実験 結果 (第 2 図 ) か ら 
YRCHS 56 

と の 取り 出し た 歩行 個体 の 羽化 累積 曲線 (D) を , 残 
VDY+x—-VATOME (C) と 合計 する と C+D), 
| 歩行 個体 を 取り 除 か な か っ た 場合 (B) と ょ よく 似 た 形 と 
な る 。 し か し 羽化 率 は や や ゃ 高い 。 こ の 傾向 は 他 の 繰り 返 
し で も 認め られ た 。 な お 歩行 個体 を 取り 出さ ず に お いた 
場合 (B) は 歩行 個体 が や む な く も と の ぬか の 中 に 入っ 
CHHES SDS, その 時 すでに 遇 化し て いる 個体 に 行き 当 
っ て 食い 殺す 場合 が 相当 認め られ た 。 こ と れ が 最初 の 羽化 
数 の 少な いこ と と 全体 の 羽化 率 の 低い とこ と に 寄与 し て い 
る と 思わ れる 5 


め が 8 


密度 (投入 卵 数 ) 
SAR 各 密 鹿 区 と お ける 死亡 率 と , 生き 残っ 
た も る の の うち で 歩行 個体 の 占め る 割合 
黒丸 : 歩行 個体 の 割合 , 白 丸 : 死亡 率 
3) 幼虫 棲息 密度 と 歩行 個体 数 と の 関係 : 50, 100, 
200, 400 の 各 密 度 区 た を について, 羽化 に 至る まで の 死亡 
率 , 生き 残っ た も の の うち で 歩行 個体 の 占め る 割合 の 変 
化 を 調べ た 。 結 果 は 第 4 図 の 通り で ある 。 す な わる ち , 400 
頭 区 まで の 死亡 率 の 増加 は それ ほど 大 きく な い が , 生き 
残る る の の 中 に 歩行 個体 と な る も の が 現われ て き て , そ を 
の 割合 の 増加 は むし ろ 著 し い 。 こ と これ は 第 3 図 の 結果 と も 
一 致す る ° 
な お , 投入 卵 数 800 個 付近 まで は , ThPb54ATSV 
化 虫 数 を 相当 増加 させ る こと こと が で きる が , そ れ 以 上 で は 。; 
それ ほど 羽化 虫 数 は を を な い 。 と うし た と くに た に 高い 範囲 
の 密度 に 関し て は 別 の 機会 に 報告 し た い 。 
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棲息 密度 効果 の 機構 に 関す る 予備 的 実験 

1) - 単 独 飼育 と 複数 飼育 : 1 頭 当 り の ぬか の 量 を 上 人 述 
の 50 頭 区 , 400 頭 区 の それ と 同じ に し て , 試験 管 を 用 
いて 1 頭 飼 育 と 2 頭 飼育 を 行っ た 。 試 験 管 は 直立 させ , 
底 に ぬか を 入れ て 金網 の 著 を し た 。 結果 は 第 5 夷 の 通り 
で ある 。 すなわち , 400 頭 区 に 相当 する ぬか の 量 で も, 
1 頭 飼育 に よっ て は 歩行 個体 が 現われ ず 死 亡 率 も さほど 
大 きく な ら な か っ た 。 400 頭 区 に 相当 する ぬか の 量 で 2 
頭 飼 育 す る と 歩行 個体 が 現われ た が , シャ ー レ で の 400 
頭 飼 育 に 比べ て その 率 は 低く , 死亡 率 の ほう は か えっ て 
400 頭 飼育 より 著しく 高かっ た 。50 頭 区 た 相当 する ぬか 
Om Crs, 1 頭 飼 育 で も 2 頭 飼育 で る 歩行 個体 が 現れ ず 
死亡 率 も 低かっ た 。 


第 5 表 1 頭 あ た り の 飼料 と し て 50 頭 区 ・400 
頭 区 に 相当 する 避 か 量 で の 1 頭 飼 育 と 
2 頭 飼育 の 結果 
| 1 頭 fl F 2 Si fil Ff 
30g ぬか 相当 密度 = 50 400 50 400 
a Rm 管 数 | 30K 60 30 60 
全 羽 化 虫 数 / 全 卵 数 | 86.7% 85.0 83.4 60.8 
羽化 所 要 日 数 30.4 31.3 30.2 32.3 
Sige +1.58 土 2.4 | +1.3 42.6 
_ RFT AR 
Dki+saam  ° | ai 


つぎ に 同様 の 方 法 で , シャ ー レ の 400 頭 区 に 相当 する 
場合 だ サ けた に つい て , 1, 2, 4, 8SOKBOMA LAOH. 
結果 は 第 6 表 の 通り で ある 。 す な わ ち , や は り 1 頭 飼育 
で は … 歩 行 個体 が 現われ な いし 死亡 率 も 高く な か っ た 。 複 
数 飼育 で は 歩行 個体 が 現われ , 死亡 率 は 幼虫 数 の 多い ほ 
ど 高かっ た 。 し か し 歩行 下 の 出現 率 は シャ ー レ の 400 了 衰 
AA KO DDE <, 死亡 率 は は る か に 高かっ た 。 


第 6 表 1 頭 た あぁ ちり の 具 か 量 を 400 頭 区 に 等 し くし 


て 1,2, 4,8 の 各 頭 飼育 を し た 場合 の 結果 


MoT HR) 1 2 4 8 
an 験 8 数 | 60 30 30 30 
W 4G 数 45 38 61 73 
“TF 虫 数 | 0 2 2 9 
Efe eo ee 45 40 63 82 
投入 卵 数 に 対す 

る 生存 率 | 75.0% 66.7 52.0 34.2 


BEE BBUCM 9 of 5.0 3.8 


2) WMPOWHB: 最初 30g の ぬか に 400 HOME 
入 し て 飼育 を 行い , 羽化 が 終っ て か ら , この よど れ た ぬ 
PeHPA CME LAE, FTP, これ を 分 と し て ぬか 
30g 30 卵 の 小型 シャ ー レ 飼育 , お よび ぬか 1g, 1 5p 


38 a HAS A) % Bm oe a ae B3Ie Ble 


2 度目 の 飼育 を 行っ た 場合 の 結果 。 歩行 個体 は 現われ な か っ た 


第 7 表 PICKED) LBECANE ADs AY, 
ot a aS 1 区 当り aa ~« ULXCO ARe 
BD Se RR gg me ett 
AU RP yyy 2 区 30 個 60 個 38.4% 25.58 1.08 

: g : 
EA i 30 30 43.4 33.7 1:3 

g | : 

2 度目 の ぬか se pe pe . 30 1 30 36.7 31.4 1.5 
ee) le 3 
(すなわち 1 頭 銅 育 ) の 試験 管 飼育 を 行っ た 。 結果 は 第 こと の 性 質 は , さき に 報告 し た 温度 低下 に よっ て 生ずる 
7 表 の 通り で ある 。 これ に よる と 対照 区 に 比べ て 両方 と 休眠 個体 Gt, 1958) の 示す 性 質 ど よく 一 致す る 0 LA 


も 発育 が や や 遅れ る が 歩行 個体 ほ は 現 われ な か っ た 。 

つぎ に 30g の ぬか で 200 頭 飼育 を 行い よごれ た ぬ 
か を 同様 に 処理 し て 1g LN, 2g 2 卵 の 試験 管 飼育 を 各 30 
本 ずつ 行っ た が いずれ る も 歩行 個体 は 生じ な か っ た 。 

と ころ が , 30g, 200 頭 飼 将 で よごれ た ぬか を 褐色 を 
お びる まで 熱 を 加え た も の で 飼育 し た 場合 (30 g ぬか に 
AT LGN 30 (HEA LEKMY » —v 24h), 全 生 存 虫 CY 
(he ekets KOU OH LAR TIIAR, XS bic 50 ABI 
a ae ea nies a 
GHD 5 b 20 頭 , すなわち 44.4% が 歩行 個体 と な っ た 。 
始 飼育 し た り , 途中 まで いろ いろ な 期間 30°C cha L, 
eC 35°C ICB LEY LEBA, WTNH SMEs 30°C 
fie] 7 KO 遅れ る が 歩行 個体 は 現われ な か っ た 。 この 時 
上 ぬか の 含水 量 は 8~13% 間 で を ま DRT TN 
・ な お , 400 頭 区 の 歩行 個 休 出 現 開始 時 お ける ぬか の 
AV BimBe tks ts te4a 82~33°C | oe 
DAHVICHA TCT 2~39C BVP 35°C に 及ぶ こと と は な か 
ヲ な た また 7 その 時 の 400 頭 区 の ぬか の 含水 量 は 
11.57% で 対照 EXD 50 頭 区 の 9.42% i 
ど 高 い が , 30°C や 35°C の 信 育 に お ける ぬか の 含水 量 の 
実験 誤差 8~13% に 含ま れ て し まう 値 で あっ た 。 


者 宗 


30°C の 非 休眠 条件 下 で , ぬか を 餌 と し て や や 高 v BE 
AMEBE CHAT Lic & & Blin ea 非 歩 行 
CRIT HEN CARB DE <, 含水 量 が 少な いこ と (第 


LAB LOZ 表 ), YMOPMR SHCA al Gm, 
20°C an 期間 阻止 され , 10°C cae typ een, 


きせ た 後 2O°C ICES & HES EA ALS 1B coe 
(第 3 表 ), 30°C | に その まま お か れれ ば , YEA LE SI 
FT, WK CHS ID Cr BILE COMI Ds 10~16 
日 で ほぼ 一 定 で ある こと (BLM) te ど が 認め られ た 8 


が っ 0 温度 だ けろ いで は SEMIRAHE LES ZbNVS 
30°C (CBW C4, DHOBBBED RES LHDNT 
ABS [BH 老 就 幼虫 は 実は 休眠 個体 で ある こと は BREW IE 
い 。 し か し , COUTHEUCEAIRMAS, 林 種 の 休眠 形 
式 の 特徴 の 一 っ つ として, 30°C CIHR EBB IE 2338 BI 
な いた あめ, 30°C で は 密度 に 依存 し て 休眠 個体 と は な る 
i ON が 成立 し て いる の で ある 。 
UER> CEO Bley) GaaHls Ge. 7k BM 
化 前 の 幼虫 移動 と , Be eae or Qe kes 
2 図 ) が さ し 当 り 重 要 な 生 般 的 意味 を も つと 思わ お れる 。 
山 化 場所 の 状態 は な, 上山 化 ひ いて は 羽化 まで に 要する 期間 
に 大 き な 影 響 を 与え を ない よう で ある が (第 1 図 ), 少 な く 
と も , 遇 化 場所 が 見 つか る まで 歩き 回 る の で は な く て で て 
一 定期 間 歩 け ば 特殊 な 妨げ の な い 限 り ど こと で も 中 化 手 る 
可能 性 が 秦 き いよ うに 思 お れる 。 
この よう に し て 浴 じ た 休眠 個体 (以後 歩行 個体 な どの 
呼称 は 用 いな い ) の 羽化 は , 全体 の 羽化 の 店 で 後 の 部 分 
を 占め あて で いる (第 4 表 , 第 3 図 )9 これ は 休眠 期間 に 
る の で は な く て , 休眠 個体 の 発育 が 若い うち か ら 遅 れ て 
来 た 結果 で ある (第 2 図 )。 この で と る 温度 低下 う 
て 休 了 眠 が 生ずる 場合 Gt, 1958) C4, 発育 の 遅れ た も 
DDMRICAD STpPoeEC LE EMMSFA RCH SZ, 
歩き 出し た 休眠 幼虫 を シャ ー レ か ら 取 り 出 し て 羽化 さ 
HSE, 全体 の 羽化 率 が よく な る こと が 認め られ る CB 
3 図 )。 COTES, 休眠 個体 の 歩き まわ り が , Bree 
遇 化 に 適し た 場所 に 行き 当ら せる 可能 人 性 を 興 え る ば か りり 
TIES, SOMOS LGM DBE Seb 
に よっ て 全体 の 生存 率 を 高め る 性 の あ 
SCERRLUMSE こと れ は 今後 の 
Pg ee SC le GB) 
ST, DEO ESA 
HAE DSi ES 


: め ら れる 


こと に 役立つ 可能 
り で る 思 お れる が 


を も つ 休 眠 個 体 が 幼虫 の 棲息 
る ゃ っ つれ で より 多く の 割 谷 で 生じ で る る の が 
(第 4 図 )。 Utah BRICKED SHEDS 
れ ほ ど 顕 閉 で な いよ うな 範囲 で 明確 な 休眠 個体 出現 と 増 


1959 年 3 月 xk: 


MDD HVS CL, 休眠 個体 が 発育 の 遅い も の で あ 
| る こと を や 移動 習性 , さら に 他 の 生理 生態 的 性 質 の 変化 の 
可能 性 と 考え 合わ せる と , PY AAAHO (LAMAR ORE 
の 則 程 を 考え る さい , 重要 な 事実 で ある と 思わ れる 。 

棲息 密度 効果 の 内 容 は 必ず し ゃ 明確 で は な い が , 1 頭 
あたり の ぬか の 量 が 少な く な る と と より る も る, ぬか の 一 定 
量 あ た り の 幼虫 の 数 が 重要 で あり , 少な く と る も 2 頭 以 上 
の 幼虫 が 存在 する 必要 が ある よう に 思わ れる (第 5 表 , 
第 6 表 )。 幼虫 の 生活 に よっ て よど され た ぬか で る もう 一 
度 飼育 し た 場合 に は 結果 の 一 致し な いい 場合 も あっ た が 
GTR, 第 8 表 ), よ ご さ れ た ぬか に よる 1 HAA cis 
休眠 個体 が 現われ て いな いこ と と か ら 考 える と , SIELH 
要 な 要因 と は 考え が た い 。 休眠 個 体 の 現われ た 場合 は , 
よど ご どれ た ぬか の 束 熱 処理 が 過度 に な り 和 餌 の 質 が 変化 じ た 
DERMIS, HHO MMBC ko TERRA DYER 
こと は 十分 考え られ る が , し か し それ と ここ で 求め て い 
“DBE ROWNE LlERMO KS CHS. MAAO Aes 
別に 扱う つも り で ある 。 幼虫 の 密度 増加 に 伴う 温 湿 度 の 
上 昇 は さほど 著しく な いよ う で あり , 低 密度 で より 高い 
品 度 (35°C) で 飼育 し て も 休眠 個体 は 現われ な い の で , 
放 こ こ で 示さ れ た 密度 効果 の 内 容 と し て 温 湿 度 の 変化 を 第 
衣 1 要因 と し て 取り あげ る こと に は 困難 を 感ずる 。 
| 結局 幼虫 数 が 2 頭 以 上 で あぁ る と いう 条件 が 一 つの 手 が 
か り で ある と 考え られ る 。 あ る い は 幼虫 同志 の 相互 刺激 
| が 影響 力 を も っ て いる の で は な いか と 思わ れる 。 他 の 要 
較 固 は 少な く と も ゃ この 場合 の 主要 因 で は な いよ う で ある 。 

結 i 

FRAT HORS ERT ENTS IRE OWT 
WE Liem (1956a,b) は , この よう な 多 型 が 密度 依 
存 的 に 現われ る 点 で 相 変 異な ど と 共通 の 生態 学 的 意味 を 
導 て っ て いる も の と 考え て お り , さら に 休 過 問 題 に お ける 
ARBOR ENS, 生理 学 的 興味 の み で な く , 害虫 個体 
有 種 の 動き を 解析 する 上 か ら る 重要 な 要因 と し て 取り 上 げ 
る 必要 が ある と し て いる が 同感 で ある 。 
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その よう な 観点 た 立つ な ら ば , ノシ メ コ ク ガ の 示す 形 
式 の 休 眠 が 密度 に 依存 し て 生ずる 場合 は , 高温 条件 下 で 
(LEV ERD FET D ts < HL-OR LATO Biss KOLO th 
の 形質 変化 が 主要 な 結果 と し て 現われ , 低温 を 伴う 場合 
に は そえ そ 4 補 に 加え て 遇 化 阻止 を 示す 個体 数 を より 一 層 増 加 
させ る 可能 人 性 の ある こと , すなわち 温度 条件 に ょ っ て 定 
虫 個体 群 の 消長 に 及ぼ す 密 度 の 影響 の 仕方 が 著しく 異な 
る 点 が 重要 で ある と 考え られ る 。 


摘 wi 


JPYRADVHROPOC 30°CH 非 休眠 条件 下 に 飼 
育 し て も , 幼虫 の 棲息 密度 が 高く な る と 肥大 し て 歩き ま 
1D DEAD BABI So TC OMBFTH AVE STR ICE 
ORIG, GIK MIS KORO BYE CIs VC, 先 に 報告 じ だ た 
本 種 の 休眠 個体 と 全く 同じ も の で ある こと が わか っ た 。 

卵 50~400 の 間 の 密度 増加 に 伴う 死亡 率 は 30g の ぬか 
で は 目立た な い が , 休眠 個体 が 出現 し 始め か つ 増 加 す る 。 

棲息 密度 効果 の 内 容 と し て は , 1 頭 あ た り の 飼料 が 少 
な く な る こと より も る 幼虫 数 が 2 頭 以 上 で あぁ る と いう 条件 
が 1 つの 手がかり で ある と 考え られ , 温度 や 湿度 の 上 昇 
増加 は この 場合 主要 な 要因 と は 考え が た く , 飼料 が よど ご 
され る こと も 主要 因 で は な いよ う で ある 。 あ る い は 幼虫 
同士 の 相互 刺 激 が 影響 を も つか も しれ な い 。 

ノシ メ コ ク ガ の 休眠 幼虫 は 高温 で は 実際 の 休眠 期間 が 
な い 。 し た が っ て この 型式 の 休 有 眠 が 密度 に 依存 し て 生 ヂ 
る 場合 は , 休眠 個体 辞 が 必ず し も ゃ 休眠 期間 を も つと は 限 
ら ず , むし ろ 移 動 や その 他 の 質 的 な 変化 だ け は に 導 か れる 
場合 の あぁ る 点 で 興味 が ある 。 


5{ 用 " 文 m 
ik (R— (1956a) 生物 科学 特集 号 生体 と 環境 と の 相 
所 連関 "37~42. 
ae 俊一 (1956b) 生理 生態 7: 28~38. 
it 英明 (1958) 応 動 尾 2: 17~23. 


+ し た が っ て 33 年 度 応 動 昆 大 会 発表 中 と の 部 分 を 訂正 する 


40 日 本 応用 動物 昆虫 学会 
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Summary 


Studies on the Diapause of the Indian-meal Moth, Plodia interpunctella HUBNER 
Il. The Effect of Population Density on the Induction of Diapause 


By Hideakira TsuJ! 
Entomogical Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


Investigations have been made of the oc- 
currence of diapause in the fully grown larvae 
of the Indian-meal Moth, Plodia interpunctella 
Hiipner reared in various larval densities under 
a constant temperature condition of 30°C, using 
rice bran as a food of the larvae. 

No larvae enter diapause when they are reared 
in the condition of low larval densities (50 eggs 
per 30g rice bran) under this temperature 
condition. 

On the other hand, when they are reared in 
high (100-400 eggs per 30 g 


rice bran) even under this temperature condition, 


larval densities 
some individuals wander out of the food at the 
fully grown stage. 

The pupation of the wandering fully grown 
larvae is not interrupted at 30°C. The wander- 
ing fully grown larvae, however, show charac- 
teristics such as the interruption of pupation 
at about 20°C, the resistance to cold, the chilling 
(10°C) 
their pupation at 20°C, the 


effect of low temperature condition 


upon increased 
body weight and decreased water content, and the 
lowered rate of development at their young 
larval stage. 

The characteristics 


just the 


described 
as that of the 


above are 
same diapausing 
larvae of this species, as previously reported 
as a new type of diapause, so the wandering fully 


grown larvae must be the individuals which 


have entered diapause depending upon the high 


larval densities but have no actual diapausing 
period as they are under the higher temperature. 

Increase of mortality within this range of 
density (50-400 eggs per 30g rice bran) is not 
so remarkable, whereas the diapausing larvae 
appear and their occurrence apparently depends 
upon the density. 

Some of the larvae enter diapause when 2 or 
more individuals are reared together in a tube 
with a very small amount of food, whereas 
the solitary culture never results in diapause. 

In other solitary culture in which the rice 
bran contaminated by the larval excrement is 
used, and also in the 35°C culture, no larvae 
enter diapause. 

Rise of temperature and increase of water 
content of rice bran in these experiments of 
higher larval densities are not so great. 

In view of the results described above, it can be 
suggested that the occurrence of wandering fully 
grown larvae, the diapausing larvae at 30°C, in 
this case, may be mainly due to the mutual 
stimulation between the larvae. 

It seems to be important that the pattern of 
influence of larval density upon the population 
of the insects having this type of diapause may 
show that the density effect on occurrence of 
diapause does not necessarily lead the popu- 
lation to elapse a long period of arrested develop- 
ment but only to show other physiological and 


behaviouristic changes such as mentioned above. 


AN, gecko were, ) 


wee 28 ジ の 殺虫 成分 に つ ie @ 
I. 殺虫 成分 抽出 試験 お よび 遊離 アミ フ ノ 


(EN ES 
Resi 
' BEAFRPFRBECERE 
te et wn さ 実験 1. 殺虫 成分 抽出 試験 


ハエ トリ シメ ジ Tricholoma muscarium Kawa- 
MURA は 古く か ら 東 北 地方 の 農 察 や いな か の 町 察 で ハエ 
RYVFTFEPANZEVFIAAEWOTANZE Y ICFs 
れ て いる も の で ある 。 ハ エト リタ ケ と 称す る も の は ほか 
の ATT UTA RETOUR MERRY 
FR) (川村 , 1954) 45428, 7CH OUR BeZIAL 
LUM SNCS. BRENT AV YA VRNAHII 
EAT SATS, 少し 焼い た り , 者 出し汁 に 砂糖 を 加え 
729, FA ARKMETFOVDISELEYD UTMICBSRE 
LTANZOR DZD RFOD CHS, BERFO-Mt 
は 市 場 や 入 百 屋 に 並べ られ , 主として ハ ェ 取り 用 に 販売 
され る よう で ある 。 産 地 は 本 邦 原 色 苦 類 椅 典 (松浦 , 1933) 
に よれ ば 岩手 ・ 長 野 ・ 中 国 地方 と ぁ り , 原色 日 本 菌類 図 
fi O'R, 1954) に は 「 長 野 ・ 群 馬 ・ 栃 木 県 で 採集 し た 
り 。 広 く 日 本 全国 に 分 布 す る も の で あろ う 」 と ある 。 
ハエ ドリ シメ ジ の 殺 躍 性 は 速効 的 で , ハ ェ は な め る と 
すぐ 中 毒 症状 を 呈 し て 飛べ な く ぐ く な り , 元気 な も の も 30 
分 ぐら いで 死ぬ よう で ある 。 こ の 殺 躍 成分 に 関し て キノ 
コ の 成 書 や その 他 の 文献 を 調査 し た が , な ん ら う る と こ 
ろ が な か つた 。 た だ 川村 (1954) に よれ ば , テン グ タ ケ 
類 た に 含有 され る 人 体 に 有毒 な 成分 (ムスカ リン ・ ノ イリ 
2 アマ ニタ ドド ポ シン その他 ) と ど は 別 な の ら じ く か 
ェ ト リ シ メ ジ と テン グ タ ケ の ハエ に 有 毒 な 成分 は 同一 な 
も の で あろ うと いう 。 

ハエ トリ シメ ジ は 食用 (松浦 , 1933; 川村 , 1954) と 
も ゃ な る の に ハエ に は 奏 と な る こと は , 生化 学 的 , 昆虫 毒物 
学 的 に 興味 が ある 。 1954 年 以来 研究 に と りか か つた が , 
最近 イィ オン 交換 樹脂 を 利用 し て 殺 忠 成分 を 濃縮 する こと 
が で きる よう に な つた 。 本 報告 で は 殺虫 成分 抽出 試験 と 
押出 過程 で 得 ら れる 遊離 アミ ノ 酸 に つい て 述べ る 。 


実験 試料 1954 年 10 月 5 日 岩手 県 紫波 郡 紫波 町 彦 部 
大 巻 産 , 1955 年 9 月 22 日 同 所 産 , 1957 年 10 月 2 日 北 
圭市 飯森 産 の ハ ェ トリ シメ ジ を 一 部 生 の まま , KEE 
燥 し て 使用 し た 。 

殺虫 試験 使用 民 虫 は キイ ロ シ ョ ウジ ョ ウパ バエ ェ (To- 
YOKAWA 種 ) で ある 。 大 豆 粉 ・ 小 才 粉 ・ 砂 糖 そ れ ぞ れ 
5g ずっ を 100cc と と か し て 実 天 lg を 加え , AFUE 
に 20~40cc 入れ て 殺菌 し , パン 酵母 を 少量 加え た も の 
を 25~27°C に 保温 し て ハエ を 飼育 し , 新た に 羽化 し た 
も の を 試験 に 供し た 。 試 験 方 法 は 径 60mm の シャ ー レ 
に ハエ を 20~40 HL), FP IDM Mic 5% 砂糖 液 
を 加え た も の を 小 脱 脂 綿 球 に 0.2cc 吸収 せしめ て シィ ャ ー 
レ に 入れ , ハエ が 自由 に 吸収 する よう に し て 1 時 間 後 
Yo PA MMS AER x ROE AZ, また は 取り 替え ず に 置き , 
24 時 間 後 の 死 虫 数 を 数 えた 。 こ の 試験 は 殺虫 力 の ある な 
し の 判定 に 使用 し た も の で 精密 に は 行わ な か つた 。 

殺虫 成分 抽出 方 法 Wwe + 7 IDAMARARA 
©, 生 の キノ コ の 水 抽出 液 (殺虫 力強い ) を アル カ ヵ カリ 性 
また は 酸性 に し て 溶媒 抽出 し て る も 殺虫 成分 は 得 ち られ な 
Vo 水 抽 出 液 は 強い 殺虫 性 を 示す の で これ の 純化 を 試み 
た 。 水 抽 出 液 を 活性 炭 で 脱色 し て アン バー ライ ト IR 120 
(HB) AP AHTL, 殺虫 成分 は アミ ノ 酸 と と る に 
MEL, 1% FYE=TKCAWSANATLEMD), K 
の よう に 実験 し た 。 

hes 7 3 4 g を 水 200cc に 加え て 70°C で 10 分 間 
加 温 抽出 し , 濾液 を 活性 炭 で 腕 色 , その 濾液 を 200cc に 
し て その うち 50cc を 原液 と し て 試験 に 使用 し , 150cc 
を IR 120 ADA (2X20 cm) に 通し, 水洗 し て 1% 
ァ ン モニ 水落 出 を 行い 10cc ずっ 30 本 ちっ た 。 この 
溶出 液 を 減圧 濃縮 し て Sec と し て 殺虫 試験 に 使用 し た 。 


¥ 本 試験 の 一 部 は 応用 尼 虫 11, 36. (1955) に 短 報 と し て 発表 し た 


(1958 年 7 月 28 日 受領 ) 
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Ah HOO bOlW 15, 16, 17, 18, 19, 20, 21 # 
Bt, Mp LoOu 16 17 KBDOLOCH OK HAR 
は 第 1 図 に 示す 。 


100 


Hi 対照 15 16 17 18 19 20 21 22 
(砂糖 液 )( 原 液 ) i tH 液 分 

第 1 図 深 出 液 の 殺虫 率 
実験 2. 遊離 アミ ブフ 酸 に つい て 


前 記 そ れ ぞ れ の 渡 縮 液 を 1 次 元 上 昇 法 ペー パー クロ マ 


第 '2 図 す 16~21 区 分 2 次元 ペ ニ = ペク ロマ トゲ ケ 


Dl 7 EE We fey 

実線 : 同定 で きた も の , 点線 : AA, 
ARAL? Bef Slt 4: FANS EL Bp, 
9: Pus? YB, 10: Fy ンス 
ER A 6: 
Zi MEAS PASS) 2. AS eter Sy, 


ies) = 


ua 


3 Bl 


Bi 
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トグラフ ィ ー に か けた (石炭 酸 1%, NH,OH 23% 加 用 ; 
また は 石炭 酸 : 水 =4: 1, 0.04% オ ー キ シン 誤用 , 東洋 
wR No. 50, 2X40cm, 40x40 cm,24~26°C, ニン ヒ 
ドリ ン 発 色 )。 そ の 結果 殺虫 力 の 強い 16~19 KAD 4K 
分 は 時 色 も 強く スポ ッ ト 数 8~9 個 , 殺虫 力 の 弱い 20 本 
目 は 4 個 , 21, 22 本 目 は スポ ッ ト は 得 ら れ な か つた 8 
1 次 元 で は アミ リフ 酸 の 同定 は 困難 な の で 16 マ 21 本 目 を 
TEAL, lyeomlic@ heb i 7k (4:1 v/v, 0.04% A— 
SU UO), 2c Te? — ov: BRB 7k (4:1:1 
V/V) で ペー パー クロ マト グラ フィ ー を 行い , 第 2 図 の 
ざと き ク ロマ ドグラ を を 得 た 8 Ay bX 18 (A, HT 
ミノ 酸 と 比較 同定 で きた も の を スポ ッ ト の 大 きい も の ま 
Ug AWE, TF DSH aS) ay ai ae es 
eae WRT ae Ay 27 al eae 
EPICA VAveEYLeAwWReEvLBSNS,LOBS 
D, その 他 は 不明 で ある が 特記 すべ きも の と し て スポ ッ 
hDREDO LOD 2 個 が あぁ つた 。 


ラ ギ ン 酸 ・ 


ハエ トリ シメ ジ の 殺虫 成分 は 水 に まく 深 け る る も の で 有 有 
機 溶剤 に は 深 け な い 。 アン バー ライ ト IR 120 (H#) 
CM LCF き メ 酸 と 行動 を と な に し じ し で よく 吸着 され み 
ァ ン モニ アテ ア 水 で 落 出 で きる 。 キッ フ コ の 遊離 デミ クノ 酸 を 2 
MITS-—NAYurbhAZ74—CRHL (1s, A 
be AK=42 1, 0.04% オー キシ ン 加 用 , 2 次元 ブタ 
ノー ル : 酢酸 : 水 =4: 1: 1) 18 個 の クス ポッ ト を 得 た 。 
同定 で きた も の は アス パラ ギン 酸 ・ グ ゲル タ ミ ン メラ 
クリ 3 hwa= 
ン の 8 種 と , ほか に グル コ サ ミ ン か グル タ ミ ン ら じ らい る 
DC, 他 の 2 個 は 不明 で ある た 。 う や ち 2 個 は 散 色 の スポ 
ッ ト を 与 ぞ 注目 ず べ きゃ も の で ある 5。 

MOI, YVadVDs YVNIOMBICAAFAV EERE 
部 坂本 助教 授 の お 世話 に な っ た 。 こ こと に 厚く お 礼 申 し 上 
げ る 。 


NU ER (eee ee ae 


2 leg SG eh 
IVS — (1954) 原色 日 本 菌類 図鑑 4. 
松浦 93 (1933) 本 邦 原 色 問 類 辞 典 . 
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Summary 


On the Insecticidal Principle of Tricholoma muscarium KAWAMURA 


I. Separative Experiment of the Insecticidal Principle 


and Free Amino Acids 


By Tomijiro Oya 


Laboratory of Agricultural Chemistry, Department of Agriculture, 


Iwate University, Morioka 


Tricholoma muscarium Kawamura has been 
used as a fly catcher not only in farmers but 
in Tohoku districts. On 
the other hand it is of interest that this mash- 


also in store houses 
room is edible. 

An attempt was made to extract the insecticidal 
principle contained in this mushroom. 

This principle is easily soluble in water, not 
in organic absorbed by 
Amberlite IR 120 (H type) from its water solu- 
The absorbed 


solvents, and is 


tion together with amino acids. 


yp 
キク イム シ 個 体 群 に 及ぼ す キ ツ ツ キ の 捕食 作用 
Knicut, F. B. (1958) 
ers on populations of the Engelman spruce beetle. 
J. Econ. Ent. 51 (5): 603~607. 
キク イム シ の 一 種 Dendroctonus engelmani (2% 
ロッ キー 山脈 地方 の モミ (Engelman spruce) の 重要 
虫 で あぁ る が , と の 報告 で は 本 種 の 重要 な 天敵 で ある 3 種 
D キ ッッ キ , Picoides tridactylus dorsalis, Dendro- 


The effect of woodpeck- 


copos pubescens leucurus および D. villosus 
monticolae の 挿 食 効 果 を 調べ た 。 1956 年 の 秋 に , 比 


較 的 小 規 模 に 加害 され た 10 地点 か ら , すでに 虫 の つい 
て いる 225 本 の 立木 を 選び , PCAVVAO HRB 
ぐ た め 半 イン チ 目 , Pp 2.5 ft の 金網 を 樹皮 か ら 少 し 離 
し て 巻き つけ た 。 そし て 翌年 の 8 月 に 皮 を は き ぎ , 生存 し 
で いる ろ る 躍 (すでに 成虫 と な っ て いる ) の 数 を 数 えた 。 金 
網 を か ぶせ た 区 域 が キッ ッ キ 除去 区 , か ぶせ な い 区 域 が 


principle can be eluted with aqueous 1% NH,OH. 
Two dimension paper chromatography (phenol: 
H:O, 4:1 added with 0.04% oxine, n-BuOH: AcOH 
H.0,4:1:1 v/v) was employed to detect amino 
acids contained in the concentrate of the elute. 
Aspartic acid, glutamic acid, alanine, valine, 
glycine, serine and threonine were detected, and 
one spot seemed to be glucosamine or glutamine. 
Another 9 spots were developed, but unable 


to be determined. 


oR 


捕食 区 に 当る が , 捕食 区 の キッ ッ キ に よる 損傷 程度 に よ 
っ て 立木 を 5 階級 に 分 けた 。 その 結果 は , キッ ツ ッ キ の 
個体 数 が 最も 少な いと 思わ れる 地域 で は , 金 細 を か けた 
区 に 対し て キッ ツキ 挿 食 区 の 虫 数 は 半分 に 過ぎ きず, RE 
re 
で は 0.5 SA ft あたり 57 頭 の 虫 が いた の に 対し , F 

SR RDP lL CH xt, UP’, FIVFUCESBS 
の 程度 は キッ ツキ 除去 区 の 生存 虫 数 と 比例 し て いた か 
ら , キク イ ムシ の 発生 の 多い と ころ に は キッ ツキ が 集中 
し て いる と こと が わか る 。 キッ ツキ 除去 区 で は 母 孔 の 長 さ 
(こと 乱 は 産ま れ た 卵 数 と 比例 する ) と 翌年 の 生存 虫 数 の 
間 に 負 の 相関 が あっ た が , 手 食 区 で は 何 の 相 関 も な か っ 
た 。 こ と の こと と は , 過 弄 密 度 に よる 種 内 競争 が 捕食 に よっ 
て 抑制 され て いる と こと を 示す 。 か く て , キッ ッ キ が 本 種 
の 発生 の 抑圧 に 重要 な 役割 果して いる こと は 明らか で 
ある 。 ( 豊 技研 ft nA) 


数 種 鱗 MAH hk の 角 KU 


ml 


PR OE 


Hees (1956b) AF vty, VIG ye LOY 
ス サ ン な ど に お ける 幼虫 角 皮 の 組織 学 的 構造 な ら び に 和 組 
織 化 学 的 性 質 を 明らか に し た 。 今回 は さら に 数 種 の 鱗 麺 
目 幼 虫 の 角 上 度 に つい て 組織 学 的 観察 を 行 つ た の で , その 
結果 を 報告 する 。 

稿 を 進め る に 先立ち , BOR CHRED DY AR 
の 労 を と られ た 信州 大 学 小泉 清明 迷 授 な ら び に こ 校 関 を 
賜 わ や つた 奏 糸 試験 場 小野 正武 博士 に 対し 謝意 を 表す る 。 


材料 と 方 法 

材料 は 分 類 学 的 の みな ら ず 生態 学 的 に も な る べく 異な 
つた る の を 対象 に する 意図 で クワ エダ シャ クリ (越冬 後 
DO), イラガ ( 春 ~ 夏 に 生育 中 の も の), ョ トウ ガ が お 
よび カブ ラ ヤ ガ ( 壮 齢 に な つて 昼間 の み 圭 中 に 潜伏 し て 
いる も の ) を 用 い , THENKOREO LOL MBEL 
CHARLIE o 

(1) クワ エダ シッ ャ ク (Hemerophila atrilineata 
1956 年 5 月 中 旬 に 長野 市 記 外 の 花園 に お い 
て 新芽 を 若干 食害 し た 程度 の も の 。(2) イラ ガ が ガ Cnido- 
campa flavescens WALKER): 1956 年 7 月 上 旬 に 岐阜 
SAATA TT ADIL ALP IC 33 CHEZ AE HOLD, (3) 
ョ トウ ガ (Barathra brassicae LinntE) お よび カブ ラ 


BUTLER): 


VW (Euxoa segetis SCHIFFERMULLER): 1957 年 5 月 
下 名 に 長野 県 農業 試験 場 か ら 提供 され た も の 。 以 上 の い 
ずれ の 幼虫 も 比較 的 老 計 に 近い と 思わ れる も の を 選択 し 
ee 

度 膚 の 固定 は 材料 を 解 誠 皿 上 で 腹面 より 切開 し , PRS 
が 短縮 し な いよ うに 昆虫 針 で と め て 体内 諸 器 官 を 除去 
L, た だ ち に プア ァ ン 液 を 注ぎ , 針 を は ず し て る 短縮 し な 
いよ うに な つて か ら , 第 5 へ ~6 環 節 の 皮膚 を 切り 取り , 
ブ プア ァ ン 液 中 に 入れ た 。 固定 し た 皮膚 は な 常 法 に より パラ フ 
ィ ン 切 片 URS 5~8 py) LL, ハイ デン ハイ ン の 鉄 へ ヘマ 
トイ シリ ン ま た は マロ ョ リー の 3 重 染 色 法 で 染色 じ た 。 な 
お 一 部 は 無 染色 標本 と し た 。 


"材料 を 恵 与 き され た 伊藤 喜 隆 氏 に 厚く お礼 を 申し 上 げ る 


(1958 年 8 月 4 日 受領 ) 


観察 mi 


クワ エダ シャ ク この 幼虫 角 皮 の 表面 は 硬 皮 (scle- 
rite) の 部 位 で は 暗 褐 色 に 着色 し て いる が , TABI 
の 中 央 部 で は ほとん ど 
無色 で 柔軟 か つ 伸 縮 人 性 に 富ん で いる よう で ある 。 こ の 中 
央 部 は さき の 報告 (高橋 , 1956a, b, 1957) に し た が 
い 接 合 膜 (arthrodial membrane) と 呼ぶ こと に じ た 。 
硬度 の 後 端 か ら 無 色 の 接合 膜 に いた る 間 の 部 位 で は 着色 
程度 が 一 様 で な く , 接合 膜 た 近づく に つれ て 徐々 に 淡色 
に な つて いる 。 ま た 接合 膜 か ら 次 の 硬 皮 に いた る 間 で も 
や は り 同 様 の 変色 が み ら れ る 。 

縦断 切片 を 観察 する と , 角度 の 構造 は 一 つの 硬 皮 か ら 
接合 膜 を 経て 次 の 硬度 に いた る 間 に 著 し くる 変化 し て いる 
と こと が 認め られ る (第 1 図 )。 二 第 1 図 か ら 明 ら か な よ まう 
に , 硬 皮 後 端 に 続く 屈曲 部 位 は 硬 皮 状態 か ら 接 合 膜 状態 
に 変遷 し て いる こと を 示し て いる 。 こ と の よう な 座 居 部 位 
に BLowER (1951) が 中 間 硬 皮 (intermediate sclerite) 
と いう 術語 を 適用 し て 以来 , Prarr (1952), 
& Marex (1954), お よび 高橋 (1956a, 1957) H&S 
は り 同 様 に これ を 使用 し て いる 。 BARS KOBE IC 
近づく と や は り 前 と 同様 の 変遷 が 認め られ , し た が つて 
中 間 硬 皮 状 態 が 再び 現 わ 和 る こと に な る 。 

無 染色 標本 を 串 微 鏡 の 遮光 装置 を 十分 に 絞っ て 観察 す 


(intersegmental membrane) 


DENNELL 


post. scler. 


wis int. memb. 


ant. scler. 


第 1 図 MOC kA, IR KY ey oH 
皮 の 構成 層 を 示す 模式 図 , ant. scler., 
硬 皮 の 前 部 』 arth. memb., 接合 膜 ; 
int. memb., 体 節 間 膜 ; post. scler., 
硬度 の 後部 ) AiokOB, 第 2 図 の 位 
置 を 示す 。 


A) 


wage om 


195946 3 月 
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ドー hoi RR A A Sch 6 8 OWE EB LEA WOR Lica ZS (4) の 比較 

we) GWE Red EEE BBE BEE on 
ee? ワ ェ エダ シャ ク nai i a vas 2 = 35.7 | 23.0 
SS a ae ae ere 
Do eae iy EN oe apd eee 
の EE 
S EMEC 3 つの 角 皮 層 が 認め られ る 。 す な わ ち 外面 ; peg 
の コハク 色 な いし 黄 褐 色 の 部 分 , 中 間 の 無色 か つ AEH Fae ede 


有 造 の 部 分 お よび AMO 無色 か つ 薄 層 構造 (laminated 


structure) を 示す 部 分 で ある 。- いう まで も な く , 着色 
し た 外層 は 外角 皮 , 落 層 構造 を 示す 内 層 は 内 角 皮 で ある 。 
無 構造 の 中 間 層 は 内 角 皮 と 同様 無色 で ある が , 後述 の よ 
うに へ マト キシ リン や 酸性 フク シン に 親和 性 を 示し , & 


| 和 白 や リピ ッ ド な どの 蓄積 物質 を 包含 し て いる も の と 想像 


され る か ら , 外角 皮 に 属す る も の と 考え られ る 。 な お 表 


— 角 皮 は 症 色 外角 皮 か ら 識 別 す る こと が 困難 で あぁ る が , そ を 
計 の 存在 は 後述 の よう に 特別 な 処理 を お とこ な うこ と と に より 
_ SERIA Fic 5IL 5. GIR CRA LAM RIT 
 BOONSAD, 外角 皮 は 認め られ な い 。 表 角 皮 は 外面 に 


薄 層 状 に 存在 し , 内 角 皮 は その 下面 に 薄 層 構造 を 呈し て 
存在 し て いる 。 硬 皮 と 接合 膜 と の 両 部 位 に お ける 角 皮 の 
厚 さ を 比較 する と 前 者 は 後者 より も 著しく 厚く , ER 


者 に お ける 内 角 皮 の み の 厚 さ に つい て みて も や は り 前 者 


WEFEW ES CHS (第 1 表 )。 

へ マト キシ リン 染色 標本 を 観察 する と , 上 記 の 識別 は 
— JRA ICT So 硬 皮 部 に お いて は 無色 外角 皮 の み が 主 
と し て 染色 され ,- 内 角 皮 は ほとん ど 染 ま ら な いよ う で あ 
る (第 2 図 A) 。 ま た 着色 お よび 無色 の 両 外角 度 を 欠い て 
いる 接合 膜 部 で は 表 角 護 の み が 染 色 し , 内 角 皮 は ほとん 
ど 染 ま ら な いよ う で ある (第 2 図 B)。 中 間 硬 皮 部 に お 
いて は 着色 外角 皮 は 接合 膜 に 接近 する に つれ て 徐々 に 薄 
く な り , 最後 に 接合 膜 の 表 角 皮 中 に 没 太 し , また 染色 し 
た 無色 外角 皮 る ほぼ 同様 に 清 次 薄く な り 最 後に 没入 消失 
し て いる よう で ある 。 な お , 硬 皮 た お ける 表 角 皮 は ヘマ 
トキ シリ ン で 過度 に 濃 染 し た 場合 の みなみ に 若干 染色 し て 薄 
層状 に 認め られ る 。 以 上 と ほぼ 同様 の 結果 は マリ ー 染 
色 法 を 施し た 場合 で も 得 ら れ , 硬 皮 部 に お ける 表 角 皮 ゃ 
着色 外角 皮 は ほとんど ご ど 染色 せ ず , 無色 外角 皮 は 酸性 フク 
シン に 好 性 を 示し , 紫 赤 色 に 染色 する 。 


A 
endoc 
B 


B20 クワ ウェ ダ シャ ク の 幼虫 角 皮 A, BRR; 
B, 体 節 間 膜 部 : amb. exoc., コ ハ 
ク 色 外 角 皮 ; col. exoc., 無色 外角 皮 ; 
endoc., Aff; epic., 表 角 皮 


イラ ガ この 幼虫 は 体 全 面 が 黄 緑 色 で , 背面 に 大 き な 
褐色 の 就 形 の 部 分 が ある 。 縦断 切片 に より 観察 する と , 
角度 の 構造 が 硬 皮 部 と 接合 膜 部 と で 著しく 相 違 し て いる 
と と が 認め られ る 。 第 3 図 は これ を 模式 化し て 示し た も 
の で ある 。 


post. scler. 


(A) 


arth. nend._ 4 
第 3 図 縦断 切片 に よる イラ ガ 幼 虫 角 皮 の 構成 
剛 ゃ 示す 模式 図 策 1 図 と 同様 に 記載 


無 染色 標本 を 観察 する と, 


が 認め られ る 。 すなわち 最 外 面 の 薄 層 状 の 部 分 その 内 


Ge Cit 4 つの 主 な 角 皮 層 
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os 


THD Le ATEO BD HEEL CWS Mor, さら に その 
内 面 の 海綿 状 の 部 分 , RAO AT iho CH 
る 。 最 外面 の 薄 層 部 と 最 内 面 の 薄 層 構造 の 部 分 と が それ 
ぞ れ 表 角 皮 と 内 角 皮 で ある こと は いう まで も な い 。 中 間 
の 空 胞 所 有 部 と 海綿 状 部 は 後述 の 通り へ ヘマ トキ シリ ン や 
WMT DY VICE THO, その た め フ フェノール 性 
直 白 や きり ピッ ド を ほとん と 含有 し て いな いも の と 想像 さ 
れる 。 し た が つて これら 両 部 位 は 内 角度 に 属す る も の と 
考え る の が 至 当 の よう で ある 。 接 合 膜 部 で は 表 角 皮 と 潜 
層 構 造 を 示す 内 角度 の み が 認 め ら れる 。 中間 硬度 で は 空 
胞 所 有 内 角 皮 や 海綿 状 内 角度 は と も に 接合 膜 に 近づく に 
つれ て 徐々 に 薄く な り , 最後 に 表 角 度 中 に 没入 消失 し て 
いる こと と が 認め られ る 。 硬 皮 部 と 接合 膜 と に お ける 角 皮 
の 厚 さ は 第 1 表 に 示し た 。 本 表 か ら 前 者 に お ける 角 皮 が 
著しく 厚く , また 両者 に お ける 薄 層 構造 内 角 皮 の み に つ 
いて みて も や は り 前 者 が 若干 厚い こと が 明らか で ある 。 

へ マト キシ リン 染色 標本 を 観察 する と , 以上 の 識別 が 
きわ め て 明瞭 で ある 。 す な ね わ ち 硬 皮 で は 表 角 上 度 の み が 渡 
染 し , 内 面 に は ほとん ど 染 色 さ れ な い 3 層 の 内 角度 が 認 
め ら れる (第 4 図 A)。 接 合 膜 で も 表 角 皮 が 相当 染色 し , 


Vac,, endoc. 


BAR イラ ガ の 幼虫 角 皮 ,lam. endoc., 薄 層 状 内 
FiBL; sp. endoc., 海綿 状 内 角 皮 ; vac. 
endoc., 空 胞 状 内 角 皮 ; 他 は 第 2 図 と 同様 
に 記載 


S53 2 SS ee 


ZO ATM IC VATE HO AKO ADIAD bIVS (第 4 
MB), 中 間 硬 度 で は , HAMORAK PIC BMA 
角度 や 海 納 状 内 角度 の 没入 没 認 め ら れる 。 マロリー 染色 
法 で 染色 し た 切片 標本 を 観察 し た 場合 で も , その 結果 は 
上 記 と ほぼ 同様 で あり , 表 角 庶 は 酸性 フタ シン 好 性 を 示 
し , AHO 3 層 は すべ て アニ リン 青 に 好 性 を 示す 。 

ョ トウ ガ MRE OHIO ACHAT OL, 外面 
に 淡 褐 色 に 落 色 し た 部 分 と 内 面 に 無色 の 部 分 が 認め られ 
Bo この 識別 凌 ペ マト キシ リジン で 染色 じ な だ た 標本 まり 観 
FETS Lhd THRICE S (第 5 図 )。 す な わ ち 落 色 し て 
いる 部 分 は ヘマ トキ シリ ン に 染まり 無 構造 を 示す が 無 
色 の 部 位 は これ に ほとん ど 染 ま ら ず 明 瞭 な 薄 層 構造 を 早 
し て いる 。 そ の た め 前 者 は 外角 度 , 後者 は 内 角度 で ある 
と 考え られ る 。 な お , 外 角度 の 外面 を 詳細 に 観 鶴 す る と 
外角 上 度 よ り る 一層 濃 染 し て いる 極め て 薄い 層 の 部 位 が が 認 
め ら れる 。 こ と これ が 表 角 虚 で ある と 老 え られ る WLOX 
うな 角度 構造 は 角度 の 部 位 に よっ て 全く 異な つて いな い 
k5 CH), ABSKICbDEOTRAR, NARBILO 
内 角度 の 3 層 が 認め られ る 。 著者 (1956a,b) が これ 
で に 観察 し た カイ コ , ヒマ サン お よび サク サン な どの 
幼虫 角 上 度 に お いて は , 体 節 間 膜 は か な ら ず 表 角 度 と 内 角 
皮 の みか ら な つて いた , TORS hUHOMRARI 
特異 性 を 示し 注目 に 価 す る 。 硬 皮 部 と 接合 膜 部 に お ける 
角度 層 の 厚 さ を 比較 する と (第 1 表 ), 前 者 に 泊 け る 外 
角度 や 内 角度 は 後者 に お ける それ ら よ まり も と も に 厚い ご 
と が 明らか で ある 。 マ ロ ョ リー 染色 法 で 染色 し た 場合 に お 
いて る も る その 結果 は 下記 の ヘマ トキ シリ ン 染 色 の 場合 と ほ 
ぼ 同 様 で あり ,. 表 角 上 度 や 外角 皮 は その 染色 の 程度 が 異な 
る が と も に 好 酸 性 を 示し , 内 角度 は 妊 塩 基 性 を 示す 。 


epic. 


exoc, 


1 50! 
第 5 図 ヨ ト ウ が ガ の 幼虫 角 皮 , exoc., AAR; 
他 は 第 2 図 と 同様 に 記載 


AFIVHA 縦断 切石 を ヘマ ドキ シ ジ リン で 油 智 敵 て で 領 
察する と 第 6 図 の 通り に 認め られ る 。 す な わ ち 7 外面 に 
へ マト キシ リン に 濃 染 し て いる 表 角 皮 , その 内 面 に 表 角 
上 度 よ り る 僅か 淡 染 し で いる 外角 上 度 六 よび ほとん ど 決 色 し 


195948 3 月 


高橋 : 数 種 


第 6 図 - カブ ラ ヤ ャ が ガ の 幼虫 角度 第 5 図 と 同様 
に 記載 


な い 内 角 皮 の 3 層 か ら な つて いる 。 し か る も この 構成 は 前 
記 の ョ トウ ガ の 幼虫 角 皮 の 場合 と 同様 に 角 皮 全体 に わた 
つて 全く 異な つて いな いこ と が 認め られ る 。 角 広 放 の 厚 
さ を 硬 皮 部 と 接合 膜 部 と の 間 で 比較 王 る と , 第 1 表 に 示 
じじ た よう に 前 者 に お ける 外角 皮 や 内角 族 が 後者 に お ける 
それ ら よ り る も 相当 に 厚い こと が 認め られ る 。 マ ロリ ー 染 
色 法 で 染色 じ た 場 合 で も その 結果 は ヘマ トキ シリ ン 染 色 
の 場合 と ほぼ 同様 で ある 。 

以上 の 通り , 幼虫 角度 の 構造 は その 種類 な いし 生態 に 
LOCH REST EDS CHS. し か じ こ と れ ら 
の 特性 が 昆虫 の 種類 に も と づく 本 質 的 な も の か , ある い 
は 生態 学 的 差異 に 起因 する も の か は 現在 の と ころ 不明 で 
ある 。 た だ 今回 供 試 し た クワ エダ シャ ク は 人 冬期 間 か な り 
の 実 気 に 直接 きら さ れ て いた も の で ある こと や , ヨ ト ウ 
が や カブ プラヤ ガ は と も に 壮 齢 に お いて 土 中 に 洪 伏 し (た 
だ し 昼間 の み ) 直接 土 粒 と 接触 し て いた も の で ある こと 
な ど を 考慮 すれ ば , 角 皮 構成 上 の 分 化 は 生態 に も な ん ら 
か の 関連 が ある の で は な いか と 思わ れる 。 こ れ ら の 点 は 
今後 さら に 広範 な 立場 か ら 検 討 す る 予定 で ある 。 
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wg 約 

1) クワ ェ ダ シャ ク や イラ ガ の 幼虫 角 皮 の 構造 は それ 
ぞ れ 部 位 に よっ つて 異な っ て いる 。 

2) クワ ェ ダ シャ ク の 幼虫 角 皮 に お いて , 硬 皮 は 外角 
皮 の 存在 の だ あめ に 症 色 し て いる 。 し か し この 外角 皮 で は 
外層 が コハク 色 な いし 黄 褐 色 に 落 色 し , 内 層 が 無色 か つ 
無 構 造 で ある 。 硬 皮 の 前 端 や 後 端 で 着色 外角 皮 ゃ 無色 外 
角 皮 が 接合 膜 に 近づく に つれ て 潤 次 薄く な り , 最後 に 接 
FRO RIG PICIZABEL TVS. LEMBOTHAM 
VERA LEAKED Ad» SOT) So 

3) 457 HOM fais vy TM TKR KL A PG 
の みか ら な る 。 し か し この 内 角 虚 で は 外層 が 多く の 空 胞 
を 所 有 し , 中 層 が 海綿 状 で あり , 内 層 が 落 層 構造 を 示す 。 
硬 皮 の 前 端 や 後 端 で 空 胞 所 有 内 角 皮 や 海綿 状 内 角 皮 は 接 
合 膜 に 近づく に つれ て 徐々 に 薄 ぐ な り , 最後 に 接合 膜 の 
表 角 皮 中 に 没入 し て いる 。 ゆ え に , 接合 膜 は 表 角 皮 と 薄 
層 構 造 内 角度 の みか ら な つて いる 。 

4) ョ トウ が ガ や カブ ラ ヤ ガ の 幼虫 角 皮 は 表 角 皮 , 外角 
BBLOAAKO 3 層 か ら な り , し か も この 構造 は 角 皮 
の 部 位 に より 異な つて いな い 。 
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Summary 


The Cuticle of Some Lepidopterous Larvae II 


By Yasuo TAKAHASHI 


Nagano Sericuliural Experiment Station, Nagano 


In both the larvae of Hemerophila atrilineata 
Burier and Cnidocampa flavescens Waker, there 


are changes in histological structure of the cuticle 


in passing from one sclerite to the next behind. 
They are clearly shown after staining with 


HeEIweNHAIN’S iron haematoxylinand with MALtory’s 


48 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


triple stain. In the larva of Hemerophila atrili- 
neata, the sclerites (tergites) are colored by the 
presence of an exocuticle, the outer layer of 
which, is yellowish brown or amber. The inner 
layer resembling the outer in being homogeneous 
At the 


anterior and posterior margins of the sclerite 


and refracticle, however, is colorless. 


the colored as well as the colorless exocuticles 
progressively decrease in thickness and disap- 
pear as the arthrodial membrane is approached. 
In the larva of Cnidocampa flavescens, the whole 
regions of the cuticle are colorless, although the 
cuticular structure is specialized in the different 
regions. Four distinct layers are readily recog- 


nizable in the sclerites, while only two in the 


B3e Ble 


arthrodial membranes. The median two layers 
in the sclerite may be regarded as parts of the 
endocuticle, because they are neither haematoxy- 
linophilic nor fuchsinophilic indicating that tan- 
ned protein and lipid are not impregnated. At 
the anterior and posterior margins of the sclerite, 
the median two endocuticles become thinner and 
disappear as approaching the arthrodial mem- 
brane. 

In both the larvae of Barathra brassicae LIiNNE 
and Euxoa segetis SCHIFFERMULLER, the cuticles 
present an uniform structure over whole regions. 
They consist of the epicuticle, the exocuticle 
and the endocuticle. 


wy 


植物 中 の RNA/DNA と アブ ラム シ の 繁殖 

KESSLER, B., E. Swirskiand A. S. Tauori (1958) 
Effect of caffeine and other purines upon the 
ribonucleic acid/deoxyribonucleic acid ratio in 
leaves, and the suitability of these leaves for 
aphids. Nature 181 (4623): 1595~1596. 

植物 中 の RNA/DNA は 成長 に 伴っ て 高く な る 。 一 方 
アァ ブラ ムシ は 一 般 に 古い 葉 よ り 若 い 葉 を 好む の で , 実験 
的 に 葉 の 中 の RNA/DNA を 変化 させ て , アブ ラテ ラム ジジ の 
繁殖 を 調べ た 。 リン ご ゴ ご の 若葉 に カフ ェ イ ン 水 溶液 を 散布 
する と , その 濃度 の 上 昇 に 伴っ て 葉 中 の RNA は 増加 
UL, DNA は 減少 する 。 し た が っ て RNA/DNA は 急 
BUCH ED, 老化 し た 工 に 似 て くる 。 と の よう な 若葉 で 
アァ アブラムシ Aphis pomi Dec. を 飼育 する と , ZONA 
体 数 は 無 処 理 葉 で は 急速 増加 する が , 処理 葉 で は カフ 
=4 ン の 濃度 に 逆 比 例 し て 減少 する 。 

カワ = イン の 代り に テア ァ デ ニン で 処理 必 た 場合 で は この 
よう な 効果 は 見 られ な か っ た 。 他 方 Aphis craccivora 
Kocr K 対 し て は カフ ェ イ ン の ほか キサ ンチ EE 
6 同様 の 効果 が 認め られ た 。 

散布 し た カフ ェ イ ン の 葉 面 付着 量 ゃ や 工 中 へ 浸透 し た 量 
CKFOMUTCAKRETS, いずれ る 直接 アフ プラ ペン 類 
に 対し て 接触 毒 作用 や 中 毒 作 用 を 及 ぼ す は EO RULE 


UTHOBWCEBDD iz, 


aK 


DEORR DAF AAI AVICWT4A7 a4 YORE 
は , 若葉 中 に 代謝 変換 を 起き させ, 古い 葉 に 似 た 生理 的 状 
態 て する と と に よる も の と 思わ れ , COBARNA—D 
NA が 重要 な 役割 を 果して いる こと が 推定 され る 。』。 

。 (Rife HERS AAZESEB EAR ES) 


Ly 
Trogoderma granarium に よる 


各種 庶 水 化物 の 利用 
N.C. and=N. K>SUsrror (1958) a On 


the carbohydrate utilization by the larvae of 


Pant. 


Trogoderma granarium Everts (Dermestidae : 
Coleoptera). Experimentia 14 (2): 71. 
waAVATVAVEOR 
WC, 種々 の 植物 性 貯蔵 物 を 加害 し , 多く の 貯蔵 性 穀類 
の 甲 由 に と っ て 食物 に な ら な いよ うな る も の まで 飼料 と す 
る と と が 知ら れ て いる 。 そ こと で 合成 飼料 を 使用 し て 幼虫 
の 生育 に 対す る 22 種類 の 炭水化物 の 栄養 価 を 調べ た 。 
その 結果 , サッ カロ ー ス と マル トー ス を 康 水 化物 源 と 
し た 時 に 最も 良好 な 生育 が み ら れ , グル コー ス , メリ ビ 
ASA, Se a, 


Trogoderma gvranarium 


FIA -A, AVY b-As 
KOSMMH SKK MAS NI. FIZ b-A, HIF 
トー スム マン ノース ラクトース で は 生育 は 良好 で な く 
ペン トー ス 類 ,, ソ ル ボ ボース, トレ ハロ ョ ロー ヌス, 計 各種 精 ア ル 


コー ル は 全く 利用 され な か っ た 。( 虐 技研 平野 千里 ) 


Studies on the Diapause in the Planthoppers and 
Leafhoppers (Homoptera) 


Il. Arrest of Development in the Fourth and Fifth Larval 
Stage Induced by Short Photoperiod in the Green Rice 
Leafhopper, Nephotettix bipunctatus cincticeps UHLER! 


Ryoiti Kismmoro 
Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


INTRODUCTION 


The green rice leafhopper, Nephotettix 
bipunctatus cincticeps UHLER,’ hibernates as 
the fourth or fifth instar larvae among the 
weeds grown near paddy fields. It has 
been said that this species shows no clear 
arrest of development which can be con- 
sidered as the true diapause, larvae in 
the overwintering state being able to 
develop whenever these are put into effec- 
tive temperature. Moreover, the larvae 
are unable to live completely without 
suitable food during winter (Miyake, 1932; 
SHINKAI, 1954). The small brown planthop- 
per, Delphacodes striatella FALLEN, which 
was considered to have the true diapause 
in the 4th larval stage (Mryvaxe, 1932; 
Kisimotro, 1958 etc.) shows a similar reac- 
tion to high temperature, namely, larvae 
in diapause develop at 30°C without any 
pre-treatment necessary for the completion 
of diapause (Kistmoto, 1958). 

Larvae in the overwintering show a 
dark pigmentation compared with those 
during other seasons. On the other hand, 
the green rice leafhopper has a seasonal 
polymorphism, the spring form and the 
summer form, which differ from each 
other in the pigmentation (Esax1 & Hasut- 
moto, 1937). The spring form is often 
obtainable among the overwintering gener- 
ation. These facts suggest that some 


physiological changes may occur during 
the overwintering. 

Effect of photoperiod on the induction 
of diapause has been much studied during 
these years. Recently, MULLegr (1954, 1955) 
found that the seasonal polymorphism was 
also determined by photoperiod, the spring 
form being induced by short photoperiods 
and the summer form by long photoperiods, 
in Euscelis plebejus and E. lineoratus. 

Suggestions and criticism of Prof. S. 
Uripa of this laboratory are much ac- 
knowledged. 


MATERIAL AND REARING METHODS 


Three to five larvae were put into test- 
tubes (2cm in diameter and 17.5cm in 
length) within 24 hours of hatching, with 
a leaf blade or a seedling of the rice plant 
in each for food. A few drops of water 
were poured into each tube. Food and 
container were renewed every few days. 
The rearing was carried out in glass 
houses in which temperature was regulated 
at 10, 20 and 30°C respectively, and photo- 
periods over the natural day length were 
supplemented by artificial light of enough 
intensity. 

Initially the materials used were collected 
from a rice field at Kitashirakawa, Kyoto 
in early June, 1957, and larvae of the 2nd 
to the 4th generation were offered to the 
present experiments.. 


! Contribution from the Entomological Laboratory, Kyoto University, No. 308. 
* H. Hasegawa proposed Nephotettix cincticeps UHLER instead of Nephotettix bipunctatus cincit- 
ceps Unter at the 2nd Ann. Meet. Japanese Soc. Appl. Ent. Zool. 1958. 


(Received for publication, July 10, 1958) 
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RESULTS 


Rearing under a short day and a long day 
photoperiod at 20 and 30°C.—Rearings 
under 8hr and the natural day length 
(ca. 14hr 30min) were carried out from 
the middle of June. Curves showing the 
progression of instar are shown in Fig. l. 
Mortality during the larval period was 
almost negligible. 

Arrest of development in, the 4th and 
the 5th larval stage is clearly shown under 
a short photoperiod of 8 hr at 20°C. De- 
velopmental period of each larva varies 
in a considerable degree, the shortest one 
being near to that under a long photo- 
period and the longest exceeding two 
months. On the other hand, a well uniform 
oth moulting and emergency curves were 
obtained under a long photoperiod. Retar- 
dation of development was also observed 
in the 83rd larval stage, though not so 
conspicuous as ‘in the 4th and the 5th 
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Fig. 1. 
of instar at 20°C. 
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larval stage. Rates of increase of the 


‘developmental period of the 4th and the 


5th instar comparing to those under the 
long photoperiod are rather parallel and 
special instar showing a particular elon- 
gation of developmental period was not 
easily determined. 

The larvae in the state of arrest of 
development look dark after the 3rd and 
the 4th moulting, while the larvae under 
the long photoperiod present a greenish 
yellow pigmentation, especially on the 
dorsal part of thorax. This pigmentation 
seems to originate from the pigment in 
the wing bud which can be seen through 
the transparent body wall. Indeed, the 
larvae of the former group too present a 
similar pigmentation approaching to the 
moulting. 

At 30°C no apparent effect of photo- 
period on the developmental speed was 
observed. 

Rearing under a short day and a long day 


days 


Accumulated moulting curves of each instar showing the progression 
A: under a long day photoperiod of 14 hr 30 min. 


B: under a short day photoperiod of 8 hr. 


20 30 


70 
days 
Curves showing the progression of instar at alternating temperature between 


is 8 2) and 10°C (16 hr). A: under permanent illumination. B: under 
lulumination at 30°C and darkness at 10°C, namely under a short photoperiod. 
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photoperiods at alternating temperature be- 
tween 30 and 10°C.—To detect the effect 
of low temperature on the induction of 
arrest of development, alternating condi- 
tion of temperature between 30°C for 8 hr 
and 10°C for 16 hr was set. In one group, 
a darkening phase of 16 hr was coincided 
with 10°C and in another group no dar- 
kening phase was given. Temperature of 
10°C seems to be low enough for the in- 
duction of diapause if it is effective. The 
result is shown in Fig. 2. Rearing was 
stopped at the 70th day from the beginning 
of rearing. Larval mortality was negligible. 

Clear elongation of the developmental 
period was found in the 4th and the 5th 
larval stage under the short photoperiod. 
On the other hand, under permanent 
illumination the larval development takes 
place steadily though the individual 
variation of developmental period in- 
creases a little with instar. 

The elongation of larval period is shown 
to be primarily induced by the _ short 
photoperiod. Low temperature of an ap- 
propriate range is of course necessary but 
its effect is not direct. Under a long 
photoperiod larvae seem to develop ac- 
cumulating the intermittent growth which 
may take place at 30°C and considerably 
high developmental speed can be found. 
This ability seems to be unobtainable or 
depressed to a very low level under a short 
photoperiod. 

Effect of a long day photoperiod and high 
temperature on the 4th instar larvae reared 
under a short day photoperiod at 20°C.—The 
larvae reared under a short photoperiod 
of 8hr at 20°C until the 3rd moulting were 
thereafter transferred to the condition of 
permanent illumination at 20°C and 30°C. 
The result is shown in Fig. 3. 

Effect of permanent illumination to ac- 
celerate the larval development which is 
photoperiodically suspended, so to speak, 
at 20°C is clearly shown. High temperature 
of 30°C is also responsible for the accelera- 
tion of development, but the effect is in- 
complete without a fulfilment of the photo- 


periodical condition. A little long 5th 
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The 4th moulting and the emergency 
curves of the larvae put into perma- 
nent illumination and 8 hr illumina- 
tion at 20 and 30°C. The larvae were 
reared until the 3rd moulting under 
a short photoperiod of 8 hr at 20°C. 
A: under permanent illumination. 
B: under a short photoperiod. Bro- 
ken line: at 30°C. Whole line: at 
20°C. 


larval period and a little large variation 
of larval period under the short photo- 
period indicate the residual effect. 
Relation between the Ist to 3rd larval 
period and the 4th to Sth larval period, and 
that between the 4th and the 5th larval 
period under a short day photoperiod at 
20°C. The results are shown in Fig. 4 and 5 
from the experiments described in Fig. l. 
It is shown that the larvae having longer 
I-III larval period present clearer elonga- 
tion of IV-V larval period. The larvae 
having extremely short I-III larval period 


8 


8 


8 


Duration of N.Y larval stage 


2 


20 
Duration of TE larval stage 


Relation between the duration of the 
Ist to 3rd larval stage under a short 
photoperiod at 20°C. Broken line 
shows the maximum duration of the 
larvae under a long photoperiod at 
the same temperature. 


Fig. 4. 


Fig.5. 
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Duration of Y larval stage 


10 
Duration of W larval stage 


Relation between the duration of the 
4th and the 5th larval stage. Other 
explanation is similar to Fig. 4. 


Vol. 3, No. 1 


show no difference from the larvae under 
a long photoperiod. This fact is also ap- 
plicable to the relation between the 4th 
and the 5th larval period. Those larvae 
which have longer I-III larval period than 
the border line present without exception 
the elongation of development in the 4th 
and the 5th larval period, but not true 
in vice versa. 

Absolute length of the 5th larval period 
is longer than that of the 4th larval period 
as shown in Fig. 5. But under a long 
photoperiod mean durations of the 4th and 
the 5th larval period are 6.0 and 10.3 days. 
It is difficult to decide which is more 
sensitive for the effect of short photo- 
period to induce the elongation of larval 
period. 

Effect of low temperature on 
the completion of the arrest of 
development.—Following to the 
ordinary method for the com- 


Fig. 6. 


days 
Effect of chilling at 10°C for various period 
under a short photoperiod of 8 hr after the 


3rd moulting. 


moulting. 


and the emergency curves. 


chilled for over 20 days. 


os 
oor 


The larvae were reared under 
a short photoperiod at 20°C until the .3rd 
Curves present the 5th moulting 


Number of adult 
emerged are shown in figures of the larvae 


pletion of diapause, larvae 
reared under a short photo- 
period at 20°C until the 3rd 
moulting were chilled at 10°C 
within 24 hr of the moulting 
for 10, 20, 30, 50, 70 days under 
the same photoperiod. During 
the chilling, it seemed to be 
necessary to renew the food 
plant, and wilting of food lead 
larvae to death. After the 
chilling: the larvae were re- 
turned to the same condition 
of temperature and _  photo- 
period as before the chilling. 
At 10°C the rice seedling easily 
wilts probably because of the 
low temperature, and high 
mortalities during the treat- 
ment seemed to be induced in 
most part by it. The result is 
shown in Fig. 6. 

High mortalities obtained in 
the 5th larval period, especially 
in those larvae which were 
chilled for longer periods, were 
also because of the unfavoura- 
bility of the food used in this 
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experiment adding to low resistivity of 
the larvae to the low temperature. Num- 
ber of abults emerged is shown in figure 
instead of emergency curve, for the high 
mortalities obtained may lead the emer- 
gency curves inexact. 

Chilling within 20 days has no effect 
on the development of larvae treated, the 
4th moulting curves being on a parallel 
position from the day when the larvae 
were returned to 20°C. Chilling for over 
50 days lead the larvae to moult promptly 
and uniformly. The 4th larval period 
after returning to 20°C become equivalent 
to that of the larvae reared under a long 
photoperiod at the same temperature. The 
5th larval period is exactly unknown, buta 
trend of prompt and uniform emergence 
can be perceived. 

Cold-hardiness at 0°C was studied with 
the larvae reared under a short photo- 
period of 8hr and a long photoperiod of 
16 hr at 20°C but the hardiness is very 
low in both groups of larvae and all larvae 
died within a few days. The low resis- 
tivity to low temperature seems to be partly 
connected with the necessity of presence 
of fresh food during the chilling. In the 
case of the diapausing larvae of the small 
brown planthopper the cold-hardiness at 
0°C is considerably high (unpublished 
result). In the central and southern part 
of Japan temperature of microhabitat of 
overwintering larvae is considered to 
reach scarcely to 0°C, and more resistivity 
to low temperature may be shown in other 
conditions. The present result does not 
necessarily mean the difficulty of over- 
wintering of this species. 


DISCUSSION 


The green rice leafhopper has been 
considered, as stated already, to have no 
true diapause. In fact, it seems to be 
true in some points, excluding the dia- 
pause-like behaviour mentioned above. As 
Bonnemaison (1945) and recently Legs (1955) 
stated, distinction between diapause and 
quiescence became difficult as researches 


were advanced. It seems inappropriate to 


consider that the arrest of development 
induced by a short photoperiod as in the 
present case is caused by unfavourable 
condition, and therefore as quiescence. In 
Legs’ words (1955), ‘‘ photoperiod is a 
stimulus which, unlike temperature, can- 
not be regarded as immediately favourable 
or unfavourable’’. Cousin (1932) qualified 
diapause as “tous les arréts d’activité et 
d’évolution accompagnés d’un ralentisse- 
ment du métabolisme, qu’elles qu’en soient 
les causes déterminantes ” (in Bonnemaison, 
1945). 

From these points it is impossible to 
deny that the present result on the arrest 
of development is to be recognized as 
diapause. 

On the other hand, the requirement of 
fresh food during the arresting period and 
low cold-hardiness studied preliminary in 
the present experiments remain as the 
favourable characters for considering the 
arrest of development as non-diapause. 
Metabolic adjustment of the larvae in the 
state of arrest is remained to be solved, 
but it is clear that some physiological 
changes are induced in the larvae under 
a short photoperiod comparing to those 
under a long photoperiod from the fact 
that the development is accelerated and 
reaches to a well normal developmental 
speed in the 5th larval stage if the larvae 
in the state of arrest are put under a long 
photoperiod at the same temperature. 

The fact that the development of larvae 
is accelerated and becomes uniform after 
appropriate periods of chilling seems to 
offer another point favourable for con- 
sidering the arrest of development as dia- 
pause, though further studies are to be 
undertaken. 

Requirement of fresh food during the 
arrest of development does not diminish 
the possibility of overwintering of the 
larvae, for in most of Japan winter 
gramineous weeds which are suitable for 
the green rice leafhopper, grow near paddy 
fields. Indeed, larvae can overwinter on 
these weeds in the field and in laboratory 
condition. The arrest of development can 
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be considered to be adaptive for waiting the 
season when host plants are abundant and 
temperature becomes favourable for popula- 
tion growth of the species. 

Comparing to the diapause in the small 
brown planthopper, Delphacodes striatella 
Fallén (Kistmoto, 1958) the followings are 
concerned. The arrest of development is 
induced by a short photoperiod of favour- 
able temperature and prevented by a long 
photoperiod, in both species. The larvae 
in the state of arrest of development are 
induced to develop promptly and uniformly 
whenever they are put into a long photo- 
period at the same temperature. The 
larvae are considered to retain the sen- 
sitivity to a long photoperiod during the 
state of arrest of development in both 
species. At high temperature, such as 
30°C no arrest of development is induced, 
larvae developing completely in the same 
speed without regard to the photoperiod. 
This fact is similar to the ordinary cases. 

On the other hand, some differences are 
also found out. Duration of the arrest of 
development is longer in the small brown 
planthopper than in the green rice leaf- 
hopper at 20°C and the arresting stage is 
almost restricted to the 4th larval stage 
in the former species, but in the latter it 
is difficult, in the present state, to decide 
which is the more suitable stage to be 
concerned as the arresting stage the 4th 
stage or the 5th stage. Cold-hardiness at 
0°C and the resistivity to food shortage 
are much higher in the former than the 
latter. 


SUMMARY 


The green rice leafhopper, a pest of 
the rice plant, Nephotettix bipunctatus cin- 
cliceps UHLER, was reared under a long 
photoperiod and a short photoperiod at 
20°C and 30°C, and the following results 
were obtained. 

1. At 20°C a clear elongation of the 
duration of the 4th and the 5th larval 
stages was found under a short photoperiod 
of 8 hr, while under a long photopeeriod 
of ca. 14 hr 30 min a normal development 
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was found. 

2. At 30°C no effect of the photoperiod 
on the development was found. 

3. At alternating temperature between 
10°C for 16 hr and 30°C for 8 hr per day, 
much clear elongation of the developmental 
period was found if the larvae were kept 
in darkness at the phase of 10°C. On the 
other hand, normal development was 
obtained under permanent illumination. 

4. The larvae in the arrest of development 
were induced to develop promptly if they 
were put in a long photoperiod even at 
the same temperature of 20°C. High tem- 
perature, such as 30°C is also effective 
without regard to the photoperiod in which 
the larvae are to be put, though it is 
more effective under a long photoperiod 
than under a short one. 

5. The development of the larvae in 
the state of arrest is induced to normal 
if the larvae are chilled at 10°C for more 
than 50 days. 

6. It was discussed whether or not the 
arrest of development can be considered 
as a diapause. As affirmative characters 
the followings are concerned, that is, the 
arrest of development is induced by a 
short photoperiod and the arrest is com- 
pleted by chilling for appropriate dura- 
tions. As negative characters, larvae in 
the arresting state need succulent food 
without which they soon die and cold- 
hardiness at 0°C is low compared with those 
characters in the small brown planthopper. 


LITERATURES CITED 


Bonnemaison, L. (1945) Ann. Epiphyt. 11: 19~56. 
Cousin, G. (1932) Biol. Bull., suppl. 15: 341. 
Esaki, T. & S. Hasuimoro (1937) Minist. Agr. 
Forest. Japan, Nojikairyoshiryo 127: 1~135. 
Kistmoto, R. (1956) Oyo-Kontyu 12: 202~210. 
Kistmoto, R. (1958) Japan. J. Appl. Ent. Zool. 
2: 128~134. 
Lees, A. D. (1955) The Physiology of Diapause 
in Arthropods. Cambridge Univ. Press. 
Miyake, T. (1932) Kontyu 6: 20~36. 
Mutter, ‘H. J. (1954) Beitr. z. Ent. 4: 1~56. 
Miier, H. J. (1955) Verh. Dtsch. Zool. 
Tubingen 1954, 307~316. 
SHINKAI, A. (1954) Oyo-Kontyu 10: 38~40. 


Ges. 


March, 1959 KisimoTo: Studies on the Diapause in the Planthoppers and Leafhoppers 55 


摘 


7 VHROKRKCH ST 4H 
I. ツマ マグ ロ ヨ コバ パイ の 幼虫 発育 に 及ぼ ず 日 長 と 温度 の 作用 


Fe 


a = 


BABA EF BaF AB BB Ha EE SE 


ッ ツマ グロ ョ コバ イ は 幼虫 態 で 越冬 する が , HMRVEL Ze 
いと いわ れ て きた 。 し か し 条件 に よっ つて は いろ いろ な 休 
| 眠 様 現象 を 示す こと が わか つた 。 

1) 20°C で 短 日 (8 時 間 照 明 ) お よび 自然 日 長 ( 約 
14 時 間 30 分 ) で 初 令 より 飼育 する と , 前 者 で は 4,5 令 
「 で 明らか な 発育 遅延 が 見 られ , 幼虫 は 暗色 を 帯び る 。 一 
方 後者 で は 正常 に 発育 し , 腕 皮 直後 も 黄 緑 色 を 帯び る 
(第 1 図 )。 

2) 照明 時 間 (8 時間 ) 中 を 30°C, 噌 黒 時 間 (16 時 
間 ) Hz 10°C と する よう な 変 温 下 で は . 幼虫 の 発育 遅 
延 は さら に 明らか に な る が , 同じ 変 温 条 件 下 で も 連続 照 
上 明 下 で は 発育 は 正常 で ある (第 2 図 )。 

3) 30°C で は 長 日 , 短 日 と も に 発育 遅延 は 見 られ な 
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4) 20°C, 8 時 間 照 明 下 で 4 令 化 し た 幼虫 を 連続 照明 
下 に 移す と 発育 は 促進 され る 。 ま た 同じ 幼虫 を 30°C 下 
に お いて る も 発育 は 促進 され る が , 同じ 30°C FC4 RA 
下 の ほ うぅ が 促進 の 程度 は 高い (第 3 図 )。 

5) 同じ 幼虫 を 10°C で 50 日 以上 低温 処理 する と そ を 
の 後 20°C, 8 時 間 照 明 下 に お いで も る 正常 に 近い 発育 を 
する よう に な る 傾向 が 見 られ た (第 6 図 )。 

6) ここ で 見 られ た 発育 遅延 は , その 誘起 に 対し て あ 
る 範囲 内 の 温度 で の 短 日 の 効果 が 明らか で あり , その 他 
以上 の 講 点 より みなみ て, や は りり 一種 の 休眠 状態 に ある も の 
ど 考 そら れる 。 

7) ヒメ トビ ウン カカ 幼虫 に お ける 休 過 と 比較 し , 多く 
の 類似 点 を 見 出す こと が で 
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Daniets, N. E. (1957) Greenbug populations and 
their damage to winter wheat as affected by 
fertilizer applications. J. Econ Ent. 50(6): 793 
~794. 

Arant and Jones (1951) お よび BLICKENSTAFF 5 
(1954) (SKBRIABRCOLF IT TIT’ シ Toxoptera 
graminum OM Rids BRAVE O Ke Hit & VLE HOB 
FICHACERMRUIK 筆者 は さら CRs RMR, カリ 
お よび カル シウム と 組合 せ て 施用 し て 栽培 し た 小麦 に 
お ける ムギ ノ ファ ブラ ムシ の 多 殖 を 調査 し た 。 温 室内 の 試 
験 で は , 1 本 の 小麦 あたり の アブ ラム シ 数 は , 前 に 報告 
され た と 同様 に 無 容 素 区 で 多く , BRMAR CH >> 
た 。 ま た 焼 酸 単 用 区 , 窒素 - 焼 酸 区 , 窒素 - 炎 酸 - カ リ 区 


PK 


で は デア ブラ ムシ の 繁殖 は 少な か っ た が , BRELBITH 
ル シ ウ ム を 施用 する と , アブ ラム シ の 数 は 著しく 増加 し 
た 。 こ と の 結果 ゃ を 小麦 植 物 の 重量 あたり に 換算 する と , ア 
FILVYVORUSR ABR, 窒素 - 焼 酸 - カ ゎ カリ 区 で 少な 
く , PBK, 無 窒 素 区 , 窒素 - カ ル シ ウ ム 区 で 多かっ た 。 

野外 試験 の 結果 る 窒素 を 与え る と 小麦 の 生育 が 良好 と 
ih, 小麦 植物 の 重量 あ た h の アブ ラム シ 数 は きわ めで 
Dit, と これ に RRs 組合 せ て も 同様 の 傾向 が み ら れ 
た 。 こ とれ ら の 結果 か ら み て ムギ フラ アブ ラム シ の 場合 , = 
素 , 焼 酸 お よび カ ヵ り 肥料 を 適当 に 多量 に 与え そる と こと は 植 
物 の 生育 を 良好 に する た め に も , また ムギ ノア ブラ ムシ 
の 仙 殖 を 抑え る 効果 か ら る も 有用 で ある ろう 。 

( 由 技 研 平野 千里 ) 
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New record of the hosts of the Japanese 
Coccophagus (Hymenoptera: Aphelinidae)' 


By Tetsusaburo TACHIKAWA 


Entomological Laboratory, College of 
Agriculture, Ehime University, Matsuyama 


In my previous paper I gave a list of 
the known hosts of the Japanese species 
of the genus Coccophagus. Later I had 
the opportunity to find some unrecorded 
hosts of the two aphelinid wasps as listed 
below. 

Many thanks are due to Dr. Keizo Yasu- 
MATSU for his valuable aids in many ways, 
to Dr. Ryoichi Taxanasui for his kindness 
in determining the host scale insects, and 
to Messrs. Shigenori Oxupa1 and Kenkichi 
Hirose for the gift of some materials. 

1. Coccophagus hawaiiensis TIMBERLAKE 

New record of the hosts: 


Pulvinaria okitsuensis Kuwana—Reared 
on September 7th, 1957, from the 
materials which were collected at 
Okitsu, Shizuoka Prefecture, by S. 
OKUDAI. 

Pulvinaria oyamae Kuwana—Reared on 
June 15th, 1957, from the materials 
which were collected at Maruko, 
Nagano Prefecture, by K. Hirose. 

2. Coccophagus ishiit COMPERE 
New record of the hosts: 

Pulvinaria hazeae Kuwana—Reared at 
the beginning of June, 1957, from 
the materials which were collected 
at Matsuyama, Ehime Prefecture, 
by me. 

Pulvinaria torreyae TakaHasni—Reared 
from the end of April to May, 1958, 
from the materials which were col- 
lected at Matsuyama, Ehime Prefec- 
ture, by me. 
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HMB RROWILEO pH 

Grayson, J. Mc. D. (1958) 

of six species of Coleoptera. Ann. Ent. Soc. 
Amer. 51(1): 403~405. 

6 MOMMA AR DOM O pH を 硝子 電極 法 で 

調べ た と こと ころ, 食餌 と 密接 な 関係 が ある と と が わか つた 。 

すなわち コ 杏 駐 ボ ハ ムシ 


Digestive tract pH 


Leptinotarsa decemlineata 
Say で は 部 位 に よる 変化 が 少な く , pH. 5.6~6.6 CHO 
た 。= ニ = ニレ に つく ハム シ の 一 種 Monocesta coryli Say で 
は や ゃ や ゃ 範囲 が 広く 5.7~7.3 ん で W200 の 
一 種 Leptura sp. で は 上 の 場合 と 似 て おり 5.5~7.1 
で あつ た 。 こと の 結果 は 属 , 種 な ど が 異な る が SwinGLE 

931) の 例 と 一 致す る 。 

RichADS Bic aHALRY O —B Osmoderma 


scabra Brauy. や クロ ッ ャ ムシ の 一 種 Passalus corn- 


wtus FasR. で は 部 位 に よる 変化 大 きく それ ぞ れ 7.5 


録 


s 
~10.2, 5.9-9.0 で ぁ つ た 。 後者 の 結果 は 前 腸 で の 例 
を 除け ば Swincre (1931) に 一 致す る 。 中 腸 は 特に アル 
カリ 性 が 高く さら に 中 腸 内 で も 前 者 で は その 中 部 , 後 
者 で は 前 部 が 高い 。 ま た 土壌 中 に すん で 座 植 を 食べ る と 
考え られ る コガ ネム シ の 一 種 Cotinis nitida L. Ci Al 
じ し く 7.6~10.1 の 箇 囲 E と あぁ つた 。 と この よう に BKK 
質 ゃ 食べ る る の は 中 性 より アル カリ 性 を 示す が , 植物 の 
工 , 木質 部 , 穀物 , 動物 組織 を 食べ る 甲 中 で は 徹 ア ルカ 
リ 性 な いし 酸性 を 示す 。 と この よう に MEO pH BA 
餌 と 密接 な 関係 が ある と と は すでに 双 贅 目 に つい で 報告 
し た が (Grayson, 1955), 一 方 WATERHoUsE (1949) 
は 中 腸 の アル カ ヵ カリ 性 の 高い と と は 鮮 贅 目 の 特徴 で みる と 
と を 指摘 し , 分 類 上 の 位置 と の 関連 を 考え て お り , tn 
ら に つい て は さら に 検討 すべ き で ある 。 
, (BEEF 
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RRR UA FIRING + Len, A 
5 判 , 856 ペー ジ , 1,100 AGkHL 4), 日 本 植物 防疫 
協会 (東京 ) 発行 

昆虫 学 , 応用 尼 虫 学 の 研究 の 手 び どき と な る よう な 実験 
指導 午 は か ね て か ら 広 くく 要望 され て いた が , 今回 防疫 協 
会 か ら 上 記 3 氏 編集 に な る “昆虫 実験 法 ” が 刊行 され た 
と と は 誠に 喜ば し い 。 内容 と 執筆 者 は 次 の 通り CHS. 

実験 室 お よび 飼育 室 ( 加 藤 静 夫 ・ 畑 井 直 樹 ), ek ME 
STE CL MSS + KRG), 度量 術 の 測定 と その 取扱 い 

(諏訪 内 正 名 ), 気象 観測 法 ( 加 藤 際 奥 雄 ), 採集 ・ 標 本 製 
| (RCRA), 昆虫 飼育 法 (深谷 員 次 ・ 肉 原 寛 夫 ・ 石 
井 象 二郎 ), 形態 実験 法 (安松 京 三 ・ 宮 本 正 一 ), 顕微 鏡 
取扱 い 法 (小林 勝利 ), ミク ロ テ ク ニッ ク (小林 勝利 ), 
pH 測定 法 ( 石 井 象 二 郎 ), 組織 化学 ( 入 戸 野 康 彦 ), ペー 
パー クロ マト グラ フィ ー( 富 沢 長 次 郎 ), 放射 性 同位 元素 
ARIE GRRE), MPEG EZ RE), 呼吸 測定 
法 ( 深 見 順一 ), 殺虫 生理 実験 法 (山崎 輝男 ・ 橋 橋 敏 夫 ), 
皮膚 と PA OG CR), コリ ン ェ ステ ラー ゼ 
(弥富 喜 三 ), 天敵 調査 法 ( 安 松 京 三 ), ハダニ = 実験 法 ( 江 
ORR =), 線 虫 実 験 法 (一 戸 稔 ), SARA (A 
俊郎 ), 発生 予察 実験 法 (深谷 昌 次 ・ 鳥 居 西 蔵 ), RHA 
定 法 (高木 信 一 ・ 岡 本 大 二郎 ), 虫害 解析 法 ( 田 村 市 太郎 ), 
TREE ARE GHAI), 殺虫 剤 検定 法 (石倉 秀次 ・ 菅 
原 寛 夫 ), 農薬 散布 実験 法 ( 山 科 裕 郎 ), 写真 技術 ( 畑 井 直 
i - PAB), 結果 の 取 ま と め と 発表 (野村 健一 )。 

登載 項目 は すこ ぶる 広範 な 分 野 に また が り , KOK 
用 法 , 必 虫 の 採集 法 な どか ら ラ ジオ アイ ソト ー プ の 操作 
法 に 至る まで の 実験 法 が , 最新 の 知見 を 盛り こん で 平易 
に 解説 きれ て いる zs 収載 の 図表 も 豊富 で 理解 を 助け て い 

Bo MBRAICN FIV EMAKRIUICROSABEL 
っ て いる が , HA PMMUIBS SED, WES, 
各 剤 間 に と 用語 その 他 に 統一 を 欠く よう な 人 穫 所 が 散見 する 
の は 玉 き すず と いっ た と こと ろだ ろう 。1 本書 は 大 学 , 試 
験 場 , 研究 所 , 防除 所 な ど で 昆 虫 を 研究 する 人 の 座右 に 
備え る べき 参考 書 と し て 広く 推薦 し た い 。 

な お 本 書 は 近く 出版 され る 病理 実験 法 (明日 山 秀 文 ・ 
向 秀 夫 ・ 鈴 木 直 治 編 ) の 姉妹 書 と し て , 連携 的 に 企画 , 
編集 され 出版 を みた も る も の で ある が , 本 書 発行 に は 編集 委 
BEWAWAROBMAT CRAKS PoOEHCHS. 

(加藤 静夫 ) 

Proceedings of the 10th International Congress 


B5 判 , Vol. 1, .941 “—y; Vol. 
2, 1055. ペ ー ジ ; Vol. 3, 895 ペー ジ ; Vol.4, 1,115 ペ 
ー ジ ; Mortimer (Ottawa) 発行 

1956 年 モン トリ オー ル で 開催 され た 第 10 回 国際 昆虫 
学会 の 報告 が 1958 年 末 に な っ て 発刊 され た 。 4 僅か ら 
な り , 合計 4006 頁 の 膨大 な も る も の で ある 。 1 巻 に は 緒言 
(HS, AR, あい さ つ な ど ), 分 類 , 形態 ・ 解 剖 , 分 
布 , 古生物 学 , ダニ = その 他 陸 生 節 足 動 物 , 2 巻 に は 生理 ・ 
BMS, 行動 , 生態 , 遺伝 ・ 細 胞 ・ 生 物 統計 学 , 3 巻 に 
HR ERB, 医用 ・ 獣 医 晶 虫 学 , 4 巻 に は 貯蔵 物 ・ 森 林 
昆虫 学 , 天敵 利用 , 養蜂 の 発表 論文 が 登載 され て いる 。 

昆虫 学 の 発達 と , 国際 学会 の 規模 の 大 きい の を 知る 上 
に 貴重 な 文献 で ある 。 なお, 本 書 は 出席 者 と 予約 申込 者 
の み に 配 布 さ れ た 。 (石井 象 二 郎 ) 

Methods of Testing Chemicals on Insects Vol. 
I, H. H. Sueparp jf, A5 判 , 356 ペー ジ , 2,000 円 
Burgess Publishing Co. (Minneapolis) 発行 

と の シリ ー ズ の 出版 目的 は , 殺虫 剤 の 昆虫 に 対す る 種 
々 な 作用 を 解明 し よう と する と き に , 実際 に 行わ れ て い 
る 各種 の 研究 法 を 平易 に 解説 し よう と し た も の で ある 。 
第 1 巻 の 本 書 に は 昆虫 の 生理 に 及ば ぼ ば す 殺 虫 剤 の 作用 と い 
っ た よう な 基礎 的 な 方 面 や , 殺虫 剤 施用 の 一 般 的 技術 な 
どの 項目 が 14 章 に 分 け て 登載 され て いる 。 MBIT IS “RY 
虫 剤 の 化学 と 作用 ” の 著作 で 令 名 の ある H.H. SKErARD 
が 当り , 各 章 の 執筆 に は この 道 の 狂 々 た る 大 家 連 が 筆 陣 
を 張っ て いる 。 本 書 の よう な 室内 に お ける 殺虫 剤 の 研究 
法 を 総説 的 に 平 明 に 解説 し た 手 び き 書 は 今 ま で 類書 が な 
か っ た だ け は に, と の 出版 は 誠に と うれしい 限り で あぁ る 。 

各 章 に は それ ぞ れ の 分 野 で の 従来 の 代表 的 な 研究 法 が 
具体 的 に 紹介 され て お り , 一 通り 読む だ け で も 興味 深く , 
教え られ る と と ろ の 多い 著書 で ある 。 し か し , 研究 手 び 
き 書 と し て は , も っ と 豊富 な 図 や 表 が ほし か っ た と 願う 
Olt, あな が ち 私 一 人 だ け で は あぁ る まい 。 殺虫 剤 関係 の 
研究 に 携わる 人 は ぜひ 備え て お きた い 一 書 で あぁ る 。 

本 書 の 内 容 と 執筆 者 は 次 の 通り で あぁ る 。 

昆虫 の 皮膚 に 関す る 表 面 現象 (W. M. HoskiNs), Best 
ORM OM (A. G. Ricgarps), 尾 虫 の 呼吸 測定 (R. 
Craig), ワウ モン ゴキ ブリ 標本 に よる 電気 生理 学 的 実験 
(K. D. Roeper and E. A. WEIANT), BHO TARR 
の 研究 (R. L. Parton), 放射 性 トレ ー サ ー 実 験 法 (A. 
W. Linpauist), BHO WRATH ICT 4 OE CW. 
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V. Kine), 局所 処理 法 と 注射 法 (R. L. Mercatr), 給 
食 法 , 給水 法 に よる 和 姓 性 試験 法 (FF. W. Fisk), 浸漬 試 
faye (A. H. McIxTrosr), 精密 散布 試験 法 (C. PoTTER 
and M. J. Way), 精密 散 粉 試験 法 7. E. Dewey), & 
蒸 剤 の 試験 法 (R. T. Corton), MAA CHA (N. 
TURNER) o (山崎 輝男 ) 
Annual Review of Entomology Vol. 4, E. A. 
SrgiNHAUS 編 , A5 判 , 340 ペー ジ , 3,000 円 , Annual 
Reviews Inc. (Pala Alto) 発行 

本 書 の 第 1 券 が 誕 廊 し た の は 1956 年 で あっ た が , そ 
の 後 毎年 順調 な 発行 を 続け ,, この ほど 第 4 巻 の 発行 を み 
た 。 本 書 は BAO 各 分 野 に お ける 近年 の 業績 の 総説 
を , それ ぞ れ の 専門 家 が 分 担 載 筆 し た る も の で あり , BH 
野 の 最近 の 研究 動向 を 知る に は 倫 好 な 書 で ある 。 BAS 
に 収載 され た 項目 と 執筆 者 は 次 の 通り で ある 。 

工業 地帯 に た お ける 黒 化 現象 (H. B.D. KsTTLEWELL), 
近 緑 種 間 の 分 類 上 の 問題 (W. J. Brown), 昆虫 の 血球 


3 le 


(V. B. WiccreswortnH), 個体 群 の 動態 (T. Burnett), 
ミ バエ 類 の 生態 (L.D. Curistenson and R.H. FooTE), 
BRO MA Seth 研究 (P. S. MESsSENGER), アブ ラム 
シ 類 の 生態 (]. S. Kennepy and H. L. G. Stroyan), 
昆虫 の 行動 と 近代 行動 学 の 概念 (G. P. BAERENDS), & 
虫 組織 の 培養 (M. F. Day and T. D. C. Grace), & 
虫 の 色素 (R. I. T. Cromartiz), 昆虫 の 呼吸 (H. A. 
SCHNEIDERMAN), HHO = 7 bx € Y (A.BUTENANDT 
and P. Kartson), 殺虫 剤 の 作用 機構 (P. WINTER- 
INGHAM and S. E. Lewis), 殺虫 剤 残 湾 の 生物 検定 (S. 
Nacasawa), 果樹 害虫 と その 防除 (M. M. Barnes), 志 
虫 防除 の 種子 処 理 (W. H. Lance), 寄生 蜂 類 の 生態 (R. 
L. Doutt), 昆虫 で よる 雑草 駆除 (C. B. HUFrAKER); 
ノミ と 疾病 (W.L.JrgrLLison), vI)V VORB Ce 
虫 (P.F.RussgrLr), 微生物 に よる 害 起 駆除 で CY.TAaNaADA), 
カミ キリ ムシ 科 の 生態 (EE. Gorton LirsLgy)。 
(BAE—) 
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第 16 回 昆虫 生理 談話 会 例会 
第 16 回 昆虫 生 理 談 話 会 例会 は 昭和 33 年 10 月 18 日 
午後 2 時 か ら 農 業 技術 研究 所 で 開催 , 次 の 2 講演 が あっ 
ko BEF 15 名 。 
1. ハサミ ムシ の 幼虫 の ホル モン と 生殖 器 の 発育 
ABA 和雄 (東大 教養 ) 
2. 昆虫 の 耐病 性 に 関す る 諸 間 題 
朝比奈 英 王 (北大 低温 研 ) 
第 3 回 昆虫 生理 談話 会 シン ポジ ウム 
Foner PERS EROS 3 回 シン ポジ ウム は 「 色 素 」 
の 間 題 を と りあ ぁ あげ て , 昭和 33 年 11 月 22 中 午後 1 時 
か ら 都 立 大 学 理学 部 で 開催 , 次 の 3 講演 と 討論 が あり , 


BRE 100 名 近く を 数 え 盛 会 で あっ た 。 


1. アゲ ハチ ョ ヴ 帽 の 保護 色 と そ の 生理 機構 
Ame CELA) 
2. nia “vEev” DRESKERCOVT 
. RUA (都立 大 理 ) 
3. 鱗粉 の プ テ サ ン と シロ チョ ウ 科 の 分 類 
AAD CAIN KD 
第 17 回 昆虫 生理 談話 会 例会 
第 17 回 例会 は 昭和 34 年 2 月 14" 目 午後 1 時 半 か ら 
東大 農学 部 で 開催 , 次 の 2 講演 が あっ た 8 参 会 者 25 名 8 
1: 放 カイ 6 の NN ロス NN ララ 


斎藤 SE (都立 大 理 ) 
2. ~ VEX OPER 
石原 廉 CE 糸 試 


= 
Ba 
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新編 集 委 員 の 依 嘱 
既報 の 通り 昭和 34~35 Fe BE SE SE SVK eR ER Fe 
に 決定 し た が , 新編 集 委 員 に は 下記 18 氏 が 委嘱 され た 。 
BETA - RE EK - faak—K - BHEROM - BRK 
次 弥富 喜 三 ・ 加 藤 陸奥 雄 ・ 加 藤 静 夫 ・ 国 井 喜 章 ・ 三 坂 
和英 ・ 野 村 健 一 ・ 小 町 正武 ・ 末 永 + KI + A 


S— - AER - KIEL - RRS 

安松 京 三 博 士 に 朝日 賞 

会 員 安 松 京 三 博士 は , 天敵 利用 に よる 害虫 防除 の 研究 
に よっ て 昭和 33 年 度 の 朝日 文化 賞 受 賞 の 栄 た 浴 き され た 。 
SHORES Lb SEIS HM LLEROKD CMR OE 
り で ある 。 な お 同 博 士 は 受賞 記念 と し て 本 学会 に 3 万 円 


| 
| 


1959 年 3 月 時 # es 


を 寄付 され た の で , 評議 員 会 で は この 処理 に つき 協議 し ME 支出 60, 000 23, 530 
て 結果 これ を 基金 に 繰り 入れ , 今後 学会 の 発展 に 運用 さ > ti B 30, 000 0 
PETWRES TEICRELKRO 学会 基金 繰入金 400, 000 
第 5 回 評議 員 会 _ 次 年 度 繰 越 金 99, 660 27,605 = 
GS 回 評議 員 会 は , 1 月 14 日 午前 11 時 か ら 農 業 技術 計 1,573, 810 1,907,793 _ 
| 研究 所 に お いて 下記 評議 員 出 席 の も と に 開催 され た が , 2. 協議 事項 
LRHMAR HED SVS ODE, 次 の よう な 報告 や 協議 (1) 昭和 34 年 度 大 会 開催 に つい て 
が あっ た 。 4 月 5~7 日 開催 の 大 会 運営 の 大 綱 を 協議 し 
DOR WER Cte)» WEEE + TREE + flak «I 大 会 役員 を 選定 し た 。 
井 直 樹 ・ 石 井 象 二郎 ・ 石 倉 秀次 ・ 上 遠 章 ・ 季 名 寿一 ・ 三 (2) Wen 34 EMEP HE 
BOE » SEAT + ANEEIERE + FE EYED + BES - 事務 局 提 案 の 予 算 案 を 審議 検討 し て , 別記 の 
SR ANIAIEE + JASCO + LLIN RSS よう な 予算 案 を 作成 , これ を 総会 に は か る こと 
幸生 に 決定 し た 。 
(1) HAAN 33 年 度 一 般 会 務 報 告 収 入 の 部 
年 度 末 会 員数 : BESSA 10 名 , 正会員 825 前 年 度 繰越 金 27, 605 円 
Fy WSR 224 名 綿 助 会 員 43 社 正 , @2AS%t 600, 000 
ARPA HK: 国内 交換 40, 国外 交換 48, そ 類 助 会 員 会 費 450, 000 
の 他 広 告 費 220, 000 
(2) 昭和 33 年 度 決算 報告 大 会 収入 90, 000 
WK の 部 EMM fore Ett 50, 000 
fF & 決 算 別刷 著者 負担 金 60, 000 
前 年 度 繰越 金 68, 810 円 68, 810 円 RE I A 30, 000 
iE, 準 会 員 会 費 560, 000 723, 280 助 hk 70, 000 
BUASRSR 560, 000 495, 000 ye 1,597, 605 
KR & 費 200, 000 224, 590 HO 
大 会 収入 95, 000 91, 550 SRR 720, 0004 
印刷 物 売 上 代 35, 000 58, 612 シン ポジ ウム 要 紀 製 作 費 100, 000 
Bimal Al TH Se 40, 000 144, 885 Bit RL ERE 60, 000 
RE WO 15, 000 31, 066 編 集 費 19, 000 
助成 金 0 70, 000 通信 郵送 費 187, 000 
計 1,573, 810 1,907,793 fii 品 & 30, 000 
x H OD 1K FE in 25, 000 
= eee | 決 算 集会 B 21, 000 
会 誌 製 作 費 650, 000 円 739, 839 円 大 会 費 220, 000 
シン ポジ ウム 要覧 製作 費 80,000 101, 261 変 通 費 5, 000 
Ge 費 19, 200 18, 760 手 4 150, 000 
通信 郵送 費 139, 400 146, 504 Rm 本 代 20, 000 
ii oh # 30, 000 25, 150 RE Sc HA 30, 000 
MHEE 40, 000 19, 149 > ta B 10, 105 
集 会 ff 19, 550 18, 808 _ 次 年 度 繰越 金 a 
大 会 費 223, 000 213, 612 at 1,597, 605 
2 OR 5, 000 2,540 学会 基金 800, 000 
製本 OM 20, 000 21, 010 (3) 新 幹 事 の 委嘱 
手 当 158, 000 150, 025 編集 幹事 土生 殺 申 ・ 福 原 橋 男 庶務 幹事 
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KB - SRE HA ROME, 新た に 
編集 幹事 に 三橋 @, 青木 淳一 両氏 , 庶務 幹事 
に 中 津川 筋 ・ 深 見 順一 ・ 中 田 正 彦 3 Ree 
FATLICREL Ko 
(4) 寄稿 原稿 の 処理 に つい て 
最近 寄稿 が 増加 し 受付 か ら 登 載 ま で 8 ヵ月 以 
上 を 要する 現状 な の で , こと の 解決 方 法 を 討議 し 
た 。 印刷 ペー ジ と 発行 回 数 を 増加 する と いう 意 
見 も る 出 た が , それ に は 会 頃 の 値上げ を 必要 と す 
る の で この 方 針 は と れ な い の で , さ し あ た り 会 
PLT ABR LL, 今後 受け 付け る 登載 原稿 の 
制限 ペー ジ 数 を 減少 し て 処理 する こと に し た 
(表紙 2 の 寄稿 規定 参照 )。 
(5) その 他 
(a) 会 則 の 解釈 : 会 則 第 23 条 “常任 評議 員 は 
評議 員 の 互選 に よっ つて きめ る ” と ある 互選 の 意 
味 に つい て, 写 選 と は 投票 と 話し 合い を 含む と 
いう 意見 准 よ び 投 票 に よる 選出 に 限定 し た いと 
いう 意見 が あり , この 解釈 の 研究 は 常任 評議 員 
SPEAR SNK. 
(b) HARES: 上 遠 前 会 長 は 旧 応 用 
動物 学会 ・ 目 本 応用 昆虫 学会 の 合同 準備 委員 長 
に 就任 以来 , 本 学会 の 発足 に 多大 の 尽力 を され 
ROCHE EBELEVEVDS READS), 
協議 の 結果 この 処理 は 常任 評議 員 会 に 一 任 さ れ 
fo GE! とこ れ は , そ の 後 の 常 任 評 議員 会 で 電池 
式 掛 時 計 を 贈呈 する と と に 決定 し , BELE)~ 
末永 ・ 中 塚 両 氏 に 日 本 農学 賞 
昭和 34 年 度 日 本 農学 賞 受賞 者 選考 の 目 本 農学 会 評議 
員 会 は 2 月 13 日 束 大 農学 部 で 開催 され た が , 本 学会 か 
ら 推薦 し た 末永 一 ・ 中 塚 憲次 両氏 も 受賞 の 栄 を 得 ら れ 
た 。 上 昨年 に 引続き 本 年 も 本 学会 会 員 が 受賞 され た こと と は 
WROD MBICEARV so 授賞 式 な は きた る 4 月 4 日 
(年 ) 午 後 1 時 か ら 東 大 農学 部 で 開催 の 第 30 回 日 本 農学 
夫 会 で 行わ れる 。 
な お , 本 年 度 の 日 本 農学 賞 受賞 者 な ら び に 業績 は 次 の 
通り で ある 。 
HD Yh ・ ョ ヨコ バイ 類 の 発生 予察 に 関す る 総説 
日本 応用 動物 昆虫 学会 会 員 末永 — + HURRY 
畑作 用 水 法 の 合理 化 に 関す る 研究 
日本 作物 学会 会 員 玉井 虎太郎 
奪 奉 微 気象 に 関す る 研究 
日本 奏 糸 学会 ・ 日 本 農業 気象 学会 会 員 
A OUATA PENG Ic I+ 5 HE 
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本 邦 土 壌 型 に 関す る 研究 

目 本 土壌 肥料 学会 会 員 
JERERFLEME IC BAS 5 

目 本 農芸 化学 会 会 員 

RAE 清 ・ 柴 崎 一 雄 ・ 松 田 和 雄 
収穫 事 た 関す る 基礎 的 研究 と 信州 地方 カラ マツ 林 
IER D Fale BARZSSR fq = 

HABEBR(CASDRAHMERSS 

本 年 度 本 学会 賞 授賞 者 の 選考 は 全 評 議員 の 郵便 投票 に 
ょ り 行 われ た が , 農業 技術 研究 所 病理 昆虫 部 農薬 科 鈴 木 
照 魔 氏 の “農薬 の 物理 化学 的 性 質 と 効果 に 関す る 研究 ” 
と 対し て 授与 され る こと に 決定 し た 。 な お 授賞 式 な ら び 
に 受賞 者 記念 講演 は きた る 4 月 6 目 の 本 学会 大 会 第 2 上下 
衣 に 行わ れる 。 業績 要旨 は 次 の 通り で ある 。 

農薬 の 物理 化学 的 性 質 と 効果 に 関す る 研究 
GARE GEM) 

一 般 に 農薬 の 物理 化学 的 研究 と 称す る と き は 広範 多岐 
に わた る が , 大 別 す る と 農薬 主 成 分 自身 の 物理 化学 的 性 
質 と 農薬 施用 時 に お ける 物理 化学 的 諸 現 象 を 取扱 う 面 に 
分 けら れる 。 こ の 研究 は 後者 , 中 で も 従来 最も 多く 使用 
きれ た 液剤 と 粉 剤 に つい て 論じ た も の で あっ て 7 ご の 部 
分 に 関す る 問題 を 農薬 の 物理 性 と も 呼び , 一 般 に 定性 的 
こと 観察 する こと が 可能 で ある が 定量 的 に 取扱 うど と が 困 
難 で ある ちる 。 

と の 問題 を 取 援 うに あたっ て 常に 注意 を 投 っ た 点 は , 
も ろ も ろ の 現象 を 単に 上 隣 間 的 ある い は 断片 的 に 取上げ る 
だ け で は な く 2 次元 的 に 追及 する こと, PBEM 
質 の 重要 度 は 等 し く と も , BROW RIC MISS WA SHE 
も 劣っ た 性 質 に よっ て 制約 され る と と , 粉剤 の 場合 は 液 
剤 の 場合 の 表面 張力 , 比重 , HABE, 接触 角 な ど に 相当 す 
る 基本 的 性 質 が 欠け て いる 点 な ど で あ る 。 

その た め あめ 粉剤 で は 北 集 力 の 概念 を か な り 広 範 に 用 い )j 
KAR, SUN, 粉剤 の 構造 を 論じ , 液剤 で は ぬれ 
の ヒス テリ シス 現象 を 加味 し て 付着 の 問題 を 解明 し た 。 

と の 種 の 研究 の 目的 は 現実 を 対象 と し た 可能 性 の 申 に 
応用 を 見 出す 点 に ある 。 そ の 応用 を 具体 化す る も の が 上 工 
薬 補助 剤 で あぁ る 。 ま た 補助 手段 に 散布 器具 が あぁ る 。 と れ 
ら の 手段 は 可能 性 の 中 に 見 出さ れる 普遍 則 の 点 を お さえ る 
て いる も の で , 農薬 施用 時 の 環境 が 変る と き は 点 を 移動 
させ る と と に よっ て 目的 を 達する こと が 可能 で ある 。 液 
ALC HAITI ODM, RA, 安定 な ど に 類似 点 が 多 
い が , 見 掛け 上 著しく 異な る の は 前 者 が 対象 物 に 対 る 
ぬれ や ゃ すき の 効果 に 及ぼ す 影 響 が 大 きい の に 反し て , 後 
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者 は 付着 する まで の 過程 で 飛散 する 薬剤 が 多い と と で あ 


る 。 こ れる も 液剤 の 微粒 子 散布 と に よっ て 粉剤 と 類似 する 。 
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第 7 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 
第 7 回 例会 は 昭和 33 年 11 月 1 日 午 後 2 時 か ら 上 農業 
技術 研究 所 で 開催 , 次 の 2 講演 が あっ た 。 参 会 者 25 名 。 
1. 最近 の シロ アリ 被害 と 防除 対策 
森 和信 郎 ・ 態 谷 百 三 ( 慶 大 生物 ) 
最近 ショ アリ の 被害 が 急激 に 増加 し て きた が , TOR 
因 は , (1) 戦後 基礎 の 低い 床下 通風 の 悪い 雨漏り の す 
る よう な 粗雑 な 住宅 が 多く 建て られ た と と , (2) 戦時 
中 の 防空 壌 用 材 ・ 戦 災 穴 屋 材 ・ 戦 災 樹 木 な どの 土 中 に 埋 
れ で いる 残存 木材 が 多い と と , (3) 戦災 復興 用 の 木材 


の 需要 が 増加 し た た め に 伐採 に 急い で 備 根 を その まま 放 


直し た り , 粗末 な 木造 営団 住宅 を 建設 する た め に 都市 周 
辺 の 株 野 を 急 に 開拓 し た の で , 同時 に 伐 根 が 増加 し た こ 


| と, (4) 住宅 事情 が 悪く 老朽 化 住宅 が 改修 され な いま 
| まで 使用 され で いる こと こと, 


(5) 都市 不燃 化 の た め に 簡 
SN RAED HAL, モル タル 塗り 壁 体内 部 の 木材 


が 通風 が 悪く 多湿 で , ショ アリ の 好む 環境 を 与え て いる 
ene, 


(6) 4B ICRARA CY ay) RIMS 
DRA RMEBDEVDTERMETC, FTV UII OR 


La 


Fa CTEM ICH AE CTR TWS. TCORWICGER 


| 静岡 県 を 北限 と し て いた イエ シロ アリ が 神奈 川 県 ・ 千 葉 
| 味 な どの 温暖 な 海岸 地域 に まで その 分 布 範囲 を 拡大 し つ 


つ ぁ る 。 主要 な 被害 対象 は 建築 材 ・ 木 柱 ・ 杭 木 ・ 立 木 お 
よび その 伐 根 な ど で あ る が , 特に 最近 の 新しい 傾向 と し 
て は , 前 記 の モル タル 壁 体内 部 の 木材 の 被害 , ブロ ッ ク 


PROT oy VORPICHM, BASEL CRENBO 


| 木材 を 加害 する 新 例 , 従来 か ら 立 木 は 害 を うけ る と と が 
な いと いわ れ て いた に も か か わら ず , 海岸 防風 林 の マ 


ッ ツ ッ や 九州 南部 の スギ の 植林 地帯 に まで か な り の 和 害 を 及ぼ 
L, 新しく 重大 な 問題 を 提供 し て いる と こと な ど で あ る 。 ゥ 
防除 対策 と し て は 被害 の 早期 発見 と 巣 の 探 素 が 最も 重 
BCS), と これ に 対す る 科学 的 方 法 と し て , 放射 線 装 置 
の 活用 (写真 展示 )- と , 新しく 試作 し た シロ アリ 探知 器 
(sonic detector) が は な は だ 有効 な 成績 を 得 た の で , 
筆者 ら は 将来 ショ アリ と 戦う べき 有力 な 武器 と な る で あ 
ろう と 信じ て いる (シロ アリ の 音 録音 放送 )。 ま た 防 剛 と 
Ltd, ディ ルド リン ・ ク ロー ルデン が と くに 持続 性 が 
長 ぐ 有効 で あぁ あり, 土壌 殺虫 用 と し て は D-D Bik S ER 
で ある と の 結論 を 得 た 。 
2. ロ テ ノ ー ン の 作用 機構 , 特に 化学 構造 と 薬理 作用 
深見 順一 Geb 
ALF IC Lk SRR H & REBT & OFC PATE AAS 
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認め られ た 例 は きわ め て 少な く ,。 わずか は に SCHRADER 
(1947), Mercarr and Marcu(1949) Sasf7 MEHR Ed 
剤 の 誘導 体 に つい て コリ ン ェ ステ ラー ぞ ゼ 阻 害 力 と 殺虫 力 
と が 平行 し て いる こと と を 証明 し た に 過ぎ な い y。l RHI 
TI, ロロ テ ムーン は 尼 躍 体内 で 神経 , 筋肉 の 細胞 呼吸 を 
Mill, その 抑制 の 一 部 は グ ゲ グルタミン 酸 脱 水素 酵素 の 抑 
制 に 基づく も の と 結論 し た 。 さ で て 今回 は ロ テ ノ ー ン お よ 
びそ の 誘導 体 33 種 に つい て , カブ トム シ 筋 肉 の グル タ 

* ン 酸 腕 水 素 酵素 阻害 力 , アズ キ ゾ ウム シ 殺 虫 力 お よび 
ワ モ ンプ ゴキブリ の 神経 伝導 抑制 力 を 比較 し た 。 そ の 結果 
こと これら 3 つ の 作用 の 間 に 明らか な 平行 関係 が 認め られ 
た 。 また こと の よう な 枚 作 用 と 化学 構造 と の 関係 に つい て 
は , いま まで 仮説 的 に 推論 され て いた chromano-chro- 
manone 核 の 存在 は 必ず し も 殺虫 性 の 必須 条件 で は な 
いこ と , dihydro-pyran 環 の 光学 的 不 斉 炭 素 原 子 は , 
dihydro-furan 環 の それ より も る 重要 で ある と と , また 
chromarol-chromanone 核 も 重要 で ある こと な ど が 立 
証 さ れ た 。 な お ロ テ ノ ー ン が アセ チル 化 さ れ て で きた ア 
セチル ロ テ レ 一 ン も か な り , の 殺虫 力 を 持 う て い だ 。 

第 8 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 

第 8 回 例会 な 昭和 33 年 12 月 13 日 午後 2 時 か ら 上 農業 
技術 研究 所 で 開催 , 次 の 2 講演 が あっ た 。 参 会 者 45 名 。 

1. RAFRY FAVOR 

—— 4 BAR FAD 4 
国井 喜 章 ・ 気 賀 沢 和男 ・ 石 橋 信義 (関東 東山 農 試 ) 
ネコ ブ セ ャ センチュウ の 生理 生態 学 を 研究 する に は , その 
線 虫 の 性 質 を 知っ て お か ね ば ぼ ば なら な い 。 BHO, EM, 
FROS ESR, RHEMH, 土壌 か ら の 幼虫 の 回 収 な ど に つ 
いて 次 の よら な 知見 を 得 た 。 

1. pEDN: tenkehis, NaCl 0.8g, KCl 0.01g, 
CaCl, 0.01g, NaHCO; 0.02g, 7k 100cc の 生理 的 
食塩 水 に 防 ぼ ば い 剤 と し て デヒドロ アセ ト 酸 を 2.5x10-4 
OBNICMARA ODO? CHE E< EMTS. LPS 
が ば ら ば ら に 産卵 され , 取り あつ か い が 容 易 で ある 。 な 
天 食 塩水 ある い は 茂 糖 液 で は , 上 記 生 理 的 食塩 水 と 同じ 
浸透 圧 濃 度 に し て も 産卵 は 劣る 。 産卵 は 10 A, 11 月 , 
12 wR PEL, HEISEI ORHERS RK SO 

2. SSO LI: 卵 の 発生 は 高 浸 透 圧 濃 度 液 中 (8~15 
気圧 ) で も 正常 に 進む が , 任 忠 形成 期 で と どまり , HE 
が 抑制 され る 。 ま た 浸透 圧 濃 度 が 高まる に 従い , 正常 な 
環境 に 戻さ れ た と き の 政 化 は 遅れ る 傾向 に ある 。 

FID SAD SOMUEIS, 約 8~10 日 間 (26°C) CR 
FAWHEBIS 50~60% に 止ま り , 横ばい と な る が , HO 
うか ら と り 出 し た 卵 の 場合 は , 15 晶 間 '(26°C) で 90% 
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i < WHET So 

3. 根部 拡散 物質 : いわ ゆる hatching factor が あ 
る か な いか に つい て , 昔 議 水 耕 液 と 抽出 物 ( 草 議 の 根部 
拡散 物質 を 活性 炭 に 吸着 ) の 術 釈 液 を 使い , 映 化 実験 を 
待 うた だ 両者 どる 対照 に 比 し , きわ め て 高い 上 敵 化 率 を 示 
し た 。 

4. 土壌 中 か ら の 幼 虫 回 収 率 の 検討 : 

(1) BAERMANN 氏 法 の 設置 時 間 は , 恒温 27°C で 

10 時 間 と , 室温 7.5~11.0°C で 16 meas 
数 ほぼ 等 し い 値 と な る 。 

(2) EBOKDSAS GLY) Vk, 10~15% CH 
IW 40%, 55~60% で 20~30% の 2 つの 山 を 
UE. 

(3) jAybkyd Crarx-Luss の 緩衝 液 を 用 いた 場合 , 
pH 4~6 が 遊 出 率 高く アル カリ 側 に な る に 従い 
遊 出 率 は 低く な る 。 

5. 布 に よる 土壌 線 虫 の 回 収 : ネル の 湿布 を 地下 10 
cm に 3 日 設置 する と 線 虫 を 多く 回 収 す る 。 3 日 より 短 
く と も 長く と も る 回収 数 は 減り , ま た 加 布 は 湿布 の 約 1/5, 
地下 20cm は 地下 10cm より 回 収 数 は 少な か っ た 。 

2. 欧米 で 会 っ た 研究 者 達 

ーー その 印象 と 最近 の 業績 一 一 
REEK RH) 

私 は 去年 の 8 月 14 日 に 東京 を 出発 し 約 3 ヵ月 に わた 
り 欧 米 13 カ国 の 主 な 研究 機関 を 見 て 竹 っ た 。 

応用 昆虫 学 の 面 で は 各国 と る 砂糖 大 根 , BH, 各種 
牧草 の ウィ ルス 病 を 尋 介 する 害虫 に 関す る 研究 が 非常 に 
盛ん で あっ て , た と ど と えば ボン 大 学 の Morricxe 博士 が 最 
近 始 め た 嘩 腺 の 形態 学 了 的 ちる い は 組織 化学 的 研究 , また 
アブ ラム シ や ヨコ バイ の 消 食 管内 か ら タ バ コ モ ザイ クウ 
ィ ル ス の 結 品 を 検出 し た ウプサラ 大 学 の OssiAanNnNiLsson 
博士 の 業績 は 興味 を ひい た 。 

次 に 天敵 の 積極 的 利用 と いう 点 で パリ ー 苑 外 の ラ ・ ミ 
ニニ ミー ル に ある 天敵 研究 所 の 住 事 は すばらし か っ た 。 と こと 
こ で は パス トー ルル 研究 所 で 創製 し た ウィ ルス 剤 の 室内 お 
よび 小 規 模 な 較 場 試験 に か な り の 成果 を あぁ あげ て いた 。 FE 
年 の 秋 に は 1 トン の ウィ ルス 粉剤 を へ リコ プター で 散布 
し , マツ ケム シ の 一 種 Thaumetopoea pityocampa に 
対す る 実地 防除 試験 た 乗り 出す と の と と で あっ た 。 

多く の 中 央 研究 機関 で は 毒 物 学 に 関す る 研究 規模 が 
速 に 拡大 し て いて , 研究 者 の 多く が 若い 層 で ある と い 
こと が 印象 的 で あっ た 。 

線 虫 学 に 関し て アメ リカ は 別 と し て 欧州 で は オラ ンダ 


急 
う 


の ワー グ ニ ン ゲン と イギリス の ロー サム ステ ッ ド の 試験 


BAB BIG 


Bashy 歴史 を 背景 に 人 と 設備 を BOTS DER 
ば , あと は 戦後 に 発足 し た 所 が 多く , 日本 の 現状 と あま 
0 ZED BTEVs 
害虫 の 発生 予察 に ろう いて は 最近 に な っ て 一 般 の 関心 が 
高まっ た らく , Vt -YORVEBReTIVI OTL 
ン へ ム の 研究 所 あぁ あるいは イギリス の ウツ ウェス ボー ジ の 試験 
CLEFT AY YA ys SII AS pea 
moth (COW TORRE Foie KE TW Ko 
研究 機関 の ぁ り 方 と いっ た 面 か ら は , ワー グ ニ ン ゲン 
が 最 ふ 印象 的 で あっ た 。 こ と こと に は 多く の 研究 所 (た だ どき 
ば 植物 防疫 研究 所 と いっ た 単位 の も の ). BAG 2D 
都市 の 内 外 に 散在 し , 各 研 究 機 関 は を それぞれ 独立 の 運営 
機関 を も ち , きち あめ て 能率 的 に また 活気 に あぁ れ た 研究 
を 展開 し て いた 。 
第 9 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 
第 9 回 例会 は 昭和 34 年 3 月 7 Bl ORR 
術 研 究 所 で 開催 , 次 の 2 講演 が あっ た 。 参 会 者 30 Go 
1. 「 局 虫 表 皮 を 透過 する 速 さ が エチ ル パ ラ チオ ン と 
メチ ル パ ラ チオ ン と で な ぜ 相 異 す る か 」 に つい て 
物理 化学 的 な 見 方 諏訪 内 正 名 (BF) 
KARVGRY, 2AF = VILE OWN, ZRII 
IFAV(E.P.), AF UNSSAYM.PjAweee 
"浸漬 法 に より 既知 量 (W) を 塗布 し , HOBIE SI 
(T) を 測定 し た 実験 結果 に ょ れ ば ぼ ば , WETUADOTHH 
単 な 関係 に あり , 
と いう 式 で 表わさ れる こと を 知っ た 。 t は 無限 大 の 薬 量 
を 施し た と き の 致 死 時 間 に 相 当 し , w は 十分 長 時 間 を 要 
し て 虫 を 致死 せしめ る に 要する 薬剤 の 極小 値 に 相当 すす 
る 。 こ と これら は 品 虫 お よび 薬剤 の 種類 に よっ て 冠 ま る 定数 
で , 薬 量 と 致死 時 間 の 実測 値 を プロ ッ ト し た グラ フ か ら 
作図 に よっ て 求め られ る 。「 (1) 式 た に 示さ れる 関係 は 
薬剤 が 昆虫 体内 に 浸透 する 速度 お よび 体内 に お ける 作用 
量 に 関連 する も の と 思わ れる が , アズ キ ゾ ウム シ お ま び 
XA FaDdiCovwe EP. LiiHLRLEO Kup &, 
M.P. @iji LED Kup EDL, 
Kgp: Kmp=5: le (2) 
で ある 。 
この こと を 理論 的 に 解析 する 目的 で 実験 を 進め , まず 
是 虫 表皮 の 贈 質 が 希薄 な パラ チオ ン 乳 剤 か ら も きわ め て 
すみ や か に パラ チオ ン を 吸 落 する で と に 着目 2 記 デ ネネ 
SO RVORRINGE 2 MAE, 赤外線 分 光 分 析 な ど を ほど 
こし た 結果 , それ は CHs 一 (CH2) ヶ ーCHs CHAN Sha 
和 誠 化 水素 (nm =14~16) を 主 成分 と する こと が わか っ 
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KS COMBEKL HTS ELP., M.P. の 分 配 素 
(PP) BRBELZA, 
A Pep : Pup=3: 1 (3) 
で あぁ っ た 。 こ れ は 脂質 か ら 水 に 移行 する 困難 性 が ,E.P- 
の ほう が 3 倍 大 で ある こと こと ど を 示す 。 また その 脂質 を 
PP., M.P. が 捧 散 する 際 の 拡散 係数 の 比 は , 
Dep : Dup=1: EE (4) 
CH), COCERE.P.OFMMEO MME CL AT. 
(3), (4) の 関係 か ら , 昆虫 表皮 より パラ チオ ン が 体 
内 に 移行 する 困難 性 は E.P. の ほう が 6 倍 大 で ある と 定 
性 的 に 断 じ う る 。 こ と の ご と は (2) で 示さ れ た 関係 と 一 
MTS. KBON SOT LI BHANICB 3 RAION 
| の 作用 量 は EP. も M.P. も 同 程度 の も の で あろ うこ と と 
BINGO TV So 
2. KE, カナ タダ 旅行 談 (スラ イド 併 写 ) 
Lie SS CREE) 
- We4e9 FR 23 日 か ら 12 月 25 日 まで 3 ヵ月 間 , 米国 , 
カナ タダ 両国 の 研究 機関 を 見 学 し た が , 旅行 中 カナ ダ 紫 中 
“SS cRHBRYSOKES, お り よ く グ エッ ルレ クラ と ソー 
較 ド レー クシ ティ ー で 開か れ た の で , これ に る も 出席 し た 。 
放 に の 旅行 で 特に 印象 に 残 つ た 点 だ け を お 話し て お く 。 
放 | 現在 米国 の 害虫 防除 で 最も 大 き な 話 題 は 一 昨年 か ら 始 
| や られ た フロ ョ リタ ダ 半島 全域 (面積 は 日 本 の 約 4 倍 ) に 発 
有 | 生 し て いる 穴 斉 の 寄生 バ ェ Callitroga hominovorax 
© (ACL NZO-M) D Co™ に よる 防除 で ある 。 こ と 
DAE Co fede ic WH LARMELEE & FF TH Bl 
る も ゃ ので, すでに 1954 年 南米 の キュ ラサ オ 島 の 予備 試 
| 険 で 大 成功 を 収め た こと は 周知 の 通り で ある が , 今回 の 
放 2 ロ コロリ ダ 地 区 の 防除 で も 昨秋 まで に ほとん ど 全 滅 に 近い 
効果 を 収 あ た 。 政府 当局 は と の 防除 の た め に 3 億 6000 
記 円 も 投じ た が , この 成功 は 世界 の 害虫 防 除 史 を 飾る 交 
PLW—- BIL SESH EBON S. EK, COM 
DICH KETC, 果実 ミ バ ェ 類 の 防除 に も Co? を 利用 し 
まう と その 研究 が ハワイ で 着 々 と 進め あら あれ て いる 。 
昆虫 分 野 の 研究 で 目立つ こと は , 昆虫 毒物 学 の 研究 の 
進展 が めざまし いと と で , 大 抵 の 研究 機関 で この 方 面 の 
仕事 が 行わ れ て お り , 形態 学 , 生理 学 , 生 態 学 , 生 化学 , 
遺伝 学 な どの 分 野 か ら 多 角 的 に 研究 の メス が 入れ られ て 
BY), RI ラベ ル の 殺虫 剤 を と 用 いて の 薬剤 の 虫 体内 体 対 
の 追求 は 特に 盛ん で ある 。 一 方 また , 神経 生理 学 的 研究 
eer Ob), HIF eve T Kye AYVIAKATS 
AAVDK, 米国 農 技 研 ., カナ ダ 農 技研 な ど で は この 方 面 
の 研究 施設 の 拡充 が 目立つ て いる 。 
殺虫 剤 の 抵抗 性 系 統 の 慣 虫 出現 は 各所 で 問題 に な つて 
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き て お り , この 防除 対策 の 研究 が な され つつ ある 。 ま た 
抵抗 性 と 感受 性 の 両 系 統 の 相 異 の 究明 も 盛ん で ある 。 そ を 
の 他 , 天敵 利用 に 尾 忠 の みな ら ず , 線 虫 や 微生物 , ウィ 
ルス まで も 利用 し よう と , その 研究 が 進め られ つっ ある 
の は 興味 深い ws 

生物 検定 や 生理 学 そ の 他 の 研究 供 試 用 慣 忠 と し て ハチ 
ミツ ガ が 各所 で 大 量 飼 育 さ れ だ し て いる と と を ゃ , 殺虫 剤 
の 残 湾 検 定 に Artemia salina (ホウ ネン ェ ビ の 一 竹 ) 
が 盛ん に 供用 され て いる の は 新しい 傾向 で あな ろう 。 
米国 や ゎ ナ ダ の 昆虫 学会 大 会 の 講演 中 に 日 本 人 の 業績 
が , た び た び 引用 され た の は 意 を 強く と した が 』 これ ら の 
業績 は いずれ も いま まで 英文 で 発表 され た も の で あっ つた 
こと こと は 見 の が せな か つた 。 また 日 本 に は 優秀 な 研究 が 
た くさ ん あぁ る の に 英文 で 発表 され て いな いた め 広 く 外 国 
に 知ら れ で いな い の は 残念 だ と 聞か され た こと は 再々 で 
あつ た 。 それ に つけ て も さ し あ た り Review of Ap- 
plied Entomology の よう な 英 廊 抄録 雑誌 に 日 本 の 業績 
を つと め て 紹介 する よう に , 学会 あたり で 積極 的 に 動か 
ね ば な ら な いと 痛感 し た 。 
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